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現在十二歳　ジル






　ヘンリやデュークに助けられてから無理はしないようにした。

　じっちゃんを救うためには僕が健康でいなければならない。僕が無理して何も出来なくなったら本ほん末まつ転てん倒とうだ。

　それに僕には、ヘンリやデューク、メルなど最強の味方がいる。一人じゃないんだ。

　僕は彼らにじっちゃんの病気のことを全て話した。吐と血けつしていたところを見てしまったことも。

　彼らは驚おどろいていたけど、すぐに真しん剣けんな表情になって、一いっ緒しょに解決策を考えてくれた。

　きっと皆みなも心の中で動どう揺ようしてショックを受けているはずなのに、そんな表情を一いっ切さい見せない。

　僕はまだ子どもだなと思ってしまった。

　学園でリズ派とアリシア派が揉もめているのを鎮ちん圧あつするのは一いっ旦たん置いておいて、僕らは四人で必死にじっちゃんの病気を治す方法を探した。……だが、見つけられなかった。自力ではどうにもならないらしい。

　やはり、マディという薬草がないと助けられないみたいだった。マディの成分が分かれば、作れるかもしれないのだけれど。

　不幸中の幸いは、じっちゃんのドッテン病の進行が遅おそいことだ。人によってさまざまだが、ドッテン病にかかって数週間で死ぬこともあれば数年間生きることもある。けれど、それは老ろう若にゃく男なん女にょ問わず基準がなくバラバラで、早くに命を引き取る子どももいれば、長く生きる老人もいる。余命を判断するのが難しい。

　学園の旧図書室に僕、デューク、メル、ヘンリの四人で集まる。学園内は前より一層騒さわがしくなっていた。

　キャザー・リズはあまり表に出ない方がいいということで、彼女の『誘ゆう惑わくの魔ま法ほう』から解放された生徒会メンバーやカーティスがこの騒そう動どうを抑おさえようとしてくれている。

　僕らはそのおかげでドッテン病について調べることが出来ていた。

　だが彼らにはまだじっちゃんの病名は伝えていない。

「伯お父じ上うえの容態を確かく認にんした方がいいな」

　デュークの言葉に皆が頷うなずく。

「多分、じっちゃんは相当無理をしていると思う」

「ドッテン病なんてデュルキス国でかかったら治らないって言われているもんな。……って、ごめん」

　失言したという表情で申し訳なさそうにヘンリは謝る。

　言いたいことは分かる。ドッテン病はそれぐらいデュルキス国民にとって脅きょう威い的てきな病だ。

　そこへ、いきなりバタンッと勢いよく扉とびらが開いた。その音にビクッと体が反応する。

「デューク大変なんだ、来てくれ」

　息を切らしたカーティスが慌あわてた様子で入ってくる。

　何があったのかは分からないけど、いつも冷静なカーティスがあんなに取り乱しているのは珍めずらしい。僕らは急いで本を閉じて、旧図書室を出る。

　誰だれか死んだとか？　けど、いくら争ったとしても人を殺あやめるまではいかないだろう。だって、ここは貴族が集まる学園だ。……あ、でも昔、キャザー・リズの信者にアリシアが誘ゆう拐かいされたこともあったよね。

　アリシアがいなくなってからどこか学園のバランスが崩くずれてしまった気がする。デュルキス国にとってアリシアはそれほど重要人物だったのかも。

　僕らはカーティスの後を追っていつもの教室に着いた。人だかりが出来ていて、とてもじゃないが中の様子は分からない。だが「やべえよ」「これは酷ひどいわね」「どうなってんだよ」などという呟つぶやきがポツポツと聞こえる。

「すまないが、通してくれ」

　デュークの一声に、皆、さっと道を開けた。

　やっぱり王子の力は凄すごいなと実感する。

　廊下にはキャザー・リズや生徒会の面々も顔を真っ青にして突つっ立たっていたが、デュークが来たことでどこかホッとした様子を見せた。

　教室の中から、鼻がツンとする腐ふ敗はい臭しゅうが漂ただよい、顔をしかめる。僕らは手で口を覆おおい、教室の中へと入った。

「何これ……」

　目の前の悲ひ惨さんな光景に吐はき気けがした。

　首を切られた何なん匹びきもの鼠ねずみが床ゆかに並べられている。血の匂においと獣けものの匂いが混ざり、より耐たえ難がたい状態だ。

　鼠の死し骸がいなんて久しぶりに見た。ロアナ村でしか見たことがない。

　教きょう卓たくの上に女子生徒が横たわっている。デュークが急いで駆かけつけた。

　……どっかで見たことのある顔だ。

　栗くり色いろの髪かみにそばかす……、エマだ！

　昔アリシアを嵌はめようとしていたけど、全然太た刀ち打うち出来なかったリズ信者の子。しかもその後強力なリズ信者のマリカ達に虐いじめ返されるっていう胸むな糞くそ展開に発展。

　だけど、偶ぐう然ぜんマリカ達が食堂でエマの悪口を言ってるのを聞いたアリシアが、ナイフを壁かべに投げて脅おどしたんだよね。あれは最高だったな。

　そしてこの一件以来、エマはアリシア派になった。

　エマは頭を殴なぐられたようで、血が額から教卓へと流れている。しかも足が折れて、通常とは違ちがう方向を向いていた。

　微かすかに息はしているようだ。苦しそうな表情で気を失っている。

「リズ信者だったのに、アリシア派に鞍くら替がえしたから、見せしめとしてこんな風にされたのかな」

「そうかもしれないな」

　僕の言葉にデュークは頷く。

　デュークはきっと彼女達の裏側も把は握あくしているのだろう。だって、アリシアと関係していることだもんね……。

「とりあえず、床の血を片付けろ」

　カーティスはデュークの命に「え、まじ？」と顔を引きつらせる。

　そういえば、昔、アリシアが小屋に誘拐された時に、彼女の服についている血をカーティスが綺き麗れいにしてくれたのを思い出した。

「そりゃ、デュークにとっては、これぐらいなんともないことかもしれないけど、俺からしたら全魔ま力りょく使うんだから」

　ぶつぶつ言いながらも、彼は床についている鼠の血を全て魔法で綺麗にする。

　デュークも魔法で鼠を教室の隅すみっこに集めて、上から布で覆い隠かくした。

「普ふ通つうの生徒なら一いっ匹ぴき浮うかすだけで精せい一いっ杯ぱいだ」

「デュークってキモいよね」

　隣となりでヘンリとメルがそう言った。メルの「キモいよね」は褒ほめ言葉だろうが、主人にそんなことを言っていいのか？　……まぁ、メルだから許されるか。

「リズを呼んでこい」

「え〜」と嫌いやそうな表情を浮かべるメルに呼ばれ、教室に入ってきたキャザー・リズの顔は強こわ張ばっていた。

　きっと、さっきの光景を見たんだろうな。

　こんな残ざん酷こくなところを見るのは苦痛だろうけど、聖女の魔力を持っているのならデュークが片付ける前にやってほしかった。

　いや、彼女にそこまで求めるのは欲張りすぎ？　……まぁ、しょうがないよね、キャザー・リズは普通の女の子だから。アリシアとは違うんだ。

「治せるか？」

　デュークに聞かれ、リズは眉み間けんに皺しわを寄せてエマを見つめる。まるでエマの痛みを自分も味わっているかのようだ。

「治せると思うわ」

　キャザー・リズはそう言ってエマの前に立ち、魔法をかける。彼女から放たれる魔力は想像以上のものだった。眩まばゆい光が彼女達を包む。

　……これが聖女の力。初めて目まの当あたりにするキャザー・リズの魔力に思わず後あと退ずさってしまう。

　エマの額の傷は消え、足の腫はれも収まり元通りになる。顔色がさっきより随ずい分ぶんと良くなった。

　ああ、アリシアが言っていたのはこのことなのかも。キャザー・リズには努力じゃ敵かなわないって。けど、近づくことなら出来るって。

　こんな人間を前にして、頑がん張ばり続けられるアリシアは凄い。僕なら圧あっ倒とう的てきな力の差に自分を諦あきらめてしまいそうだ。

「流石さすがだな」

　全て終わった後、ヘンリは顔を引きつらせながらそう言った。

　キャザー・リズは無事にエマを治せたことにホッとしている。

　これほどの魔力を使った治ち癒ゆ魔ま法ほう。相当体力を消しょう耗もうするはずなのに、ふらつく様子もない。

「やっぱり、メルは嫌きらい」

　隣でボソッとメルの呟きが聞こえた。嫌いの対象はキャザー・リズだろう。

　メルはキャザー・リズを嫌いのままでいいと思う。それを含ふくめてメルだ。彼女が急にキャザー・リズを受け入れたら違い和わ感かんを抱いだきそうだし。

「助かった」

　デュークの言葉にリズは嬉うれしそうに口角を上げる。

「ううん。私も一人じゃ何も出来なかったからありがとう。……それにしても誰かしら。こんな惨むごいことをするなんて」

　キャザー・リズはエマの方を見つめる。僕は口を開いた。

「多分リズ信者だよ」

「え、私の信者？」

「リズを絶対的に信じている者達は、アリシア派がいることを許せないんだ。だから、見せしめにこんなことをしたんだと思う」

「……そんな」

　ショックを受けるキャザー・リズにデュークが声をかける。

「どっちを支持するかは勝手だが、流石にここまでの被ひ害がいが出たとなると何か手を考えないといけないな」

「ええ、勿もち論ろんよ。私が元げん凶きょうだもの。自分がしたことの後始末はちゃんとつけるわ」

　力強い声。彼女の目は覚かく悟ごを決めたものだった。

　キャザー・リズが最初から本ほん性しょうを表に出していれば、少しはデュークに好かれたかもしれない。

　まぁ、それでもデュークがアリシア一いっ択たくなのは間ま違ちがいないだろう。だって、デュークは九年間もアリシアのことを想おもい続けているんだから。

「とはいえ、熱ねっ狂きょう的てきなリズ信者はリズのことを想ってこんなことをしているんだよな」

「じゃあ、私がこんなこと望んでいないって言えばいいのかしら？」

「いや、それもあんまり意味がないような気がする」

　ヘンリはリズの返答に難しい顔をして黙だまり込んでしまう。

　確かに下手に動くと火に油を注ぐことになって、事態が悪化するだけだ。

　暫しばらく沈ちん黙もくが続いた後、メルの明るく軽快な声が教室に響ひびいた。

「新しく法律を作っちゃえばいいんだよ！」

　突とっ拍ぴょう子しもない提案にその場にいる全員が面食らった。彼女はお構いなしに続ける。

「思想を押しつけ、人を傷つけたら、処しょ罰ばつしますっていう法律！　あ、でも処罰もちゃんと重いものだよ。死し刑けいとか！　争いを避さけたいんだったら、これが一番じゃない？」

　死刑は流石にだめだろ。

　けど、メルの言っていることは悪くない案だ。

　信じている者を罰ばっするのは難しい。これから先、アリシアやキャザー・リズだけじゃなくて、もっと多くの考えが出てくるかもしれない。それを取とり締しまるには新たに法で定めるのが一番だ。

「だが、死なんて恐おそれずに行動する者もいるかもしれない」

「テロリストみたいな？」

　デュークの懸け念ねんに僕はそう返す。

「たかが学生の揉め事なのに、とんでもない事件に発展しようとしてるな」

　ヘンリの言葉に、メルは真顔で答える。

「『たかが学生』が一番怖こわいんだよ。変に行動力あるもん」

　そうかもしれない。若いからこそ色んな物事を吸収する時期だ。

　カーティスが難しい表情を浮かべながら、デュークの方に視線を向ける。

「法律を新たに付け足すことなんて出来るのか？」

「……出来なくはないが、やっぱり学生の立場だと難しいだろうな」

「王子の立場を利用しちゃえ！」

　メルは他人ひと事ごとだと思っているのか、楽しそうだ。ゴソゴソとポケットから棒付きのキャンディーを取り出し、舐なめ始めた。ストロベリーの甘い匂いがふわっと漂う。

「そりゃ、聖女リズッちが演説でもして騒動が収まればいいけど〜、アリアリが今ここにいないことにはバランスとれないじゃん。デュークも王子としては、これ以上被害者出すわけにはいかないでしょ。──今回この教室で起こったこと、超ちょう胸糞だし」

　メルはコロッと口の中で飴あめ玉だまを転がす。最初は陽気に話していたが、最後に怒いかりを露あらわにした。

　一人の生徒が殺されかけたんだ。メルも流石にこの事件の深刻さが分かっているのだろう。

「……今はとりあえず、エマちゃんを休ませた方が良いいよね」

　カーティスは教卓に横たわっているエマの背中と膝ひざの裏をしっかり支えて両腕で抱きかかえる。

　さらっとこんなことが出来るなんて、カーティスが女の子から人気がある理由が分かる。カーティスは「後のことは頼たのむよ」と言って、教室から出て行った。

「私もメルちゃんに賛成かも……」

　リズはポロリと呟いた後、確かな声で「新しい法律を作るべきだと思う」と発した。

　僕はメルの提案に完全に納なっ得とくしたわけじゃなかったのに、何も言えなかった。

　何か見落としている気がする……。

　……新たな法律が出来て、それが守られたとして、信者達の中に溜たまる鬱うっ憤ぷんはどこに向けられるんだ？







　集まっていた生徒達を帰し、教室に残ったデューク、キャザー・リズ、ヘンリ、メル、僕でそのまま話し合いを続ける。

　デュークの魔法で誰も教室に入ってこられないようにした。鼠の腐敗した匂いも魔法で消してくれている。

　それにしても、魔法って本当に便利だな、と改めて僕は羨うらやましく思った。魔力だけは、努力で手に入れることが出来ないのだから。

　そんなことを考えていると、メルが「はいは〜い」と手を挙げながら発言する。

「手っ取り早く、今から掲けい示じ板ばんに新しい法律が出来ましたって紙でも貼はりに行く？」

「色々手順が必要だろ」

　すぐさまヘンリが突っ込む。

「あのさ、僕らは学園の秩ちつ序じょを保たないといけないんだよね？」

「ああ」

　僕の言葉にデュークは頷く。

「じゃあさ、法律にしなくてもいいんじゃない？」

「「「え」」」

　デューク以外が驚きの声を上げる。

　今まで法律を作ろうって流れだったのに、いきなりこんなこと言われたら、そりゃ、びっくりするよね。

　僕は彼らに誤解を与あたえないように付け足す。

「アリシア派とリズ派が平民や貴族全ぜん般ぱんに広まっているわけじゃないんだから、まずは学園の規則にするだけでいいんじゃない？」

「それだと、処罰重く出来ないじゃん」

　僕の意見にメルは不服そうだ。

「次は死人が出るかもしれないんだよ〜」

　メルは僕らを脅すような口調で話す。

　この先、アリシアとキャザー・リズが国を動かす立場になれば法律にした方が良い。けど今、問題が起きているのは学園内だけだ。なのに国単位の法律にしてしまうのは違う気がする。きっと、これがさっきから僕が抱いていた小さな違和感だ。

「ジルの意見に賛成だ。厳しい罰ばっ則そくを与えよう。校則は生徒の安全を守るためにあるものなのだから」

　デュークの発言に皆が納得する。メルは、チェッと舌打ちをするが、反論はしなかった。

「校則の名前はどうするの？」

　キャザー・リズの質問にメルは大きな声で答える。

「アリアリ派とリズっち派で暴力による争いは禁止！　とかは？　ただし論争は認める！　破れば、その唇くちびるを縫ぬいつけてやる！」

　いや、だめだろ。

「え、本気で言ってる？」

　リズの表情が不安で覆われる。ヘンリも顔を引きつらせてるよ。

「それでいいか」

　は？　いいの!?

　驚きのあまり、僕はデュークをガン見してしまう。デュークが、まともな思考じゃなかった。

「やった〜！　決まりだね！」

　メルが歓かん喜きの声を上げている。僕は口をぱくぱくさせたままデュークを見つめるが、デュークは素知らぬ顔をする。

　これで争いがましになればいいだろう、程度にしか思っていない顔だ。

「なんかちょっと恥はずかしい校則名だけど、いっか！」

「ちょっとキャザー・リズ！　なんで、『いっか！』になるの？　それに、ちょっとじゃなくて、かなり恥ずかしいでしょ！」

　僕はもう耐えきれなくなって、全力で突っ込んだ。

「そうかな〜。けど、自分の名前が入った校則だよ？　アリシアちゃんも喜びそうじゃない？」

　確かに、彼女だったら目をキラキラさせながら、「私の名前が入った校則!?　最高じゃない！　ついにやったわ！」って大喜びするだろう。

　いやいや、なんでわざわざ個人名を入れるんだ。そして、どうして誰もそれを止めようとしない!?

　皆、ぶっ飛んだ思考をしてるって分かってたけど、ここまでとは……。

　ヘンリと目が合う。

　彼は僕の言いたいことを理解してくれているようで、グッ……と深く頷く。

　助たすけ舟ぶね出してよ、という視線を送ったら、俺には無理だ、という笑え顔がおが返ってきた。
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　爽さわやかな風が吹ふく気持ちの良い朝。学園の掲示板に一枚の紙が貼り出された。大勢の生徒達が掲示板に群がっている。

　昨日の今日で校則を変へん更こうするなんて仕事が早すぎる。流石デュークだな。もう学園長と話し合いをしたんだ。

　そういえば僕、まだ学園長を見たことないんだよね。どんな人なんだろう。

　僕の隣で、ヘンリが呟く。

「過去一、おかしな名前の校則が誕生したな」

　僕らは遠くから掲示板の様子を眺ながめる。皆が騒ぐのもよく分かる。

　内容は、ほとんど昨日決めた通りのものだった。




　　ウィリアムズ・アリシア派とキャザー・リズ派の暴力的争いを禁じる。

　　破った者は、唇を縫い合わせ停学処分とする。




　……なんかちょっと馬鹿げているけど、これで学園に平和が訪おとずれるのならいいか。

　リズ信者達は顔を真っ青にして、その場から立ち去っていく。

　今いま更さら逃にげるのか、と僕は心の底から呆あきれた。傷つけることは平気で出来るのに、自分が傷つけられる立場になったら逃げ出すなんて……。

「ただの論争だったらいつでもしていいのにね」

「……それも暫くなくなるだろうな」

「皆ビビりすぎだよ。度ど胸きょうのない奴やつら」

　ヘンリは僕の言葉に苦く笑しょうする。

　敵が一人でもいたら、大勢で袋ふくろ叩だたきにする世界。アリシアがもしあのまま学園にいたら、と思うとゾッとする。過激なリズ派に襲おそわれていたかもしれない。

　……あ、その前にアリシアもリズも強すぎて誰も敵わないか。

「妹が強くて良かったね」

「強すぎるから困ってるんだ」とヘンリはフッと優やさしい笑えみを浮かべた。

　確かに、アリシアみたいな妹がいたら兄は一生落ち着かないだろう。ヘンリはずっとアリシアに驚かされっぱなしだもんね。

「たまにはアリシアを驚かしてみたいよ」

「驚くんじゃない？」

　即そく答とうすると、ヘンリは「え？」と僕の方を見た。

「だって、アリシアがいない間に、ロアナ村がなくなって、じっちゃんが王宮に戻もどって、今は自分の名前の校則があるんだよ？　驚く要素しかないでしょ」

「普通の人ならそれで驚くだろうな。けど、相手はアリシアだ。むしろ進化したアリシアに俺達の方が驚かされるんじゃないか？」

　僕は思わず笑ってしまった。

　ヘンリの言う通りだ。絶対に彼女はラヴァール国でも大物になって帰ってくるだろう。

「向こうの国の王子に惚ほれられてたりしてね」

「うわぁ、やめろやめろ。戦争になる」

　ヘンリは嫌そうな声を上げる。

「大だい丈じょう夫ぶだよ。アリシアはデュークのところに戻って来る」

「ああ、俺の女だからな」

　突とつ然ぜん、甘く澄すんだ声がすぐ後ろから聞こえた。振ふり向むくとデュークが真後ろに立っていた。その隣で、メルがマフィンを食べている。微かなバナナの匂いが香る。

「脅かすなよ」

　ヘンリは胸に手を当てて、心臓を落ち着かせようとしている。

「おはよう二人とも。見て、皆朝から大おお騒さわぎだよ」

　僕は掲示板を指さす。僕とヘンリが学園に着いてから結構時間が経たっているのに、未いまだ終息する気配はない。

「うわッ。絶対あの中行きたくない。マフィン潰つぶれちゃう」

「これで収まると良いんだけどな」

　メルとデュークが掲示板の方に目を向ける。それから少しして、デュークが僕に視線を戻した。

「一つ、ジルに良い知らせだ」

　デュークの言葉に僕は首を小さく傾かしげて、じっと見つめる。デュークはにやりと口の端はしを上げた。

「マディの成分が分かった」

　そう言って差し出されたその紙を、僕は動けずにただ見つめた。

　マディがどんな成分から出来ているのか、細かく分ぶん析せきされている。

「なんで、これ……」

　僕は頭が混乱して、言葉がうまく出てこない。

　デュルキス国にマディはないはずなのに、どうやってこんな貴重な情報を手に入れたんだろう。

「昨日の夜、めっちゃ王宮の図書室漁あさったんだよ。おかげで寝ね不ぶ足そくだよ」

　メルはふぁ〜っと声を出しながら大きくあくびをする。デュークは全く疲つかれた様子を見せない。

「よくあの膨ぼう大だいな蔵書の中から見つけ出せたな」

　ヘンリの言葉にメルが答える。

「絶対にないと思ってたんだけど、デュークが一度どっかで見たことがあるからって付き合わされたの。それで、見つけたんだよね。本当にデュークの記き憶おく力りょくって怖いよね〜」

「……!!」

　校則を変える準備をして、さらにじっちゃんのために時間まで割さいてくれたのかと思うと、胸が熱くなる。

　デュークの存在は『僕は一人じゃない』と強く思わせてくれる。アリシアが去って、じっちゃんが死ぬかもしれない運命にある中で、僕には最強の味方がいたんだ。

「ありがとう」

　僕はデュークに礼を言い、しっかりとその紙を握にぎりしめた。じっちゃんはもう助からないって言ってたけど、僕は諦めない。

　この成分を徹てっ底てい的てきに分析して、必ず薬を作ってみせる。

「ヘンリ、僕今日は家に帰るよ」

「ああ、何か困ったことがあればいつでも言えよ」

　ヘンリの優しい声。僕はコクッと頷き、急いでその場を後にした。
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　ジルの背中を見つめながら、メルがマフィンの最後の一かけを口に入れて、グッと飲み込む。そして一呼吸してから、口を開いた。

「アリアリに似てるね」

「追いつこうと必死なんだろ」

　デュークがメルに答えると、ヘンリが口を開いた。

「魔法を使えないのに魔法学園にいるって、どれだけのプレッシャーを感じてるんだろうな。何か爪つめ跡あとを残さないといけないって……。俺らは少しでも支えになっているのかな」

「ジルは自分を追い込みがちだもんね〜」

「大丈夫だろ」

　確信したデュークの声にメルとヘンリの視線が注がれる。

「ジルは必ずやってのける。アリシアがそういう人間なのだから。……それに、ジルはもうとっくに、知識ではアリシアに勝っているしな」

「「え？」」

　ヘンリとメルの声が重なる。

「ウィリアムズ家の書物はもうほとんど読んでいるだろうから、今度王宮図書室の出入りを許可するか」

「まじか」

　ヘンリはジルの読書量に驚きょう愕がくするのと同時に、デュークがそこまでちゃんとジルのことを見ていたのかと感心する。

「ジルが年下じゃなかったら、もっと素す直なおに凄いって言えるのに〜！」

　メルの上げた声に、「大人げなさすぎだろ」と呆れた様子でヘンリが突っ込む。

「ジルが美少女だったら、大好物だっただろ」

「さっすが主あるじ！　私、可愛かわいい女の子大好きだからね〜」

　目をキラキラさせて答えるメルに、ヘンリはこいつとは深く関わらない方がいいな、と心の中で呟いた。
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　僕は家に着くなり図書室に閉じこもり、マディの成分表をくまなく見つめる。

　……記述の通りだと、三つの植物の成分をかけ合わせたらドッテン病の薬になる。

　リプシム、トルキス、カランの三種類の植物。それぞれ、単体だと大して使い道がないが、これらを組み合わせることでマディに匹ひっ敵てきする成分が得られるようだ。

　とりあえず、植物屋のポールに話を聞きに行こう。お金はアーノルドに相談だ。

　本を持って、僕は駆け足で図書室を出た。

　もう一度馬車に乗り、町へと向かう。

　僕一人だけで町へ行くのは初めてだ。心臓が少しうるさい。皆には度胸のある子どもだと思われているけど、僕だって緊きん張ちょうすることはあるし、怖いものもある。

　けど、こんなところで怯ひるんでなんかいられない。気を引き締めないと。

　ガタンッと少し揺ゆれて、馬車が止まる。

　馬車から降りて植物屋の扉の前まで足を進めると、緊張を隠すように胸の前でぎゅっと手を握りしめた。

　ポールはロアナ村が嫌いだ。それは前々から知っている。

　帰れって言われるかもしれない。水をかけられるかもしれない。そんな余計な心配が頭をよぎる。

「それでも、行かないと」

　僕は覚悟を決めて、店の中に入る。扉についた呼よび鈴りんのカランカランッという音と同時に、奥から眼鏡をかけた男性が出てきた。

「いらっしゃ」

　僕を見て、ポールは固まった。露ろ骨こつに嫌な顔はしないが、「なんの用だ？」と少し尖とがった口調だ。

　情報屋としての本性を見せてから、もはや猫ねこをかぶる気もないようだ。

「欲しい植物があるんだ」

「なんの植物？」

　ポールは訝いぶかしげに僕を見つめる。

「リプシム、トルキス、カラン」

「何に使うんだ？　トルキスなんて爆ばく弾だんを作る際に使われるものだぞ。……ついに血迷ったか？」

　ポールが僕を全く信用していないのがよく分かる。きっと反逆計画を立てているとか思っているのだろう。

　僕はじっと彼の目を見つめる。真剣な声で彼に伝えた。

「助けたい人がいるんだ」

　その声は静かな店に響いた。ポールは一いっ瞬しゅん戸と惑まどいを見せた後、考え込む。暫くの沈黙の後、ようやく口を開いた。

「だがその三つを使った薬なんて存在しないぞ」

「新薬を作るんだよ」

「……流石、国外追放された令れい嬢じょうの弟で子しだな」

　ポールは苦笑する。

「弟子じゃない。相棒だよ」

　僕は自分に言い聞かせるように即答した。その反応に彼は小さくため息をつくと、どこか諦めたように、棚たなから植物を取り出す。

「あの子は不思議な子だったよ。国外追放されるなんて思いもしなかった。……彼女がいなくなってから、この町も変わった。それに加え、ロアナ村がなくなったことで、この町の皆は怯おびえている」

「どうして？」

「治安が悪化するからさ」

「…………それで、本当に治安は悪くなったの？」

　いや、とポールは首を振る。「ただ」と付け足す。

「ずっと不安を抱かかえたまま生活をしているのは間違いない」

　デュークが用意したロアナ村の住人達の新たな場所は、ここから遠く離はなれている。だから、そんな心配しなくてもいいはずだ。

　そう言ってやりたいのに、何故なぜか言葉に詰つまる。この世に絶対安全な場所などない。

「時間が、解決してくれるよ」

　これが今の僕に言える精一杯だった。

　確かに僕達は国民の不安を煽あおるようなことをしたのかもしれない。けど、ロアナ村の人間が何か問題を起こせば、責任を取るという覚悟が僕にもデュークにもある。

　それに、ネイトやレベッカ達がいる。彼らは絶対に罪なき人間を傷つけたりしない。その思いだけは、間違いなく誰よりも強い。

　だって──僕らこそが罪なき人間なのに、ずっと傷つけられてきたのだから。

　その痛みは誰よりも理解している。

「……まぁ、それもそうだな」

　僕はポールから三種の植物が入った紙かみ袋ぶくろを受け取った。少し鼻がツンとする匂いがする。

　この刺し激げき臭しゅう……、トルキスかな。

「新薬だなんて……治る見込みがない病なのか？」

　ポールの突然の質問に驚いた。

　もう僕と会話したくないと思っていたのに……。

　僕はじっちゃんのことを思い浮かべながら「まあね」と弱々しい声で答える。

　ずっと目を逸そらしてきたけど、実際僕が薬を開発出来たところで、おそらくもう病状を遅おくらせることぐらいしかできない。あんなに進行してしまったドッテン病を治すことはもはや難しい。

　急に気勢をなくした僕に、ポールが意外なことを言った。

「助かるといいな」

　その声は穏おだやかで、優しいものだった。

「ありがとう。……あ、代金を」

「いらないよ。貧びん乏ぼう人にんからお金なんて取りたくないしな」

　棘とげがあるように聞こえるが、ポールは僕がウィリアムズ家に世話になっていることを知っている。

　ポールはお金が好きだ。だから、裏で情報屋もしている。

　……これは、本当に彼の善意なのだろう。

　僕は握りしめた紙袋を見つめる。

「借りが出来たね」

「返さなくていい。早く行け」

　ぶっきらぼうに言うポールに僕はもう一度礼を言って、その場を後にした。




　急いで家に帰る馬車の中、すぐにも研究に取りかかりたくて落ち着かない気分だった。焦あせっても、意味はない。そう言い聞かせて、ぼんやりと窓の外を眺める。

　美しく咲さき誇ほこる花畑が見えた。太陽に照らされて輝かがやくその花は、黄こ金がね色いろに見える。緩ゆるやかな風に吹かれて、花が一いっ斉せいにふわっと揺れた。

「見てアリシア、綺麗だね」

　そう言った後に、ハッと気付く。

　彼女が去ってから暫く経つのに、未いまだに隣にアリシアがいると思ってしまう。ふとした瞬しゅん間かんに、孤こ独どく感かんに襲われるのだ。

　僕は自分の両親を知らない。けど、家族と同じようなぬくもりを与えてくれたのはじっちゃんとアリシアだ。この二人がいなくなったら、僕は二度と立ち直れないと思う。

　もう十二歳なんだから、もっと大人にならないといけないはずだ。けど、心に噓うそはつけない。気き丈じょうに振ふる舞まうけど、心のどこかではずっと寂さびしいと思ってる自分がいる。

　アリシアからの手紙が来ることもない。絶対に生きているって分かっているのに、連れん絡らくが全くないから、不安という感情に胸が押しつぶされそうになる。

　この世界のどこにいても、誰とでも連絡をとることが出来る装置があればいいのに……。そんなあり得ない、馬鹿げたことを願う。

　アリシアの瞳ひとみの色をした花を眺めながら、誰にも聞かれることのない独り言を呟いた。

「ねぇ、アリシア、君は今どんな景色を見てるの？」











現在十六歳　ウィリアムズ家長女　アリシア






「これって、熊よね？」

　瞳ひとみの色を知っている人しかいないので、目隠しはやめて久々の眼がん帯たい姿に戻った私の言葉に、隣となりでメルビン国の元暗殺者の少年レオンと、ラヴァール国の第二王子ヴィクターが頷うなずく。

「確かに熊ですね」

「熊だな」

　私達は、目の前にいる二メートルを優に超こえた熊に釘くぎ付づけになっている。

　熊って、こんなに大きいのね……。実物は初めて見るわ。

　絵本で描えがかれている可愛かわいさを微み塵じんも感じない。想像していたよりも獰どう猛もうで危険な動物だ。

　森に入って数分も経たたないうちに野生の熊に出くわすなんて想定外だわ。マディを探すのは簡単なことじゃないと分かってはいたけれど、こんなにもやばいなんて思わなかった。

　緊きん張ちょう感かんが漂ただよう中、私は口を開く。

「どうする？」

　熊の瞳には殺気が籠こもっており、今にも私達に襲おそいかかってきそうだ。

「食べられる前に逃にげたいところだな」

　ヴィクターの発言に「賛成です」とレオンが反応する。

　ただ、少しでも動いたら一発で私達が負ける可能性がある。ヴィクター達の乗る馬及および私を乗せているライオン──ライの方が足は速いと思いたいところだけれど……。

　ここですぐに魔ま法ほうを使うのは避さけたい。この先、どんなことが起こるか分からないのだし、しかるべき時のために魔ま力りょくは温存しておきたい。

　だってこの森、熊より危険な生物がまだまだいそうなんだもの……。

　私達が動けないでいると、痺しびれを切らした熊が襲いかかってきた。体が大きいのに素す早ばやい動きに、私達の反応が遅おくれる。

　大きく開いた口からは、鋭するどい歯がよく見えた。一ひと嚙かみで人間を食い殺せそうだ。

「やべえ」

　ヴィクターの焦あせりを感じさせる呟つぶやきと共に、私は魔法で熊をその場に縫ぬい留めた。熊は一歩も動けない。

　無意識に魔法を使ってしまったけれど、……これからこんなことの連続なのかしら。

　そう考えると、ゾッと鳥とり肌はだが立つ。

　私達、無事帰ることが出来るわよね……？

「危なかったわね」

　レオンとヴィクターの方を見ると、彼らは安あん堵どしたように深く息を吐はいた。

「魔法ってずるいよな」

「本当にずるいです。最強じゃないですか」

　彼らの強こわ張ばっていた表情が少しほぐれる。

　私は苦く笑しょうしながら「否定できないわね」と答える。魔力を持たない人間からすると、魔力を持っている人間は厭いとわしい存在だろう。時には邪じゃ魔まだと思われるかもしれない。

　……まさに悪女じゃない！

　私ってば、この大国で名を馳はせた悪女になっちゃうんじゃない？

「で、どうするんだよ、この熊。……って、ガキ！　人の話を全然聞いてないし」

「変わってる人って他人の話を聞かないらしいです。主あるじは変人なのでしょうがないですよ」

「ほぅ、俺と意見が合うじゃねえか」

　……待って、いくら魔法がない国だからって、そんなに簡単に悪女になれるわけじゃないわ。

　魔力があっても、努力しないとうまく扱えないわけだし……。それに、いつリズさん並みのライバルが現れるかだって分からない。そうなったらやっぱり正々堂々と勝負すべきよね。

「おいガキ！　リア！　アリシア！」

　ヴィクターの大きな声にハッと我に返る。

「な、何？」

「何？　じゃねえよ。勝手に自分の世界に入るな。早くこいつをどうにかしろ」

　ヴィクターの乱暴な口調に私はムッとしてしまう。

「どうにかしろってどうするのよ。私はこの熊を止めたんだから、後は王子がどうにかしてください」

「本当に生意気だな、お前。俺にこの熊と友達になれとでも言うのかよ」

「王子なら仲良く出来ると思いますよ。気き性しょうの荒あらいところがそっくりなので」

　ヴィクターは私の言葉に顔を引きつらせた。

「はッ……、お前の方がそいつと友達になれるんじゃないのか。反はん抗こう的てきな目がそっくりだ！」

　声を荒らげるヴィクターに、レオンが呆あきれたようにため息をつきながら呟く。

「ここで喧けん嘩かするのかよ……。しかも、しょうもな」

　……ごもっともだわ。まさか年下の少年にこんな冷静に突つっ込まれるなんて。

　心なしか熊も私達の口論に呆れているように見えた。

「ちなみにこの魔法、あと数分で解けるわよ」

　私のその一言でレオンもヴィクターも「え」と固まる。

「それを早く言え！」

　ヴィクターは強い口調で怒ど鳴なると、そのまま馬を走らせた。私達も彼の後についていく。ライはライオンの割に馬並みに持久力があるのよね。有あり難がたいわ。

　熊は私達に置いていかれたことに戸と惑まどっているようだ。

　あと少ししたら自由になるからね。だけどもう追いかけてこないでね。

　私は遠ざかる熊にそう願うのだった。

「こっちの方向で合ってるんですか？」

「俺が間ま違ちがってるわけないだろ」

　レオンの心配をヴィクターは一いっ蹴しゅうする。レオンは私の方へと物問いたげな視線を向けた。

「王子の勘かんは動物より鋭いから大だい丈じょう夫ぶだと思うわよ」

「何気にさっきから上げては貶けなしてますよね」

「あら、そんなつもりはないわ」

「こいつが俺を褒ほめるわけないだろ」

　ヴィクターが私達の会話に割り込んでくるが、馬の足音が大きくて、声が聞こえにくい。

　足場の悪い場所を走るのは体全体が揺ゆれて、体中の筋肉を使う。ライはかなり安定しているけど、それでも視界がぐらつく。

　……動物の動体視力って凄すごいわよね。周囲を察知する能力に人間より長たけている理由がよく分かる。

「ここまで来ればもう大丈夫だろ」

　ヴィクターは速度を緩ゆるめる。熊から逃げてきたけれど、ここに来るまでにもたくさんの虫や動物を見かけた。この森は以前遠えん征せいに向かった死し致ち林りんと違ちがって、生き物が多い。

　こんな森でじっとしている方が危ないわね。早くマディが咲さくという崖がけを登らないと……。

　私とレオンは黙だまってヴィクターの後をついていく。

　どこからか聞いたことのない鳴き声が響ひびいた。その不気味な音が私達の恐きょう怖ふ心しんをより煽あおってくる。

　未知の場所を進むのって案外勇気がいるわよね。迷子になったら一人で戦うしかないもの。……そういえば、ロアナ村に初めて行った時もこんな緊張感だったわね。

　感かん慨がいに耽ふけっていたところで、ヴィクターが突とつ然ぜん、馬を止めた。目の前は岩の壁かべ。これ以上進めない。

「マディはこの上だ」

　ヴィクターの声に私は首を上げて、その壁を眺ながめた。

　こんなに高いとは思っていなかったわ。途と中ちゅうで休きゅう憩けい出来る場所もなさそうだし、登り始めたら最後、頂上に到とう達たつするまでは体力勝負になりそうね。

「落ちたら終わり……ってことですね」

　レオンの言葉に私は頷く。

　……昔学園で習ったマディを、本当に採りにくることになったのね。なんだか不思議な感覚だわ。あの時は、ラヴァール国に行くなんて想像もしていなかったもの。

「馬はここに置いていくしかないな」

　ヴィクターが馬から下りて、早さっ速そく登る準備を始める。

　命いのち綱づなもつけないで登るなんて、本当に死にに行くようなものよね。……たとえばここで私が死んだら、なんらかの爪つめ跡あとを残したと言えるものかしら。

「怖おじ気けづいたか？」

　私の不安を察したのか、ヴィクターが口の端はしを上げて私を見ている。

　私は「まさか」と笑えみを浮うかべた。ヴィクターに弱みなんて見せるわけにはいかない。

「……相変わらず可愛げのない女だな」

「怖こわがってほしかったのですか？」

「いや、むしろこんな状じょう況きょうで強がっていられるなんて、すげえ女だよ」

　素す直なおにヴィクターに褒められて、なんとも言えず反応に困ってしまう。

　ヴィクターといるといつも死ぬ覚かく悟ごで何かに挑いどんでいる気がするわ。

　前回の死致林遠えん征せいもそうだった。

「お前は？」

　ヴィクターはレオンに視線を向ける。レオンは怯おびえる様子もなく冷静に答えた。

「死にかけることは日常なので」

　なんてパワーワードなのかしら。十四歳の台詞せりふとは思えないわ。

　私達は装備を整えると、慎しん重ちょうに岩に足をかけて、崖を登り始めた。気を緩めることは許されない状況。集中力と体力がどこまで続くかが勝負だ。

　ヴィクターの後に私が続き、その後に、レオン。

　手て汗あせで滑すべらないようにしっかりと岩を摑つかむ。緊張すればするほど、手汗が出てくる。

　……出来るだけ心を落ち着かせないと。

「ここは一気に行け」

　ヴィクターはそう言って、素早い動きで岩を軽く蹴けって数メートル先まで登る。途中に摑む場所がないのだろう。全く無む駄だのない動きに感心してしまう。

　先導してくれるのがヴィクターで良かったわ。運動神経が並外れているもの。

　私の身長だと、もっと強く蹴らないと上には行けない。より気持ちを引ひき締しめる。

　さっき、ヴィクターが踏ふんだ岩をたどればいいだけ……それだけで大丈夫よ。

　自分にそう言い聞かせて、一歩踏み出した。思ったよりも一つ上の岩に行くのには脚きゃく力りょくが必要だった。私は自分の筋力を信じて、跳とぶように次の岩へと移動する。

　気の緩みが命取りだ。私は最後の岩を思い切り蹴って、頭より一メートルぐらい上の岩を摑み、岩と岩との間に足を引っかける。

　その瞬しゅん間かん、ずるっと足が滑った。咄とっ嗟さに指先に力を込こめて、なんとか耐たえる。心臓の鼓こ動どうが一気に加速した。

「おい！　大丈夫か？」

「大丈夫ですか!?」

　ヴィクターとレオンの声が同時に聞こえる。私は心を静めながら、しっかりと足を少し出っ張っている岩の上に置いた。

　強張った表情のまま、「大丈夫よ」と答え、安堵の息を漏もらす。

　……危なかったわ。三さん途ずの川かわが一いっ瞬しゅん見えたもの。

　未いまだに心臓の音がうるさい。私はゆっくりと視線を下ろす。こういう時は、下を見ない方が良いいって言うけれど、気になってしまう。

　かなり上まで来たことを実感する。二頭の馬とライがとても小さく見えた。

　私、ラヴァール国に来てから冒ぼう険けん者しゃみたいなことしかしていないわね。デュルキス国で本当に貴族令れい嬢じょうだったのか自分でも怪あやしく思えてきたわ。

　レオンは軽かろやかな動きでさっきの難関を乗のり越こえている。

　流石さすが暗殺者だっただけのことはあるわね。

「男女の差ってやっぱりあるものよね」

「言い訳か？」

　私の呟きにヴィクターが反応する。

「違うわよ。ただ……」

　言葉に詰つまる。

　体力や体格に男女差があるのは事実だけど、ここでは言い訳にしか聞こえない。レオンが私より平然と登ったことに、無意識に悔くやしさを感じていたのだろうか。

「もしここでお前が死んだら、それはただの実力不足だ」

　ヴィクターに図星を突かれて、何も言い返せなかった。分かっていることを言われるのが、一番腹が立つ。

　私はまだまだ未熟で、もっと成長しないといけないと改めて自覚する。

　……クソ王子、絶対に見返してやるんだから！

「女性への配はい慮りょが引くぐらいないですね。レディの扱あつかい方を教育されなかったんですか、王子様？」

　合流したレオンの冷たい声。

　……違うのレオン、ヴィクターは私を女と思っていないのよ。というか、ヴィクターが誰だれかに対して優やさしく甘い態度で接している方がむしろ想像出来ない。

「じゃあ、お前はこいつを淑しゅく女じょとして扱うことが出来るのかよ」

　はい、とレオンは即そく答とうした。

「暗殺者になるために、完かん璧ぺきに学びました」

「そっちかよ」

　私の代わりにヴィクターが突っ込んでくれた。

「そんなのただ騙だましてるだけじゃねえか」

　ヴィクターは呆れた様子で付け足す。レオンはヴィクターの言葉に少し機き嫌げんを損そこねたのか、眉み間けんに皺しわを寄せて答える。

「それでも、傷つけるよりかは良いです」

　でもその後に殺しちゃうのなら、やっぱり意味ないんじゃない……？

　レオンの立派だけど不毛な意見に、私は声には出さず、心の中で呟いた。暗殺者という側面を持つレオンなのに、人の心を忘れていない。それって、実はとても危あやういことなのでは……と彼の主としては、なかなか心配せずにはいられない心境だ。

　休憩を挟はさみ、私達はただひたすらに上を目指した。あと少しで登りきることが出来る。

　こんなにも過か酷こくなのに、あまり息の上がっていないヴィクターは人間じゃないのかしら。……ヴィクターって名前の新たな動物を発見した気分だわ。

「これぐらいは余よ裕ゆう？」

　私は後からついてくるレオンに声をかけた。彼はふっと笑みを浮かべる。

「もっと危ない目に遭あったこともあるんで」

　……そうよね。暗殺業なんて常に死と隣となり合あわせだもの。

　私は何も言えなくなる。私がおかしいんじゃない。きっと、三人中二人が異次元の人間なのよ。自分は特別かもしれないって自惚うぬぼれそうになっていたけれど、全く別だわ。

　ほとんど頂上の見えない壁を自分と向き合いながら登るっていうのは、精神的に相当疲ひ弊へいする。色々な障害があった方が、まだ気が紛まぎれて楽だったかもしれない。

「誰も死ななかったんだな」

　ようやく頂上に着いて、発したヴィクターの最初の一言がそれだった。

　逆に誰か死ぬと思ってたのかしら？

　私は息を切らしながら、ヴィクターを睨にらむ。レオンに視線を向けると、彼も少し苦しそうに息を切らしていた。

　ヴィクターは額に汗が滲にじんでいるものの、一いっ切さいしんどそうな表情を見せない。

　こう見えて、この人は私が想像出来ないくらいの努力をしてきたのだろう。いつか私もこんな風になりたいと思ってしまう。

「花はどこですか？」

　レオンの言葉にヴィクターは片かた眉まゆをピクッと反応させて、彼に鋭い視線を向ける。

「マディがただ崖に咲いている花だと思うか？」

「……まだ何かあるんですか？」

「ここのどこかに、花なんか見えるか？」

　私とレオンはその場を見み渡わたす。

　雑草しか見えない。ただ殺風景な景色が広がっているだけだ。……もしかしたら、今年はマディが咲かなかったのかもしれない。毎年咲くわけではないと言っていたもの。

　外れ年だったか──と私はヴィクターを見る。すると彼は登ってきたのとは反対の方角へと歩いていき、崖の縁ふちで足を止めた。

　……私に突き飛ばされるとか考えないのかしら。よくそんな無防備に背中を向けられるわね。

「見つけた」

　その声に私とレオンは顔を見合わせると、急ぎ崖の縁に近寄り彼の視線の先を見つめる。崖の中間地点に一輪の凛り々りしい花が咲いているのが見えた。
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　オレンジ色のどこにでもありそうな花。けれど、とてつもなく貴重な花だ。

「こんなのどうやって採ればいいんだ？」

「だから、ドッテン病は不治の病だと言われているんだ」

　レオンの問いに、ヴィクターは険しい表情を浮かべながら答える。

　ラヴァール国にしか咲かない花。この国には魔法を使える人がいないから、あんな場所に咲かれても誰も採りに行けない。しかもあの花の周りには、よく見ると棘とげのある植物が花を守るように張りついている。

　まるでプリンセスを守るナイトみたいね。

「あの棘のある植物には毒があると言われている」

「言われている？」

　ヴィクターはマディを見つめながら、そう教えてくれる。

「あの植物はマディを守るために生存しているのか、ここでしか目もく撃げき情報がない。しかも、マディの採取例がほとんどないから、正しい情報かどうかも定さだかではない」

「あの棘に毒があって、それに守られているのなら、マディは植物界のトップね。……採取出来た人を拝みたいわ」

「だからこそドッテン病を治せるぐらいの威い力りょくを持っているんだ」

「……それで、どうやってあそこに行くんですか？」

　レオンが私達の会話に割り込む。ヴィクターは肩かたを竦すくめて苦笑した。

「キイを連れてくれば良かったな」

　キイとは、湖の主と呼ばれる妖よう精せいだ。確かに、妖精の力を借りればどうにか出来たかもしれない。

　ヴィクターとレオンはお手上げ状態なのか、難しい顔をしている。

　私は体をグッと上に伸のばした。崖登りでかなり神経を張り詰めていたせいかしら……それなりに疲つかれを感じているけれど、要はここからが本番なのよね。

「主、魔法を使って採取出来ないんですか？」

「無理ね、魔法が効かないのよ」

　実はマディを見つけた瞬間に、遠えん隔かくで採取出来ないかやってみたけど、無理だった。何か特別な力が働いているのかもしれない。

　ヴィクターは「やっぱりな」と嫌いやみたらしく呟いた。

　まず、マディがどんな風に咲いているかなんて知らなかったもの。

　魔法さえ使えれば楽勝だと思っていたのに……。意外と手ごわい相手だわ、マディ。

「主の魔法でもだめだなんて……どうすればいいんだよ」

　レオンはどこか焦ったように口を開く。

　そりゃそうよね、弟の命がかかっているんだもの。

「誰かが下りるしかないな」

「毒の植物の中に、手を突っ込むというの？」

「そうするしかないだろ」

　ヴィクターが挑ちょう戦せん的てきに私を見る。

　はぁ。憎にくたらしいこのクソ王子。自分で行く気満々ね。

　こんな時こそ、悪女の意志を見せるべきだわ。こんなおいしい場面、譲ゆずるわけがないじゃない。

「私が行く」

　覚悟を決めて、私は口を開いた。しかしすぐにレオンが反応する。

「主が行くなら俺が先に行きます」

「いいえ。私の方が勝算がある」

　強い口調になってしまった。冷たいかもしれないけれど、私にはいざとなれば魔法がある。レオンを先に行かせることなんて出来ない。

「それを言うなら、この中では俺が一番強いんじゃねえのか？」

　ヴィクターが余計な口を挟んでくる。私はイラッとしてさらに強い口調で言いい募つのった。

「馬鹿なんですか？　本当に強い人間は守られるべきでしょう。普ふ段だんは何もしない。いざって時にだけ力を見せればいい」

　私の言葉にヴィクターはフッと口角を上げる。

「……なんでそこまでして死に急ぐ？　命を削けずるのが趣しゅ味みなのか？」

　そんな趣味ないわ。私は悪女として歴史に名を残すまで死なないと信じているだけ。

「これが私のプライドなの」

「……なんのプライドだ？　マディ採取が命を懸かけるほどのことか？　恥はじない自分でいたい？　かっこつけて命落とすなんてそれこそただの馬鹿だろ」

　ヴィクターはそう言って、私を見み据すえる。

　彼の言っていることは理解出来る。けれど私とは、ものの見方が違う。

「私は、プライドを持たない自分に価値はないと思っているわ」

　ヴィクターから目を逸そらすことなく、そう答えた。ヴィクターは何も言わない。

　私は彼から視線を外すと、もう一度崖の下を覗のぞき込む。落ちたら命はない。手に汗が滲んでくるけれど、ゆっくりと深呼吸をして、心臓を落ち着かせた。

　私の魔法でどこまでできるか分からないけど、やってみるしかない。

「腹が立つ」

　ヴィクターが忌いま々いましげに呟く。しかし、今は自分のことに集中していて彼に構っている場合ではない。代わりにレオンがヴィクターの相手をしているようだ。

「それは主に？」

「違う。自分にだ。……俺より年下のくせに」

「……好きなんですか？」

　レオンの問いにヴィクターが苦笑する。

「俺の理想を平然と突きつけてくる女なんてごめんだよ」

「二人とも、お話し中悪いけど、後のことは任せたから」

　私は何か話していた二人の間に割り込む。彼らが私の方へと視線を向けたのと同時に、自分に魔法をかけた。

　小屋に籠っている間、何度もスランプを乗り越えて習得した、動物になる魔法。一瞬で私は真っ黒な小鳥になる。その様子に、彼らは目を丸くした。

「瞳の色はそのまんまなんだ……」

「これは高く売れそうな鳥だな」

　レオンに続いてヴィクターが口を開く。私は彼らを無視して、マディのところまで降下する。

　鳥になったのは初めてだけど、思ったより難なく飛べた。幸いなことに、強風は吹ふいていない。私は飛びながら少しだけリズさんのことを思い出した。

　彼女の魔力なら、もしかしたら簡単にマディを採取出来たのだろうか。私はこうやって、地道に手を伸ばして採ることしか出来ないけれど。

　まれに、私を「天才」と呼ぶ人もいた。

　だけど、私は死しに物もの狂ぐるいでここまで這はい上あがってきたのよ。それでも天性の才能がある人には敵かなわないことは、嫌いやというほど知っている。

「おいガキ、大丈夫か？」

　ヴィクターの言葉でハッと我に返る。

　今は目の前のことに集中しないと。

　私はさらに魔法をかけて、体を小さくする。この弱肉強食の世界で一瞬でやられてしまいそうなほど小さな鳥に変身した。

　……棘に当たらないようにマディを採らなければ。

　慎重に毒植物の中へと進んでいく。目の前には、手のひらサイズの花が美しく咲いていた。想像以上に茎くきが太い。

　しかも近づいて初めて分かったが、マディは脳が麻ま痺ひするような甘ったるい匂においを放っていて、嗅かぐと頭が少しクラクラしてきた。気を抜ぬけば意識が飛んでしまいそうだ。

　我を失わないようにマディの根元へと降り立つ。マディを切きり離はなすことさえ出来ればなんとかなる。

　手た折おるのは無理そう……と判断した私は、また自分に魔法をかけて、小鳥から小さなリスへと変身した。

　こんなに一気に魔法を使ったのは初めてだわ。

　動物から動物に変わるのはかなり難易度が高い。絶対に失敗できないと自分にプレッシャーを与あたえたからこそ、成功したのかもしれない。ホッと安堵の息を漏らす。

　……人は逆境に立たされると成長するものなのね。

　意識がだんだん朦もう朧ろうとしてくる中、マディの根元に嚙みつく。流石リス、歯の力が強い。これならすぐに切り離せる。

　なんだか、急に地味な作業ね……。ヴィクターやレオンに見られなくて良かったわ。こんな姿、見せたくないもの。……私、リスより猫ねこの方が好きなのよね。

　そんなどうでもいいことを考えながら、必死にマディの茎を嚙み千切った。
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「あいつ、鳥から何に変わったんだ？」

　崖の上でヴィクターとレオンがアリシアの様子を見守っている。ひとまず、小鳥になったアリシアが毒の植物を通り抜けたことに安心していた。

　ヴィクターの質問にレオンは首を傾かしげる。

「小動物ですかね」

「……あのじいさん連中ですら、こんな風に魔法を使わないぞ」

「どういうことですか？」

「普ふ通つうは、同時に何度も魔法をかけたら魔力が枯こ渇かつして気絶するんだとよ」

　レオンは目を見開いたまま、マディへと視線を戻もどす。ここからだと丁度死角でアリシアの姿は見えない。

「……じゃあ、主は」

「化け物だ」

　ヴィクターの低い声が静かに響いた。
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　……あともう少しでマディの茎が切れる。

　問題はマディを持って、どうやってここを出るか。

　小鳥になってマディを咥くわえて出ることも考えたけど、それだと棘の植物に傷つけられてしまう可能性がある。ここでミスしたら、ヴィクターやレオンに合わせる顔がない。

　悪女たるもの、何がなんでも成功させないと……。

　私はだめ元で、もう一度周りの毒植物に魔法をかけてみた。せめて棘に当たらないように少しだけ道を開けてくれればいい……そう願いながら。

　結構な魔力をかけたのに、先ほどからびくともしない。……魔法を無効にする力があるのかしら。

　ドッテン病にかかると死ぬしかないって言われる理由がよく分かる。マディ採取も大事だけど、逆にこの毒植物のことを調べたくなってきたわ。

　いい加減この意識が朦朧としてくる甘い匂いから早く解放されたい。マディを採取したら、おそらく匂いも収まるはず……。

　毒植物に魔法を無効にされ、治ち療りょう薬やくとなる花からは魔力を奪うばわれる。絶対絶命の気分よ。

　というか、大事なのってマディを構成する成分……よね。

　そんな考えがよぎったと同時に、マディを囲っていた毒植物がゆっくりと動いていることに気付く。まるで私をこのまま閉じ込めるかのように。

　……噓うそでしょ。内に動くんじゃなくて、外に動いてよ！

　世の中ってそう甘くないのね。

　出口がなくなるのはまずい。棘があと少しで肌はだに当たりそう……。

　もう、あれこれ考えている暇ひまはない。私はスゥッと息を吸って、気合を入れる。

　いっそのこと花自体を持ち出すのを諦あきらめて、その成分のみを抽ちゅう出しゅつしてやる！

　私はマディに魔法をかけ、一瞬でその成分を摘てき出しゅつする。私の属性が闇やみでよかったわ。こんな風に中身だけをあぶり出す魔法なんて、他の属性じゃ無理だもの。

　濃こい橙だいだい色いろの液体が宙に浮かぶ。それを植物の隙すき間まから外に出すと、すぐさま小鳥に変身し、間かん一いっ髪ぱつその場から抜け出すことが出来た。

　気を抜く前に、私は液状になったマディを固めて、キューブの形にする。さっきまで綺き麗れいな花だったものがオレンジ色の立方体になる。

　……魔法って凄いわね。これは自画自賛しても許されるわ。

　ホッとしたのもつかの間、一気に魔法を使いすぎた反動が来たのか、呼吸が浅くなった。

　あ、やばい。落ちる。

　さっきまで必死に動かしていた腕うでが、見慣れた私の腕になっている。魔法が解けて、人間の姿に戻っていた。

　私は落下しつつも、これまでの努力を無駄にしないようキューブに固めたマディをポケットの中に入れた。

　これだけはなんとしても守らないと！

　歴史に残る悪女になるまで、私は絶対に死ぬことはないという自負があったけれど、この高さから落ちて死なないとまでは流石に思わない。

　人ってあっさり死ぬのね。

　もう、今の私には使える魔力も体力もない。いつもなら絶対になんとかしてみせるって思うのに、あまりの倦けん怠たい感かんに何も思いつかない。ただ落ち続けることしか出来ない。

　世界がスローモーションに見える。私の周りだけゆっくりと、時間が流れているようだ。

　人は死ぬと覚悟した時、自分にとって最も大切な人を想おもうって聞いたことがある。

　…………デューク様。

　もう二度と彼に会えないなんて、寂さびしい。胸がギュッと締めつけられる。

　デューク様がいたから、こんなにも私は自由になれた。きっと私は、自分が想像している以上に彼に支えられていたのかもしれない。今になって、彼の大きな愛に気付く。

　最さい期ごに一目でもいいから会いたかったわ。

　崖の上から喚わめき声ごえが聞こえてくる。内容は分からないけど、何か揉もめているようだ。

　また、ヴィクターが理り不ふ尽じんに怒鳴っているのかしら。こんな危険な目に遭ったのに、マディが手に入らなかったって苛いら立だっているとか？

　安心して、私が死守するわ。

　ぼんやりと崖の上を眺めていると、とんでもないスピードで誰かが私の方へと向かって落ちてくる。快晴の空に、青い髪かみが靡なびく。

　私はその信じられない光景に、目を見開いた。

　……デューク様!?!?　幻まぼろし!?

　私ったら、無意識のうちに死んでしまったの？　こんなところにデューク様がいるなんておかしいもの！

　彼のこんな必死な顔を見たことがない。私を助けるためなら自分の命など惜おしくないとでもいう表情。

　いつの間にか、大きな腕が私を包む。温かく、とても良い匂いがした。デューク様の匂いだわ。

　状況を理解出来ないまま、私達は森の中へと突っ込んでいった。











現在十九歳　ラヴァール国第二王子　ヴィクター






　魔ま法ほうの使えない俺達は上からアリシアを見守ることしかできない。

　小鳥に変身した後に、また別の生き物に変身するなんて、本来なら不可能だ。それぐらい圧あっ倒とう的てきな魔ま力りょくを持っていて、魔法技術があるということか……。

　初めてあいつを見た時から、違い和わ感かんを覚えていた。闘とう技ぎ場じょうに現れる者にしてはあまりにも異質なオーラを放っていた。

　ライオンを倒たおすとは思ってもいなかったし、その後、俺についたのも想定外だった。

　だが、アリシアは使える。むしろ、有能すぎる。

　彼女なしでは俺はマディを採取するためにこんな場所に足を踏ふみ入いれることはなかっただろう。気付けば、アリシアが主導権を握にぎっていた。

「とんでもねえ女だな」

「今いま頃ごろ気付いたんですか」

　レオンはあたかも前から知っていたという口調で返答する。

　こいつ……。俺が王子だってこと忘れてねえか？

　アリシアといい、レオンといい、俺にこんな態度を取る者はあまりいない。横暴な第二王子だと恐おそれられている。

　最初に俺が皆みなから恐れられたのが、自分の兄──ヴィアンを毛け嫌ぎらいし始めた頃ころからだ。

　……俺がどれだけ酷ひどい言葉を投げつけても、ヴィアンは何も反はん抗こうしてこなかった。

　臆おく病びょう者ものだとさらに罵ののしったが、今思えば、ヴィアンの方が大人だった。……昔からあいつは俺に優やさしかった。

「主あるじ！」

　レオンの声に俺はハッと我に返る。

　俺がぼんやりとしている間にアリシアの魔法が解けていた。崖がけから落ちていく彼女に「アリシア！」と叫さけんだ。

　彼女を失うわけにはいかない。そんな思いが真っ先に浮うかんだ。

　俺がアリシアの元へと飛び出そうとした瞬間、物もの凄すごいスピードで人影が脇を駆け抜けた。

　その正体を確認する暇もなく、後ろから敵意を感じた。

　何かが近寄ってくる気配に、咄とっ嗟さに俺は振り向く。

　……おいおい、噓うそだろ。

　なんで猪いのししがこんなところにいるんだよ。しかも三頭も相手するなんて、命がいくつあっても足りないぞ。

　アリシアを心配している暇ひまもなく、自分達の心配をしなくてはいけなくなった。

「おい！」

　俺の荒あら々あらしい声にレオンが反応する。

「あれを見ろ」

「え、……猪？　さっきの熊の仲間ですかね？」

「知るか」

　狂きょう暴ぼうそうな猪を見ても動どう揺ようしないレオンに、「このガキも大たい概がいだな」と心の中で呟つぶやいた。

　アリシアが手に入れただけの人材ではある。

「あいつら、鼻息が荒あらいぞ」

「ヴィクター王子を見て興奮してるんじゃないですか」

「やめろ」

　突とつ然ぜんの猪に焦あせってはいるが、俺達は案外冷静な会話をしている。

　こんな場所だからこそ、想定外の事態が起こるのは承知の上だ。にしても、驚おどろくほど巨きょ大だいな猪だ。突とつ撃げきされたら、即そく死しだろう。

　額に僅わずかに汗あせが滲にじんだ。

　アリシアが死ぬ、なんてことはあり得ない。

　あんなにも生命力が強い奴やつはそういない。

　今はアリシアを信じて、目の前の敵を倒すことに集中しよう。

「あいつが死ぬわけない。今は自分達の命を守るぞ」

　ヴィクターの言葉にレオンは短く「はい」と答えた。











現在十六歳　ウィリアムズ家長女　アリシア






　あんな高いところから落ちたのに、なんの衝しょう撃げきもない。……私、死んだ？

　私はグッと強く閉じていた目をゆっくりと開く。

　逞たくましい体にしっかりと抱だかれ、守られている。

　これは、妄もう想そう？　……その割には、リアルに熱を感じる。

　無傷なのは、咄とっ嗟さにデューク様が魔ま法ほうを使ったからかもしれない。でも、どうしてデューク様がここにいるのかしら。

　頭の中でうまく情報が処理出来ない。誰だれもいない森の中、私はやや放心状態になる。

　するとデューク様が腕うでの力を緩ゆるめて、そのまま私をグッと持ち上げる。対面するように座ると、デューク様はぐっと私を抱きしめた。

　優やさしくない抱きしめ方。いつも余よ裕ゆうがあり、冷静なデューク様とは思えない。

「無事で良かった」

　その声に、私の心臓が締しめつけられた。ようやく、彼が本物だと確信する。

　私はゆっくりと、デューク様の腰こしに手を回す。

「アリシアを失うかと思うと、生きた心ここ地ちがしなかった。…………やっとアリシアに会えた」

　色々と聞きたいことが山積みだけど、私はただデューク様に抱かれたまま何も言わなかった。

　こんなデューク様を知っているのは、きっと世界でただ一人、私だけだろう。それが嬉うれしくてたまらない。

「私も、会いたかったです」

　なんとか言葉を出すことが出来た。

　デューク様はそっと私から体を離はなす。デューク様の顔が間近に迫ってくる。その端たん正せいな顔立ちに思わず見み惚とれた。

　彼の透すき通とおるような青い瞳ひとみに私が映る。……その瞬しゅん間かん、自分が男装していたことを思い出した。

　私、こんな姿でデューク様の前に！

　急に羞しゅう恥ち心しんが私を襲おそう。もっとちゃんとした格好でデューク様と再会したかった。

「あ、あの、デュークさ……」

　私の言葉を遮さえぎるように口を塞ふさがれた。柔やわらかな唇くちびるの感かん触しょくに、キスをされているのだと認にん識しきする。彼の両手が私の顔を挟はさむ。

　余裕がなく強ごう引いんで熱いキスに脳が溶とけてしまいそうだった。心臓の音が激しくなり、何も考えられなくなる。
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　そっと唇を離し、デューク様は右手で自分の口元を押さえる。

「悪い、抑おさえられなかった」

　これ以上、甘い言葉をかけられたら心臓が爆ばく発はつしてしまう。私は話を逸そらそうと、話題を変える。

「どうしてここに？」

　腰が抜ぬけて立てない状態だし、デューク様の顔を見るのも恥はずかしいけど、なんとかいつもと同じ口調で質問する。

　デューク様はとろけるような甘い笑えみを浮うかべながら「惚ほれてるから」と答えた。

　……私を殺す気なのかしら？

「だ、だからって、ラヴァール国まで？　デュルキス国のことは？　国王様は許したんですか」

　デューク様の殺し文句に動どう揺ようして、一気に質問する。デューク様相手だといつも余裕がなくなってしまう。

　彼は、少し考えてから口を開いた。

「……話せば長くなる。とりあえず、ここから出よう」

　その言葉で私はマディを採りに来ていたのだとハッとする。

　私としたことが、頭の中がデューク様のことでいっぱいになっていて、本来の目的を忘れていた。

「そうだわ。ヴィクターに無事だって知らせないと」

　デューク様はたちまち顔をしかめる。

「ヴィクターってあの金きん髪ぱつの男か？」

「ええ、この国の第二王子です」

　彼は、私の返答にどこか気に入らない様子で「そうか」と答えた。

　……さっき崖がけの上から聞こえた何か言い合っている声って、デューク様とヴィクターだったのかしら。

　ヴィクターとレオンの様子が気になり、私は崖の上を見上げる。

　……二人がいる気配がない。

「どうかしたのか？」

「……デューク様は、どうして私がここにいるって分かったのですか？」

　私の疑問に、デューク様は意外な返答をした。

「第一王子が教えてくれた」

「ヴィアンと会ったの!?」

　驚おどろきのあまり声が大きくなる。デューク様は「ああ」と何事もなかったかのように返事をする。

　王子同士の対面ってそんな気楽に出来るものなの？

　そもそも国外追放でないと入国すら叶かなわないラヴァール国に、デューク様はどうやって来たのかしら。それに今まで閉へい鎖さ的てきな態度を見せていたデュルキス国の王子を、ラヴァール国が快く迎むかえ入いれるとは思えない。

　……ヴィアンと一体どんな会話をしたのかしら。デューク様の対応はどうなっているの？　まさか処しょ罰ばつされたりとかしない？

「心配するな」

　私の考えを読み取ったのか、彼は優しく私の頭を撫なでた。

　デューク様の腹の内を探さぐることなんて出来ないのに、彼は簡単に私の心の中を見み透すかしてくる。

　……やっぱりデューク様には敵かなわない。

「そもそもどうやってヴィアンの元に？」

「魔ま力りょくが一番強いところに魔法で転移したのさ。……だが、そこにアリシアはいなかった。そしたら、また強力な魔力を感じたんだ」

　……なるほど。私が魔法を使ったから、ここが分かったのね。

　というか待って。転移魔法が使えるなら、ラヴァール国に入れるってこと？

　国外追放された私の苦労……いえ、レベル１００のデューク様なら納なっ得とくしかないわね。

　転移魔法は転移先が遠ければ遠いほど莫ばく大だいな魔力が必要だ。私の魔力じゃとてもじゃないけれど、無理だ。

　最初に、ヴィアンの元へと行ってしまったのは、きっと三さん賢けん者じゃの方々の魔力に反応してしまったのね。

　……そこから私のところへと来るなんて、デューク様、化け物？

　これまで国交が断絶されていたから、誰もこんな方法で入ろうとは思わなかったってことかしら。魔法世界、万ばん能のうすぎる……。それとも、デューク様が万能すぎるのかもしれないわね。

　私はデューク様の行動力に驚きながら、話題を変えた。

「ジルやウィルおじいさん達はお元気ですか？」

　皆みなの近きん況きょうが知りたくて、私はデューク様に尋たずねた。彼は一いっ瞬しゅん難しい顔をしたけれど、すぐにフッと笑みを浮かべて話し始めた。

「元気だ。色んなことがあって、今はアルバート達に学園のことは任せている。それから……ジルはずっと熱心に研究に励はげんでる。ロアナ村はもうなくなって、伯お父じ上うえは今王宮にいる」

　なるべく簡潔に説明してくれたのだろうけど、情報量が多すぎる。

　どうして、あのリズさんにぞっこんのお兄様達に学園を任せられることになったの？

　ジルの研究って何？

　ロアナ村がなくなったってどういうこと？

　私の知らないところで、デュルキス国が大きく変化している。私はウィルおじいさんをロアナ村から出すことは出来なかった。それをデューク様はあっさり解決したという。

　ああ、私がデューク様に勝てる日なんて来るのかしら。

　……不ふ明めい瞭りょうなことがいっぱいだけど、それは帰国したら全て分かるわよね。

「えっと、ジルはなんの研究をしているのですか？」

　私は一番答えやすそうなことを聞いてみる。ところが、デューク様は少し言いにくそうに答えた。

「マディの研究だ」

「マディ？　……どうしてマディを？」

「実は」

　デューク様が何か言いかけた瞬間、後ろから大きな声が聞こえた。

「ガキ！　無事か!?」

「主あるじ！　大だい丈じょう夫ぶですか？」

　私はその声に振ふり向むく。馬に乗ったヴィクターとレオン、そして、その隣となりにライの姿が見えた。

　二人とも何かと戦った後なのか、崖の上で別れた時より衣服が乱れていた。レオンの頰ほおにはかすり傷が新しく出来ている。

「大丈夫よ。二人こそ、どうしてそんなボロボロに？」

　目の前に現れた二人に向かって、私は安あん堵どの笑えみを浮かべた。彼らは急いで馬から下り、駆かけつけてきてくれる。

　……こんなに心配してくれるなんて嬉しいわね。

　ヴィクターが私の方へと手を伸のばし、怪け我ががないかを確かめようとした瞬間だった。後ろにグッと引っ張られる。

「触さわるな」

　デューク様の声が耳元で聞こえる。

　いつの間にかデューク様の片方の腕うでが私の肩かたに回され、まるで後ろから抱かれた状態になっている。ヴィクターは鋭するどい目をデューク様に向け、二人は睨にらみ合った。

　……え、え？　何!?

「お前、誰だよ」

「さっき上で会っただろ」

「……会ったも何も……あの影はお前だったのかよ。このガキがそんなに好きなのか？」

　ヴィクターはデューク様を馬鹿にするように鼻で笑う。

「ああ。何よりも大切な女だ」

　恥ずかしがらずに即そく答とうするデューク様に、ヴィクターは声を荒あららげた。

「は!?　こいつを女として見る人間なんかいたのかよ。物好きだな」

　もうヴィクターが困っていても助けてなんかやらないわよ。

　私は軽くヴィクターを睨む。レオンは少し驚きながらも今の状じょう況きょうを理解しようと黙だまって私達の様子を見ていた。

　……そういえば、さっき肝かん心じんなことをデューク様から聞けなかったような。なんだったかしら。











現在十二歳　ジル






　マディと同じものを作るために、数百通りの融ゆう合ごうを試ためした。

　三つのうち、どれかが多くても少なくても失敗する。完かん璧ぺきに調合する方法を見つけ出すのは至難の業わざだった。

　食事や睡すい眠みんをとらないと頭が回らないから、きっちり休きゅう憩けいを入れつつ、それ以外の時間は全てマディの研究に費ついやす。

　ヘンリには、たまには丸一日休む日も必要だと言われたが、そんな暇ひまはない。睡眠と食事だけが僕の息いき抜ぬきだ。

　まぁ、そう言いつつ、ご飯を食べながらも研究はしていたんだけど。

　ようやく調合出来たかと思えば、すぐにどす黒く変化して失敗というものが多かったり、何度か火事が起きかけた時は本当に焦あせった。

　けど、不思議なことに挫ざ折せつという言葉は少しも頭によぎらなかった。絶対に成功させるという強い想おもいがあったからだ。

　じっちゃんを助けるためならば、僕は失敗なんて恐おそれない。

　調合方法を紙に書いては破り捨てる、という繰くり返かえしがずっと続いた。そんなある日、デュークが僕に会いに来た。

「調子はどうだ？」

　ほんの少し会っていないだけで、またデュークの雰ふん囲い気きが大人びたように思えた。

　僕は自分に負ふ荷かを与あたえて、逃にげられないようにするために噓うそをつく。

「もう少しで完成かな」

「……また無理するなよ」

　デュークの大きな手が僕の頭を撫なでる。

　彼はきっと、僕のマディ研究が全然進んでいないことを分かっている。けど、何も言わない。改めて、デュークの優やさしさを感じた。

「ありがとう。……今日はどうしたの？」

　僕がそう尋たずねると、デュークはそっと僕の頭から手を離はなし、真しん剣けんな目で僕を見た。

「アリシアに会いに行こうと思う」

　思考が停止する。デュークはそんな僕に構わず言葉を付け足した。

「ジルも来るか？」

　……アリシアに会える？

　僕の心は喜びに覆おおわれたが、すぐに不安になった。

　今の僕がアリシアと会って、何を誇ほこれるだろう。僕は結局、彼女のいない間に何も成果を残していない。

　キャザー・リズの誘ゆう惑わくの魔ま法ほうを解いたのも、ロアナ村を解放したのも、全部デュークだ。

　唯ゆい一いつ今僕が誇れることは、ドッテン病の特効薬を作ることが出来るかもしれないというだけだ。けど、まだその片へん鱗りんにすら達していない。

　こんな状態でアリシアに会うことなんて無理だ。

　僕は覚かく悟ごを決める。今自分が何を優先すべきか。常にアリシアから教わってきたことだ。

「僕は……、残るよ」

　声は震ふるえなかった。

　デュークは「分かった」と静かに答える。

　きっと、彼のことだから学園のことはメルやアルバート達に頼たのんでいるのだろう。僕は安心してマディの研究に没ぼっ頭とう出来る。

　デュークは、転移魔法を使うつもりだ。現状ラヴァール国には、国外追放という手段でしか入国できないはずだから。

　だけど、一度学園に狼おおかみが転送されてきた例がある。魔法が国境を越こえられるのだから、転移魔法の使えるデュークならば、造作もないことだろう。

　もし僕も魔法が使えたら、一いっ瞬しゅんでアリシアの元へと飛べるのかな、なんて考えてしまう。

　でも、「たられば」なんて考えたところで意味がない。

「じゃあね。アリシアによろしく」

　僕はそう言って、顔を伏ふせる。何故なぜか今真っすぐデュークの顔を見ることが出来なかった。彼は僕の頭をポンッと優しく叩たたき、その場から去った。

　デュークの足音が遠ざかっていく。

　僕はぐちゃぐちゃになった感情をなんとか整理する。

　本当はアリシアに会いたくて会いたくてしょうがなかった。じっちゃんがドッテン病にかかっていなかったら、今すぐ駆かけ出だしていただろう。

　感情を理性でなんとかコントロールする。

　……泣いてる暇なんかない。僕は薬を作らないと。この決断が正しかったって証明しないと。

　零こぼれ落おちそうになる涙なみだを拭ぬぐい、僕はまた三つの植物を手に取り、調合し始めた。

　トルキスはほんの少しだけ。リプシムとカランの配分さえ間ま違ちがわなければ完成するはずだ。

　僕は慎しん重ちょうに丁てい寧ねいに熱しているビーカーに材料を入れていく。

　額から流れてくる汗あせを手で拭う。

　これで失敗したら終わりだ。……材料はもうない。

　最初から簡単に成功するなんて思っていなかったけど、こんなに難しいとは想像もしていなかった。成分さえ分かれば作れるものじゃないんだ。

　まぁ、でも考えてみればそうだよね。だって、希少価値の高いマディをそう易やす々やすと作れるわけもない。

　僕は三つの植物をゆっくりと混ぜ合わせる。速すぎず遅おそすぎず。全ての動きが重要だ。

「……お願いだから、成功して」

　今まで僕がやってきたことを無む駄だにしたくない。

　色が変わるのを暫しばらく待つ。ビーカーに入った液体は綺き麗れいな色を保ったままだ。

　ここからが本番だ。

　どす黒い色に変わらないことをただ祈いのるしかない。ビーカーの中を凝ぎょう視しする。

　どうかこのまま綺麗な淡あわい緑色のままでいて。

　僕は心の中で必死に叫さけぶが、だんだんと色が変化していくのが分かった。

　あ、また僕は失敗したんだ。薬を作ることが、出来なかった……。

　一気に力ちから尽つきてその場に崩くずれ落ちる。

　悔くやしさと自分に対しての怒いかり、そして絶望。僕はなんの役にも立たないのかな……。

　虚きょ無む感かんに襲おそわれて、涙一つ落ちてこない。僕はただぼーっとその場に座り込むことしか出来なかった。

　これからどうすればいいのだろう。……とりあえず、ビーカーの中に入っている失敗作を捨てないと。

　僕はゆっくりと立ち上がる。そこでふと、ビーカーの中身の色がいつもと違ちがうことに気付いた。

　え、と思わず声が漏もれた。

　……オレンジ色？

　薄うすい橙だいだい色いろの液体がビーカーの中に入っている。……黒くない。

「これが正解なの？」

　ビーカーに顔を近づけて、匂においを嗅かぐ。臭くささは全くなく、どこか甘い香りがした。

　頭は混乱しつつも、全身で喜びを感じていた。こんなに嬉うれしいことはない。

　胸の奥から熱いものが込こみ上げてきて、涙るい腺せんが緩ゆるくなる。

　良かった、本当に良かった……。確かではないけれど、きっと僕は成功したんだ。死しに物もの狂ぐるいで取り組んだ努力は無駄にはならなかった。

　マディを手に入れなくても、治ち療りょう薬やくを作ることが出来たんだ。

　効果はまだ試していないけれど、僕には分かる。

「これで、助けられなかった命をきっと救える」

　ねぇ、アリシア、僕やったよ。頑がん張ばったよ。

　だから、早く帰ってきてね。

　僕は何度も心の中でアリシアに話しかけた。返事がないことは分かっていても、言わずにはいられなかった。

　アリシアなら「流石さすが私のジル！　よくやったわね！」って抱だきしめてくれると思う。

　僕は彼女のことを想像しながら、安あん堵どの息をつく。

　あとはこれを持って、じっちゃんに会いに行くだけだ。…………だけどじっちゃんはもう薬を飲んでも助からないぐらいに病気が進行している。

　生きてほしいと希こいねがう反面、彼の状態を僕はちゃんと知っていた。

　それでも、せめてこの薬を飲むことで少しでも寿じゅ命みょうが延びれば……。そんな希望を抱いているんだ。

　僕はオレンジ色の液体をビーカーから瓶びんに移うつし替かえて、駆け足で部屋を飛び出した。







　ドッテン病の薬が入った瓶を握にぎりしめながら王宮内のじっちゃんの部屋へと急ぐ。

　治療薬が完成したことへの興奮と、じっちゃんの元へ早く行かなければならない焦りで息が切れた。

　じっちゃんの部屋が見えてきたぐらいで、ガチャッと扉とびらが開く。

　中からヘンリが分厚い書類を持って出てきた。

　……ヘンリがどうしてここに？

　僕が足を止めると、僕の視線に気付いたのか、ヘンリと目が合う。

「ジル！」

　彼は嬉しそうに笑えみを浮うかべて僕の方へと近づいてくる。

　ずっと部屋に籠こもりっきりだった僕は、ヘンリとほとんど顔を合わせることはなかった。邪じゃ魔ましないでおこうと彼が気を遣つかってくれたのだと思う。

「元気だったか？」

　同じ家に住んでいるのに、変な台詞せりふだ。

「うん、元気だよ。……どうしてじっちゃんの部屋に？」

「えっと……」

　僕の質問にヘンリは言いい淀よどむ。

「何か隠かくしてる？」

「いや、そうじゃないけど……。ただ……」

「ただ？　じっちゃんと何してたの？　その紙は何？」

　僕はヘンリが逃げられないように、詰つめ寄よる。彼はどこか諦あきらめた様子で口を開いた。

「ウィル様から頂いた書類だよ」

　ウィル様、という聞き慣れない呼び方に少し違い和わ感かんを覚えながら、僕は黙だまってヘンリの話を聞いた。

「……もうおそらく彼は長くない。だから、生きている間にしなければならないことを今必死にやっているんだ。これは、ロアナ村の住人をこの国で自立して生きていけるように職業を与えるための資料や、ネイトやレベッカ達が調べ上げた村人達の情報が書かれた書類だ。勿もち論ろん、あの中にいた本当の前科持ちの罪人達は別の場所に収容されている。全て抜ぬかりなく計画していて頭が上がらないよ」

　ヘンリが淡たん々たんと話す内容に僕はついていけなかった。

　……僕のいない間に、じっちゃんはそこまで悪化していたの？

「じっちゃんに会ってくる」

　だが勇んで部屋に入ろうとする僕の腕うでを、ヘンリが摑つかんだ。

「ジル……その……ごめん。ウィル様はジルに会いたくないって」

「なんで！　じっちゃんは僕のことが嫌きらいなの？　酷ひどい！　酷すぎるよ！」

　僕は声を上げて、ヘンリに当たる。彼は申し訳なさそうな表情を浮かべた。

「今いま更さら何？　僕は他人ってこと？　どんな姿でも僕は受け入れるよ！」

「そうじゃない。分からないのか？　ジルにだけは弱った姿を見せたくないんだよ。アリシアとジルにだけは、ずっと憧あこがれられる存在でありたいんだ。それがウィル様の願いなんだよ」

　ヘンリが初めて僕に声を荒あららげた。

　彼の言いたいことは分かるけど、理解したくなかった。

「そんなのただのエゴだよ！　…………ねぇ、ヘンリ、僕ね、マディと同じ成分の薬を開発したんだよ」

　え、とヘンリは目を見開く。言葉を失ったのか、口を開いたまま何も発さない。

「やっと、やっと完成したんだよ。だから、じっちゃんを助けるんだ。それから、たくさん褒ほめてもらって……」

　声が震える。涙を堪こらえながら僕は俯うつむいた。

「確かに会いたくないなんて言うのはウィル様のエゴだな。お前の思いをぶつけてきてやれ。……けど、これだけは忘れないでくれ。ウィル様は誰だれよりもジルを大切に想っている」

　ヘンリの温かい手が僕の頭を撫でる。

　僕は色々な人によく頭を撫でられる。

　今まで一番僕の頭を撫でてくれたのは、じっちゃんだ。彼の手が誰よりも安心する。大きくてごわごわとしたあの手が僕を認めてくれる度たびに、頑張れた。褒められているような嬉しさで心が満たされるのだ。

「会いに行ってくる」

　ああ、とヘンリは優しい声で言うと、僕の頭から手を離した。

　僕はじっちゃんの部屋の扉の前に立つ。さっきまで溢あふれ出しそうだった涙をグッと奥に引っ込めて、深呼吸する。

　じっちゃんにめそめそした姿なんて見せられない。

　気を引ひき締しめて、ノックをせずにゆっくりと扉を開けた。

「……とんでもない偉い業ぎょうを成なし遂とげたな」

　ヘンリが何かボソッと言ったようだが、僕には聞き取れなかった。




　部屋に入った瞬しゅん間かん、僕は衝しょう撃げきを受けた。

　……こんなじっちゃんを見たことがない。

　僕はゆっくりとベッドに横たわっているじっちゃんの方へと近づいていく。

　以前の元気な姿はもうどこにもなかった。緑色の斑はん点てんが顔にまで現れていた。体重が随ずい分ぶん落ちたのか、頰ほおはこけており、目は少し虚うつろになっていた。

　人のやつれた姿や憔しょう悴すいしきった姿、死体は今まで何度も見てきている。ロアナ村はそういう人達ばかりがいる場所だった。

　だからそんな光景にも慣れたと思っていたのに……いざじっちゃんの弱った姿を見ると、心が張はり裂さけそうだった。

　じっちゃんは大きな枕まくらの上に頭を乗せたまま、僕に弱々しく微笑ほほえむ。きっともう起き上がる力もないんだ。

「ごめん、なさい。どうしても会いたくて……」

「こっちに来なさい」

　僕を安心させるようにじっちゃんは柔やわらかな声でそう言って、ポンポンッとベッドの上を叩く。僕はそこに腰こしを下ろした。

「こんな姿で申し訳ない」

　いつもより弱々しい声。じっちゃんが今にも消えてしまいそうな気がした。

「ううん。……あのね、薬完成したよ」

　僕は治療薬の入った瓶をじっちゃんの方に向ける。アリシアと同じ黄金の瞳ひとみが、散さん瞳どうしたのが分かった。

「……マディを、手に入れたのか？」

「ううん。リプシム、トルキス、そしてカランを融合させたんだ。……治ち験けんは出来ていないけど、これは絶対にマディと同じ成分だと思う」

　僕は確信をもってじっちゃんに伝える。

　彼はゆっくりと僕から瓶を受け取る。

　……なんて細い手なんだ。

　じっちゃんは、こんな姿になってもなおロアナ村の住人のために全力を注いでいる。

　彼は片方の手で蓋ふたを開けて、中に入っている薬の匂いを嗅ぐ。その所作一つ一つに僕の緊きん張ちょうが高まった。

「甘い香り、オレンジ色の液体……」とブツブツ呟つぶやきながら、彼の瞳が光るのが分かった。透すき通とおるような黄金の瞳でじっと瓶を見つめる。

　……アリシアの瞳は特別だと昔じっちゃんが言っていたのを思い出す。

　鑑かん定ていみたいな能力があるのかな？　……それとも、ただの鑑かん識しき眼がん？

「本当に、成功したんじゃな」

　暫く沈ちん黙もくが続いた後に、じっちゃんはゆっくりと口を開いた。その言葉に僕は胸を撫で下ろす。

「アリシアの瞳が、大だい丈じょう夫ぶだって言っている」

　じっちゃんは僕に笑みを向ける。

　アリシアのお墨すみ付つきなら安心だ、と言いたかったが、声にならなかった。ただ、涙を堪えながら笑うことしか出来なかった。

　じっちゃんはそっと手を伸のばし、僕の頭に手を置いた。

　……じっちゃんの手だ。僕の大好きな手。

「あんなに小さかった子どもが……。大物になったな、ジル」

　その言葉に、ずっと心を縛しばっていた何かが解けた。スゥッと熱いものが頰を伝う。

　さっきまで泣きわめきそうになっていたのに……。涙ってこんなにも静かに流れるものなんだ。

「僕、アリシアと肩かたを並べることが出来るかな？」

「最初からジルはアリシアと並んでいるよ」

　僕を落ち着かせるように、じっちゃんは優しく頭を撫でてくれる。

　ずっとこのままでいたい。

「じっちゃん、ちゃんとそれ飲んでよね」

　少し明るい声でじっちゃんに向かってそう言った。じっちゃんは一瞬とても寂さびしそうな表情を浮かべたが、すぐに僕を安心させるように微笑んでくれた。

　……多くは望まない。ただ死ぬまでの時間を少しでも長く出来ればいいんだ。

　僕は心の中で自分にそう言い聞かせる。

「ありがとう」

　今までにないくらいの深い「ありがとう」という言葉に心が熱くなった。

　きっと、このありがとうにはたくさんの意味が込められている。

　治療薬に対してだけでなく、じっちゃんが僕と出会ってからの全ての過程に感謝しているように思えた。
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　ジルが部屋を出て行って暫くすると、ルークが部屋に入ってきた。

「兄上、体調はどうですか？」

　心配そうな深い青色の瞳の中に、瘦やせこけた自分の姿が映る。手に持っていた空の瓶を、ウィルは彼に見せた。

　ルークは不思議そうな表情でじっと瓶を見つめた。

「……なんですか、これ」

「ジルが持ってきたドッテン病の治療薬だ」

「……治療薬？　で、でもそれはマディを手に入れないと……」

　ルークが目を見開いて戸と惑まどいながら空の瓶を受け取る。

「三つの植物を使って、作りおった。信じられるか？　あんな小さな少年がわしのために常識を覆くつがえしたんだ」

「そんな……本当に完成したのなら偉業です。……それで、兄上は飲まれたのですか？　治験もせずに」

「間違いなくこれは成功品だ」

　ルークを落ち着かせるために、ウィルは静かにそう言った。

　治療薬を飲んでから、少し全身の痛みが和やわらいだのだ。即そっ効こう性せいがある。

　弱りきった体を起こすことは難しいが、ウィルはさっきより話すのが楽になっていた。

　マディと同じ成分を作り出すなんて並なみ大たい抵ていのことじゃない。それをあの子はやり遂げたのだ。

「で、ですが、もう兄上は……」

「ああ、助からない」

　確かな声でそう言うと、ルークは口を閉ざした。

　ウィルはもういつあの世に行ってもおかしくない状態だ。なんなら、未いまだに生きていることが不思議なほど。ただ、ジル。あの子の側そばにはまだ己おのれが必要だと思う一心で息をしていた。

　だが、もうそれも終わりだ。彼にはたくさん仲間がいる。一人じゃない。

「これからジルは多くの者を救うだろう。これは奇き跡せきの薬だ。平民にもかかわらず、歴史に名を残し、ジルという名を誰もが知るようになる。かつてあの村で捨てられ死にそうになっていた少年が、世界から求められる者となる。わしが生きているうちにそれを見届けられないのが、残念だが……」

「……彼に伝えなくてもいいのですか？」

　ルークは眉み間けんに皺しわを寄せて切なそうに言った。

「ジルも心の中では分かっておるだろう。ただ、わしの死を受け入れる準備がまだ出来ていないだけだ」

　ジルにはもう自分だけではなく、他の居場所がある。

　これからたくさんの困難に立ち向かわなければならないかもしれないが、彼は大丈夫だ。初めて彼を見た時から、生きたいと思う強い意志がずっと瞳に宿っている。

「心配することはもう何もない」

「…………兄上、一つ報告が。デュークがアリシアの元へ行きました。止めても無駄でした」

「そうか。やはりもう我が慢まんならなかったか。……あの二人が築き上げる国を、わしも見てみたかった」

「私は、兄上が築き上げた国を見たかったです」

　ルークの瞳は、まだ死なないでほしい、と雄ゆう弁べんに語っていた。

　大人になったと思っていたが、ルークもまだ子どもだったようだ。

　ルークの母ジュリーは今何をしているのだろう、とウィルはふと気になった。彼女はこれからジル、アリシア、そしてデューク達の障害となるだろう。

　彼女が裏で何か企たくらんでいる限り、彼らはその問題に立ち向かわなければならない。

「……アリシアは、アメリアに似ていますね」

　ルークの言葉で、ウィルは亡なくなった彼の正せい妃ひを思い出す。デュルキス国に嫁とついできたメルビン国の姫ひめ。そして、デュークの母親でもある。

　外交をしないこの国が唯一繫つながっていたのがメルビン国だった。

　ウィルはあまり彼女のことは知らないが、ルークが婚こん約やくしたばかりの頃ころ、彼女がデュルキス国を訪おとずれた際に見かけたことがある。

「体は弱かったが、とても強くて賢かしこい女性でした」

　ルークは今もまだ彼女を愛しているのだと、その口ぶりで分かる。

　背が高く褐かっ色しょく肌はだで、真っ黒い髪かみを三つ編みで一つにまとめていた。肝きもが据すわっており、明るくて美しい女性だった。

　自分より年下なのに、どこか貫かん禄ろくがあったのをウィルは覚えている。

「あんな女性はこの世に一人だけだと思っていましたが、アリシアはそれを超こえてきましたね」

　ルークは懐なつかしそうに、そして寂しそうに笑みを浮かべた。

　もう一度亡き妻に会いたいのだろう。考えてみればルークはずっと不ふ憫びんだった。愛人の子どもだということで息苦しい環かん境きょうだったはずだ。そんななか突とつ然ぜんウィルがいなくなり、支えとなって愛してくれた妻を亡くし、たった一人でこの国を担になうことになった。

「……昔、彼女が初めてこの国を訪れた際に、少しだけ話をしたことがある。この国に嫁ぐことが怖こわくはないのか、と。彼女は満面の笑みで、自分の子どもが魔法を使えるようになるなんて最高だ、と答えた。その姿を今もずっと覚えている」

「彼女はそういう女性でした。正義感があり、信念を貫つらぬき、怖いもの知らず……。彼女が亡くなった日、私の心にぽっかりと穴が空きました。そして、私はまた大切な人を失ってしまいそうだ」

　ルークの声が微かすかに震えるのが分かった。

　何も言えなかった。とうの昔にウィルは死を覚悟していた。だが、残される者はまだその覚悟が出来ていない。

　ジルもルークも、自分になど捕とらわれず前に進んでほしいと、ウィルは願わずにはいられなかった。











現在十六歳　ウィリアムズ家長女　アリシア






　ヴィクターは、デューク様がデュルキス国からやってきた王子であるということをすぐに察したようだった。私はデューク様が不法侵しん入にゅう者しゃにならないようにと軽く説明をしようとしたが、ヴィクターはあまり関心がないのか、聞く耳を持たなかった。

　レオンは特にデューク様に対しての警けい戒かい心しんがなく、私を助けに来た他国の王子だということをすんなりと受け入れていた。

　……本来なら国際的な大問題として取り上げられるようなことなのに。

　とりあえず、マディをきちんと持っていることを確かく認にんして、私達は城へ戻もどる。ことにしたのだが……。

　デューク様は魔ま法ほうで来たから馬を持っていない。

　私の元へとライが寄り添ってくる。私はライに乗れるけど、デューク様をまた魔法で移動させるわけにはいかない。

「主あるじ達は俺の馬を使ってください」

　レオンは私の心情を察して気を利きかせてそう言ってくれた。その言葉にすぐにヴィクターが反応する。

「お前はどうするんだよ」

「王子の馬に一いっ緒しょに乗ります」

　即そく答とうするレオンにヴィクターは顔を露ろ骨こつにしかめた。私も言葉を加える。

「レオンを落としたら許しませんよ」

「お前ら揃そろいも揃って」

　ヴィクターは軽く舌打ちをしながら、自分の馬にレオンを乗せた。私とデューク様も馬に乗る。私はライに乗ろうとしたけれど、デューク様が私と乗ると言って聞かなかった。

　ヴィクターは不服そうに私達を見る。何か言いたげだが、何も言わない。

　それを察したのかデューク様は「アリシアは俺のだ」と呟つぶやいた。

　……デューク様がここまで独どく占せん欲よくを露あらわにするのも珍めずらしい。

　デュルキス国では私が他の男に取られないって自信があったのかしら。まぁ、私、嫌きらわれ者だったものね。

　私達を睨にらんでいたヴィクターも「別にお前らに興味ねえよ」と視線を外した。

　私はデューク様に胸のドキドキが伝わらないようなるべく体を離はなしていたのに、急にお腹なかに腕うでを回され密着させられる。

「落ちるぞ。ちゃんとくっついてろ」

　その甘ったるい言葉に脳が溶とけてしまいそうになる。

　心臓の音がうるさい。デューク様に聞こえてしまうじゃない。私は必死に心を落ち着かせようと努力する。

　会うのがあまりにも久しぶりすぎて、デューク様に対する免めん疫えきがないのだ。

　……ああ、静まって、私の心臓。

「落としてもそのガキが怪け我がするとは思えねえけどな」

　ヴィクターはひねくれた表情を浮うかべながら乱暴に言葉を発する。

　うるさいわね、と彼を睨み返そうとすると、先にデューク様が声を出す。

「好きな女にかすり傷一つつけたくないだけだ」

「……その女のせいで傾けい国こくしなきゃいいけどな」

「アリシア相手だと、傾国したくてもさせてくれないだろうな」

「なんて目でこいつのこと見てんだよ」

　私の場所からだとデューク様の表情は見えない。

　少し気まずくなった雰ふん囲い気きを壊こわすように、レオンが「なんだかお腹が空すきましたね」と口を開いた。

「かなり動いたものね」

「さっきの猪いのしし持ってくれば良かった……」

　レオンの言葉に私は一いっ瞬しゅん思考が停止した。

　……いのしし。猪!?

「今、猪って言った？」

「はい」

　レオンがさらっと肯こう定ていする。

「待って、猪と格かく闘とうしたの？」

「なかなか獰どう猛もうでしたよ」

　どうりで服が汚よごれていたわけね。……じゃなくて、獰猛な猪と戦って無傷な方が恐おそろしいのだけど。

　レオンもヴィクターも魔法が使えないのに……。この二人が味方で良かったと心の底から思った。

　暫しばらく馬に揺ゆられていると、安心感からかとてつもない睡すい魔まに襲おそわれた。目をしっかり開けていられない。瞼まぶたがゆっくりと落ちてくる。

　魔ま力りょくを一気に使いすぎたせいかしら？　その反動が今になってきたのかもしれない。

　私はいつの間にかデューク様の体にもたれながら、眠ねむりについていた。
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　アリシアがデュークの腕の中で気持ちよさそうに眠っているのを確認してから、レオンは口を開いた。

「メルビン国の血が入っているんですか？」

　デュークはレオンの言葉にピクリと反応して、彼に視線を向ける。

　妙みょうな緊きん張ちょう感かんが漂ただよったが、単純に疑問に思っただけのようだったので、デュークは素す直なおに答えることにした。

「ああ。俺は行ったことはないが、母の故郷だ」

「母上って……まさか、アメリア様のことですか？」

　レオンの口から母親の名前が出てくると思っていなかったデュークは、身を強こわ張ばらせる。その様子で察し、レオンは言葉を付け足した。

「アメリア様はメルビン国では人気の王女だったそうですから。貧ひん民みんにも対等に接してくれる明るい方だったと祖父に聞きました」

「……そうか。俺も微かすかな記き憶おくしかないが、母は強い人だった」

　レオンとデュークの会話を興味なさそうにヴィクターは黙だまって聞いていた。

「良いい国か？」というデュークの言葉に対して、レオンは苦く笑しょうする。

「どうでしょうね」

　レオンの曖あい昧まいな答えに対して、デュークはそれ以上言げん及きゅうしなかった。レオンは話題を変えようと、アリシアの方へと視線を向けた。

「王子様の想おもい人びとって、おしとやかなお嬢じょう様さまとは程ほど遠とおいですよね。主が令れい嬢じょうだなんて未いまだに信じられません。確かに気品はあるし、容姿端たん麗れいだけど……、俺の知っているお貴族様じゃないです」

「そこらの令嬢では決して敵かなわない最高の女だけどな」

　レオンの言葉にデュークはニヤッと笑えみを浮かべ、優やさしくアリシアの髪かみを撫なでる。

　その様子にレオンは、なんて絵になる二人だろうと釘くぎ付づけになった。ヴィクターは不ふ機き嫌げんそうに前を向いたまま、デュークとアリシアの様子を見ようとしない。

「…………あ〜、確かに主を超こえる女性なんてこの世に存在しなさそうです」

　レオンは顔を綻ほころばせながら、優しい声でそう言った。

　その瞬しゅん間かん、デュークとアリシアに向かって木々の間から固い何かが飛んできた。

「危ない！」

　とレオンの大きな声が森に響ひびいた。
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　レオンが叫さけんだと同時に反射で目が覚め、飛んできた何かがデューク様の顔に当たる寸前、私は本能的にそれを素す手でで摑つかんだ。

　結構な勢いで飛んできたのか、当たった衝しょう撃げきに手のひらがジンジンと痛む。

　……こういう時のために、これまで鍛きたえてきて良かったと思うわ。

「いや、男前すぎ」と、馬から下りて駆かけ寄よってきながらレオンが心配の言葉より先に突つっ込む。

「お怪我はないですか？」

　私も馬を下り、デューク様に怪我がないか確かめる。

「ああ、アリシアは？　手、大だい丈じょう夫ぶか？」

「はい、平気です」

　そう答えて、私は手を開け、飛んできたものを確認する。

「……石？」

　普ふ通つうの石だわ。……え、どういうこと？　この森には猿えん人じんでもいるのかしら？

　ヴィクターは石が飛んできた方を警戒している。ふと、この森の全てを知る人間なんて今ここに一人もいないということに改めて気付いた。ヴィクターだってマディが咲く崖のことしか知らなかったのだ。

　きっとこの森は、死し致ち林りんよりも生存率が低い。何な故ぜなら、ここに関する情報がほとんどないに等しいのだから。

「石を飛ばしてくるなんて、随ずい分ぶんと野や蛮ばんだな」

　殺気の籠こもったデューク様の声に、私はぶるっと背筋を凍こおらせた。

「落ち着いてください」と言いたかったが、とてもそんな雰囲気ではない。

　よくデューク様にめがけて石を投げたわね……。怖こわいもの知らずにもほどがある。

「隠かくれている奴やつ出てこい！」

　ヴィクターは見えない何者かに向かって声を張り上げる。しかし、応答はない。ただ、なんらかの気配があるのは間ま違ちがいない。

「へぇ、俺らに喧けん嘩か売るなんて面おも白しろいじゃん」

　レオンは口の端はしを上げて不気味な笑みを浮かべる。ヴィクターはデューク様に挑ちょう戦せん的てきな目を向けた。

「お前なら、どうやって敵を見つける？」

「向こうが攻こう撃げきしてくるのを待つ」

「攻撃を全部かわせるのか？　相手に先手を譲ゆずるなんて随分余よ裕ゆうだな」

「俺を誰だれだと思っている」

「魔法を使えるからって調子に乗るなよ」

　少しも焦あせることのないデューク様に対して、ヴィクターはデューク様を睨みながら歪ゆがんだ笑みを浮かべた。

「魔法を使わず、ここから抜ぬけ出だしてやるさ」

「へぇ、それは見物だな」

　もしかして、ヴィクターとデューク様って物もの凄すごく相あい性しょうが悪い？

　どちらかと言えば、デューク様はヴィアンと馬が合うかもしれない。

「来ます！」

　レオンの言葉で全員戦せん闘とう態勢に入る。

　どこから攻撃が来るか分からないため、全方位を警戒しなければならない。見えない敵と戦うのは正直リスキーだ。

　軽く寝ねたおかげで多少体力は回復したけれど、まだ魔力は回復していない。

　それにお腹も減ったし……。あぁ、大量のマカロンが食べたいわ。こんな時なのにふぁ〜っとあくびが出てしまう。

　その瞬間だった。「ガキ！」と、ヴィクターの叫び声が響く。

　急に空から人が落ちてくる。蟹がに股またでしっかり地面に着地したその男は、同時に大きくて長い鎌かまを私に向かってとんでもないスピードでブンッと音を立てながら振ふり回まわした。

　腰こしを思い切り反らし、最初の一振りをかわす。そのままバク転をして、敵と距きょ離りをとった。

　まさか避よけられると思っていなかったのか、相手は動きを止める。私は、敵の特とく徴ちょう的てきな外見を観察した。

　全身茶色い毛皮に覆おおわれており、木で作られたと思われる仮面をつけていて素す顔がおは分からない。仮面は赤い絵の具のようなもので不思議な模様が描えがかれていた。

　……伝統的な仮面のようね。

　周りを見み渡わたすと、すっかり似たような格好をした集団に囲まれてしまっていた。ちなみに、私の目の前にいる敵以外は全員オレンジ色の模様の入った仮面だ。

　あら、もしかして私の相手は頭リーダー？　最高だわ！

　私を相手にするなんて見る目あるじゃない！

「大丈夫か、アリシア」

「勿もち論ろん」

　デューク様に私は口の端を上げて答えた。

「こいつら何者だ？」

「知らねえよ。こんな気色悪い変な奴らの話なんか聞いたことねえし、初対面だよ」

　ヴィクターは顔をしかめながらデューク様の質問に答える。

　気色悪い変な奴らって……、本人達を目の前によく言えるわね。まぁ、ヴィクターの辞書には気き遣づかいって言葉はないか。

　よそ見をして油断していると思われたのか、頭リーダーらしき男が大きな鎌を私に向けてすかさず攻撃してくる。

　こんな重そうな鎌を軽々しく振るなんてどんな力なのよ……。

　私は紙一重で攻撃をかわしていく。気を抜いた瞬間、命を落とすだろう。デューク様達の様子も気になるけれど、今は自分のことで精せい一いっ杯ぱいだ。

　右から大きな刃は先さきが来たと思えば、次の瞬間左から来る。

　世界にはこんな超ちょう人じんレベルの者がまだまだいるのね……。

　上には上がいる。私はもっと自分自身の高みを目指すことが出来る。

　そう思うと、口元が緩ゆるんでしまった。

　いけない。いつまでも避けてばかりじゃ勝てない。どこかで私も攻撃に出ないと！

　私は一瞬の隙すきを利用して木の幹を蹴けり、その反動で枝を摑み、そこから全身を持ち上げ木の枝に乗って、相手と距離を置いた。

　一度どう戦うか考えないといけない。……だって、私、武器を持っていないんだもの！

　下にいる敵は私を落とそうと思い切り木の幹を揺らす。想像以上に体幹がぶれるわね……。

　必死に耐たえるものの、これ以上逃にげ続けていても勝機はない。それに、この馬鹿力に敵うわけもないわよね。

　いちいちどう戦うかなんて考えるのはやめだ。今までの訓練を実じっ践せんで活いかさないと！

　私は地面に飛び降りる。いきなり足にくる衝撃を避けるために、全身をクルッと回して着地した。眼帯を外すと、黒い靄もやが左目を覆う。使えるものはなんでも使ってやる。

　片方の目がないことに驚おどろいたのか、敵は私を見て動きを止めた。

　油断大敵。敵に少しの隙も見せてはいけないのよ！

　その一瞬を利用して、私は立派な体格を持つ頭リーダーの下へ一気に詰つめ寄る。思い切り鳩尾みぞおちを蹴り飛ばし、それと同時に顔に回し蹴げりを決める。

　赤い模様の入った仮面が空高く吹ふき飛とんだ。

　が、敵は私の蹴りを受けてもなお、少しよろめいただけで立ち続けていた。

　信じられない。本気で蹴ったのに……。

　頭リーダーはペッと口からどす黒い血を吐はき出し、鋭するどい目で私を見つめた。

　…………女？

　仮面のはがれたその姿に今度は私が驚かされた。

　真っ赤な透すき通とおる瞳ひとみに私が映る。中性的な整った顔、目の下に小さな切り傷がある。

　女性の力であの鎌を振り回してたわけ？　噓うそでしょ……。

『今の蹴りでようやく眠ねむ気けを覚ますことが出来た。思ったよりも楽しめそうだ』

　彼女はクッと口角を上げて笑う。

　え？　ラヴァール国の古語？

　少し訛なまっていたけど、なんとか聞き取ることが出来た。

『私も退たい屈くつしなさそうだわ』

　私も古語で返すと、彼女は目を見開いた。

『へぇ。未だに古語を話せる奴がいるとはな』

　彼女はそう言って暫く探さぐるように私を見つめた後、覚かく悟ごを決めた表情を向けた。

『簡単に死ぬなよ』

『そっちこそ』

　私は凄すさまじい殺気に恐きょう怖ふを抱いだきながらも、なんとか笑みを浮かべた。
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「あの人達何を話してるんですか？」

　襲い続けてくる敵と戦いながら、レオンはデュークとヴィクターに向かって叫ぶ。

「「古語だ」」

　デュークとヴィクターは大勢の敵と剣けんを交えながら冷静に答える。

「なんで二人とも知ってるんだよ。しかも他国の王子まで」

「おい！　後ろ！」

　よそ見をしていたレオンにヴィクターが叫ぶ。しかしレオンは無む駄だのない素す早ばやい動きで腰に差していた小型のナイフを後ろに飛ばした。

　見事にそれは敵の額に突き刺ささる。

　人数が多い上に、個々が強い。レオン、ヴィクター、そしてデュークもかなり手こずっている。

「クソッ、切りがねえ……」

　ヴィクターは息を切らしながらそう呟いた。

　猪との戦いで体力を消しょう耗もうしていたため、体が思うように動かなかった。
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『避けてばっかりだと、勝てないぞ？』

　分かってるわよ！

　さっきの私の蹴りで隙を一いっ切さい見せなくなって、どこも攻せめることが出来ない。

　けど、こんなに鎌を振り回していれば、彼女も相当体力を削けずられているはず……。現に鎌を振るスピードが落ちているような気がする。

　それでも一振り一振りが力強く洗練された動きだ。

　強い……。彼女は紛まぎれもなく本物だわ。

　この森はきっと、彼女達の縄張りだ。地の利がある分、相手が有利に決まっている。この不利な状じょう況きょうをなんとか打破しないと……。

　私と違ちがって、高身長に、逞たくましい体。このギャップを利用するしかない。私は逃げつつも彼女との距離を縮める。

　相手の懐ふところに入ったのと同時に落ちていた小枝を摑む。その瞬間、何かを察したのか彼女は動きを止め、長い脚あしで私の胸むな元もとを蹴け飛とばした。

「カハッッ」

　とんでもない力に私は見事に吹っ飛び、太い木の幹に背中を打ちつける。

　なんて女なのよ……。一体どんな鍛え方をしたらそんな力を手に入れることが出来るのかしら。

　強く蹴られた衝撃でか、私は口の中を切り、唇くちびるからスーッと血が垂れてくる。

　彼女は止とどめを刺そうと私の元へ近づいてくる。厳格で堂々としたその雰囲気から、私の中で唐とう突とつに彼女への尊敬の念が生まれた。

　敵なのにこんなことを思うなんて変かしら……。

　もし同じ環かん境きょうで生まれ育っていたら、良き友であり良き好敵手ライバルになれたかもしれない。

『少しは楽しませてもらったぞ』

　彼女は私の前に立ち、容よう赦しゃなく大きな刃やいばを振り下ろす。

「アリシア！」

　デューク様の叫び声が聞こえた。




　私はこんなところで殺されるような弱い女じゃない！




　絶対に歴史に残る悪女になるって決めたんだから！

　相手に弱さを見せない。どれだけ絶体絶命の状況であろうとも勝つって表情を見せる。私は口の端を少し上げて、ニッと微笑ほほえんだ。

　その瞬間、近くまでわざわざ来てくれた彼女の右足首を全力で蹴った。よろめく彼女のバランスをさらに崩くずすために、低い体勢から地面に両手をつき、彼女の顔めがけて蹴りを入れる。

　……命中！

　ふぅ。かなりの強敵だったわね。

「え」

　私は地面に倒たおれる直前だった彼女の動きに思わず声を漏もらした。次の瞬間、私は地面に背中をつき、彼女の鎌が私の首にかけられた体勢になっていた。

　何が起こったの？　あの状態からどうやって反はん撃げきに出たのか全く分からない。

　彼女が、化け物級の体幹の持ち主だということだけは把は握あく出来た。

『最後まで油断しないことが大切だ』

　彼女は私の目を真っすぐ見ながらそう呟いた。

　デューク様達の様子は分からないけれど、この状況に息を吞のむような緊張感だけは伝わってくる。

　……デューク様達は、あの大人数を相手にたった三人で切り抜けたようね。

　空気が張り詰めているのが肌はだで感じられる。

「アリシア！」とデューク様の声が聞こえた。彼の方へと視線を向けることは叶かなわなかったけれど、きっと今すぐにでも私を助けようとしている気配だけは分かった。

「助けは不要です」

　かなりまずい状況だけど、これは私の戦い。邪じゃ魔まはしないでほしい。

　私はデューク様へと視線を移すことなく、目の前にいる彼女を見つめながらそう言い放った。デューク様ならきっと、私の悪女としての意地を分かってくれる。

『私の勝ちだな』

　彼女は私から目を離さず、鎌に力を込こめた。血が流れる、鉄っぽい匂におい。皮ひ膚ふが裂さかれるのが分かる。

　だがこんなにも絶望的な状況なのに、どこか余裕を保ったままの私に彼女は眉まゆをひそめた。

『それはどうかしら？』

　言うが早いか私は彼女の横腹に、小型のナイフを突きつけた。

　さっき拾った小枝をなけなしの魔法で小型ナイフに変えていたのだ。

　巨きょ大だいな鎌を振り回す敵を相手に、最後まで丸まる腰ごしで戦うわけにはいかないもの。

　私にナイフを突きつけられていたことに気付き、驚きつつも冷静に彼女は私を見つめる。

『なるほど……。だが、そんな小さなナイフで私を殺せると？　私はすぐにでもお前を殺せるのだぞ。圧あっ倒とう的てきに不利なのはお前だ』

『……殺しても良いわよ。ただ、どうして私を殺したいのかだけ教えてくれる？』

　私も彼女を見つめ返し、覚悟を決めて尋たずねる。

　国外追放されて、他国の森で殺されるのも悪くないかもしれない……。まさに悪女っぽいじゃない。でもその理由くらいは知りたいわ。

『神の花』

　私は言葉の意味が分からず眉み間けんに皺しわを寄せる。

『……神の花？』

『崖がけに咲さいていたオレンジ色の美しい花だ』

　マディのことかしら？　あれが神の花なの？

『シャティを返せば命だけは助けてやる』

　シャティ？　……マディのことを彼女達はそう呼んでいるってこと？

　マディよりもお洒しゃ落れな発音ね。

　というか、いつから私達のことを監かん視ししていたのだろう。人に見られている感覚なんて全くなかった。

『それは出来ないわ』

　私の返答に彼女はピクッと眉を動かし、怪け訝げんな表情を浮かべた。

『その女を殺すなら俺から殺せ。俺はこの国の王子、ハリスト・ヴィクターだ』

　緊きん迫ぱく感かんが漂う私達の間に、ヴィクターが割り込んできた。意地でも第二王子って言わないのね。

　それにしても、まさかヴィクターがそんな台詞せりふを吐くとは思わなかった。彼が自分の命を懸かけて私を庇かばうなんて、どういう心境の変化？

　私はただの駒こまのはずでしょ。

　鎌の刃が当たらないように視線を彼らの方へゆっくり向ける。デューク様はヴィクターの発言に驚いたのか、彼を鋭い目で睨んでいる。

『ほう、お前がこの国の王子か。私はこの森の女王、クシャナだ』

　クシャナ……。珍しい名前ね。聞いたことがない。

「俺にも分かる言葉で話してくれませんか？　てか、一体なんなんだよこいつら、バケモンばっかかよ」

　レオンが会話に割り込んでくる。全く分からない言葉でずっと喋しゃべられて機き嫌げんを損そこねたのか、ぶつぶつと文句を零こぼしてる。

「ああ、そうか。お前達は古語を喋れるのだな……。なんの違い和わ感かんもなく会話していたから気付かなんだ」

　クシャナは気が殺そがれたのか、私の首から大きな鎌を離す。と同時に私の首から血が滴したたり落おちた。デューク様が咄とっ嗟さに駆け寄って私の体を支えてくれる。

「そっちの青髪の男前も魔法を使えるのか……」

　クシャナはデューク様の方をじっと見つめる。私はデューク様に支えられ、少しよろめきながらもその場に立ち上がった。

　……どうして分かったの。デューク様は彼らの前で一度も魔法を使っていないはず。

　私の考えを読み取ったのか、クシャナは説明を加えた。

「私の鎌を割ろうと魔法をかけただろ？　古いにしえから伝わる特別な鎌だ。どんな魔力でも壊れやしない」

　クシャナはそう言って、大事そうに鎌を眺ながめ優しく撫でる。

「そんなことって……」

　私は驚きつつも鎌を見つめた。魔力が敵わない武器が存在することは本で読んだことがある。けど、まさかこんなところで出会えるなんて……。

「随分とその男に愛されているようだね」

　デューク様に抱きしめるような形で支えられているからか、クシャナにじろじろと見つめられ、私は思わず目を逸そらしてしまう。

　そういえば、クシャナは女王だと言っていたけれど、この森ってラヴァール国とは一線を画している、てこと？

　滅めっ多たなことがなければ足を踏ふみ入いれない地だとしても、そこで一つの大きなコミュニティが出来上がっていることに驚いた。

　それに、クシャナは随分若く見える。

「俺達がこの森に来たことはいつから分かっていた？」

　ヴィクターが尋ねる。

「熊から聞いたのさ。まさかあんた達がここまでやるとは思っていなかった。あの猪も倒しちまうとはな……」

　クシャナの返答にヴィクターは顔をしかめた。

「お前は動物と会話出来るのかよ」

　ああ、と特に隠すことでもないようにクシャナは頷うなずいた。

　動物とコミュニケーションがとれるって、本当に人間……？

　ヴィクターは怪訝な表情を浮かべていたが、私はクシャナが噓を言っているとは思えなかった。

「逆にそんな馬鹿げた話を信じると思っているのか？」

「信じるも信じないも、それが真実なのだ……」

　ヴィクターの尖とがった言葉にも冷静に答えながら、彼女は周りを見渡した。

「あれだけいて意識のある者はたったの五人か」

　オレンジの仮面を被かぶった者達がちらほらと、ふらつきながら立ち上がる。かなり負傷しながらも、意識はしっかりとしているようだ。

　圧倒的な状況に、彼女は表情一つ変えない。

「手勢がやられたのに、随分とあっさりしているんだな」

　ヴィクターにだけはそんなこと言われたくないわね。

　クシャナはヴィクターを嘲あざけるように笑った。

「弱肉強食の世界だぞ？　当然だろう」

　独特なハスキー声。

『女王、さっさとこいつらを殺してください』

『黙れ』

　女王が見せた寛かん容ようさに痺しびれを切らしたのか、仲間達の抗こう議ぎにクシャナは古語で鋭く一いっ喝かつする。その声は静かに森に響き、場の空気を一瞬にして変えた。

　なんて圧力なの……。

　緊張感のあるピリッとした空気にオレンジの仮面を被った者達は押し黙る。

　これが女王としての貫かん禄ろくかしら。またとんでもない人に出会ってしまったわね。

「お前、この国の者ではないだろう」

「ええ」

「魔法を使えるとは珍しい。ここで命を取るのは実に惜おしいな。持ち帰りたいが、我が民たみが快く歓かん迎げいするわけがない」

　ぶつぶつとクシャナは独り言を呟いている。

　皆みな彼女の決断を待っていた。

　──えっと……これは一体なんの時間？　デューク様は私を離すまいと力強く抱きしめてくるし、ヴィクターとレオンはクシャナの独り言に怪訝そうな表情をしている。

　私が眼帯をしていないのに気付いたデューク様が眼帯を見つけ、改めてつけ直した頃──。

「私がお前を鍛えてやろう」

　クシャナは確かな声で告げた。

　私を鍛える……？

　彼女の言葉に私は面食らってしまった。

　私がその言葉を発することはあったとしても、まさか言われる側になるとは想像もしていなかったからだ。

　思考が停止するとは、まさにこんな状況を指すのだろう。

　……こういう時、本当の悪女だったらなんて言うのかしら。

「私に鍛えられるのは嫌いやか？」

「ええ」と私は短く返答する。

「なんて無礼な！　クシャナ女王に鍛えてもらいたい者は山ほどいるんだぞ！」

　私は叫んできた女王の仲間の男の、仮面の先にある目をじっと見つめる。

「……貴方あなたには分からないでしょうね」

　仮面の男は私の言葉の意味が分からず、戸と惑まどうように首を傾かしげている。

「私は彼女に負けたのよ。同じ土俵で戦った相手に鍛えてやるって言われるなんて、屈くつ辱じょく以外の何ものでもないわ」

　暫くその場が静せい寂じゃくに包まれた。

　実際、クシャナに鍛えてもらえれば、私はもっと強くなれる。誰かに鍛えてもらうなんて悪女らしくないけれど、自力で強くなるには、限界があるのだ。

　聖女のリズさんの魔法レベル１００にはどれだけ頑がん張ばっても手が届かない。魔力にはもともとの素質も重要なのだから。

　なら私はどうやって歴史に残る悪女になる？　つまらない意地やプライドで、目の前のチャンスをふいにするなんて、それこそ悪女の名折れではないの？

　彼女に鍛えてもらえば、また私は一回り大きくなることができる。

　だから利用出来るものはなんでも利用する。これぞ悪女よ！

「負けたことは腹が立つし、悔くやしくてしょうがないけれど、私はもっと高みへいく。私は貴女あなたに言われて鍛えてもらうんじゃない。貴女を利用して強くなるのよ！」

「生意気な！」

　男の苛いら立だった声が届くが、もはや誰も彼の言葉を聞いていない。クシャナは私から決して目を逸らさず、私の次の言葉を待っていた。

「私の名はアリシア。女王クシャナ、私に武術を教えてください」

　クシャナに対し、私は礼れい儀ぎをもって丁てい寧ねいに頭を下げた。

　悪女はこんな風に頼たのみ事なんてしないものだけれど、実力の差は歴然。相手に敬意をもって頭を下げる強さは必要だ。

「よろこんで」

　一呼吸置いた後、穏おだやかな声が聞こえた。

　私は心の中でガッツポーズをした。

　さっきまで敵同士だった相手が戦友となる瞬間って素す敵てきね！　きっと物語ならクシャナが主人公で私は悪役！

　私はどこへ行っても悪からは離れられない運命なのね。

　顔を上げた私を見て、ヴィクターが眉間に皺を寄せながら訝いぶかしげに私を見る。

「何ニヤニヤしてんだよ、気持ち悪い。お前は負けたんだぞ」

「分かってるわよ。自分は強いって慢まん心しんしていたけれど、全然そんなことなかった。まだまだ未熟ね」

「いや、主は、充じゅう分ぶんすぎるほど強いんですけどね」

　レオンがすかさずそう言ってくれた。

　ヴィクターも「いや、強くないってことはねえけど」と付け足す。

　一方で、デューク様はひどく難しそうな表情を浮かべていた。

　うっ……こんな状態のデューク様に話しかけづらいけれど、私は大きく深呼吸して話しかける。

「デューク様、貴方はもしかして、私を連れ戻しに来たのですか？」

「そうかもしれない」

「かも……？」

　曖昧な返事に私は首を傾げる。

　デュルキス国で実は何かが起こっているとか……？

　けど、わざわざデューク様本人が私に会いに来たのだ。それ相応の理由があるはず。

「ただ……」

「ただ？」

「会いたかった。アリシアを信用していないわけじゃない。俺がもう耐えられなかったんだ」

　私の耳に鮮せん明めいにデューク様の声が響いた。今の彼の言葉に頭が追いつかない。

　その真っすぐな瞳から目を逸らすことなど出来なかった。

　しかし、クシャナの厳しい声が私を我に返す。

「私に教えを乞こうからには、我らの民から白い目で見られることは覚悟しておいた方が良いぞ」

　……白い目で見られる？

　その忠告に私はつい心が躍おどってしまう。

　強くなるのに犠ぎ牲せいはつきもの！　むしろ悪女は嫌われてなんぼだもの。上等だわ！

「白い目で見られると聞いて、どうしてこいつは嬉うれしそうなんだ」

「ヴィクター王子、諦あきらめてください。変わった方なんですよ」

　レオン、なんだかジルと似てきたわね……。

「というか、ガキが残る分には構わないけどマディの件はどうするんだよ」

　ヴィクターが思い出したように口を開いた。

　あ！　忘れてた。

　私達が襲われた理由って、マディを採ったからなのよね……。けど、マディの成分は取ってしまって、今いま更さら戻すわけにはいかない。それに、このマディの成分を渡わたしてしまえば、リオを助けられなくなってしまう。

　あんなに頑張って手に入れたんだもの。回収されるのは避けたい。

「お前達は、何故シャティを欲ほしがる？」

　改めてクシャナに問われる。

「ドッテン病を治すためよ。この花が一つあれば、大勢の人を救えるはず」

「……シャティは病の治ち療りょう薬やくとなるのか」

　クシャナは目を見開いて驚く。

　きっと、マディにどういう効能があるか知らなかったのだろう。クシャナは何も言わず落ちた赤い仮面を拾い上げた。

「俺の弟がドッテン病にかかったんだ。唯ゆい一いつの肉親だ。なんとしても助けたい」

　低く真しん剣けんな声でレオンが言葉を発する。

「だが、こちらも簡単にシャティを渡すわけにはいかない。神の花なのだ」

　オレンジ色の仮面をした男が丁寧な口調で言った。初めて聞く声だ。

　彼はゆっくりと仮面を外す。穏やかで優しそうな無ぶ精しょう髭ひげを生やした男性の顔が現れた。……彼からは、私達に対する敵意を感じない。

　彼らの中で、マディはとても神聖なものなのだろう。

　……ある日突とつ然ぜん、お寺にある仏像が盗ぬすまれたような感覚かしら。

「とりあえず、私達の村へ案内しよう。厳しい目を向けられるだろうが、何も害は与あたえさせないさ」

　まだ仮面を被った者達の何人かは不満そうだったが、女王の決断にもう異は唱えなかった。

　……彼女の元で鍛えてもらえるのは喜ばしいことだけど、優先度的にはリオにマディを届ける方が先だ。

　このままついていくわけにもいかないわよね……彼女とどうやって交こう渉しょうしよう。

　私が悶もん々もんと考えていると、後ろから「アリシア」と、デューク様に声をかけられた。

　デューク様は先ほどからずっと、難しい表情をしている。

「どうかしたのですか？」

「……ちょっと、話せるか」

　それと同時にクシャナから村に行く前に一時休息の指示が入った。まだ倒れたままの戦士もいるから、しばし体を休めてから動き始めるそうだ。

　そのおかげで、私とデューク様が話をする時間が出来た。

　珍しく言いづらそうにしているデューク様を見つめながら、彼が話し出すのを待つ。

　少し間があった後に、彼はゆっくりと話し始めた。

「俺がアリシアに会いに来た本当の理由なんだが──伯お父じ上うえがドッテン病にかかっている。……治療薬を飲んだとしても、先は短い。それぐらい末期の状態だ。だから、ジルは治療薬を必死に作っている。……ドッテン病はリズの力を使っても治せないほど難しいものだ。マディに対して複製魔法をかけても、効果はないかもしれない」

　淡たん々たんと話すデューク様の言葉が一言ずつ心に突き刺さる。

　ウィルおじいさんが、ドッテン病……？　もう治らない？

　必死に立っている地じ盤ばんが揺れたような気がした。

　ウィルおじいさんがいなくなるなんて、想像したこともなかった。

「ジルは……、大丈夫、なんですか？」

　何を言えばいいのか分からなくなり、私はジルの心境を気にかける。

　彼は誰よりもウィルおじいさんを愛している。親ともいえる存在をいきなり失うのは想像を絶することだろう。

「……まだ小さな希望を抱きながらなんとか平静を保っている、というところかな」

　ウィルおじいさんがこの世から去るなんて受け入れられない。

　ようやく世界が変わり始めたばっかりなのに……。

「リズさんでも助けられないなんて……、それじゃあ、なんのために聖女なんて存在するのよ！」

　たまらず荒あらぶってしまった私に、デューク様は申し訳なさそうな表情を浮かべる。

　彼に言ってもしょうがないことなのに……。リズさんのせいじゃないと分かっているのに、つい吐き出してしまった。そして、そんな自分に苛立つ。

　今すぐデュルキス国へ戻りたかった。全てを放り出して、ウィルおじいさんに会いに行きたい。……でも、今の私は目の前に抱かかえているものがある。

　私は、リオを助けると約束したのよ。それを反故ほごにするわけにはいかない。

　ウィルおじいさんのことを決して蔑ないがしろにするわけじゃない。彼のことが心配でたまらない。けど、私は約束を破るような悪女になりたくはない。

「私は……、今は帰れません」

　デューク様の双そう眸ぼうを真っすぐ見つめながら答えた。

　きっと、私が自由奔ほん放ぽうなヒロインなら、今すぐウィルおじいさんの元へ走り出していただろう。大切な師との永遠の別れになるかもしれないのだから。

　けど、これは私が担になった役目。ラヴァール国でマディを採取してリオを助けるって決意した。自分に責任を持たないと……。

　今の私を作り上げたのは、ウィルおじいさんだ。大好きな家族のような人。だからこの決断に後こう悔かいはない。辛つらくても、前を向く。

　デューク様はどこか苦しそうに眉を寄せながら、私を見つめている。私が泣くとでも思っているのかしら？

　せめて、彼の前では強くありたい。見み栄えだと、虚きょ飾しょくだとバレていてもいいから、デューク様に弱っているところなんて見せたくなかった。




　こんな時まで私は、悪女を貫つらぬきたいの──？




　私はフッと口の端を上げて、自じ嘲ちょう気味に笑みを浮かべる。

「大切な人が亡なくなるかもしれないのに、会いに行かないなんて、まさに悪女よね？」

　少し声が震ふるえたけれど、必死にそれを隠すように表情を作る。さっきまで快晴だったのに、いつの間にか空は雲で覆われ、ポツンポツンと水すい滴てきが頰ほおに当たった。

　雨が降ってきたことなど気にも留めず、私は何も言わないデューク様にさらに言葉を投げつける。

「私を軽けい蔑べつすればいいじゃない。私に怒おこりなさいよ、最低な女だって！」

　声が大きくなってしまう。

　本当は、ウィルおじいさんに会いに行かないことを詰なじってもらいたかった。敬愛する人を失うことに動じない姿を見せる私を、咎とがめてほしかった。

　雨脚が強くなり、あっという間に体がびしょ濡ぬれになる。

　デューク様はそっと私に近づくと、力強く丁寧に私を抱きしめた。彼の優しさに触ふれると、心の何かが叫び出しそうになる。

「どうして？　どうしてこんな女に優しくするの？」

「今にも泣き出しそうな顔をしてるから。悪女はそういう姿、誰にも見られたくないんだろ？」

　私の荒い声に、落ち着いたデューク様の声が重なる。

　泣かないと決めたのに……。必死に涙なみだを堪こらえていたのに……。

　デューク様のせいで全て台無しだ。

　ゆっくりと体の力が抜けていく。

　デューク様の前では心をさらけ出して、泣いても良い。

　そう思った瞬間、とめどなく涙が溢あふれた。

　ウィルおじいさん、会いたいわ。今すぐ会って、たくさんの感謝と愛を伝えたい。貴方のおかげで私はこんなにも成長出来たのだと見せたい。

　貴方が教えてくれたことは私の最高の宝物なのだと伝えたい。

　私の意志に関係なく、大おお粒つぶの雫しずくが頰を伝う。大事な人の側そばにいられないことが、こんなにも辛くて、心が張り裂けそうになるなんて思わなかった。

　子どものように泣きじゃくる私をデューク様は優しく抱きしめていてくれた。ラヴァール国でデューク様と再会してから、彼の腕に頼たよってばかりだ。

　ジル、貴方は一人でこんな気持ちを抱えていたの？

　この痛みに耐えながら、ウィルおじいさんを救うために治療薬を作ろうとしているの？

　私は、ジルのことを想うとさらに涙が溢れたのだった。











現在十四歳　暗殺者　レオン






「あいつも馬鹿な女だな」

　遠くから二人の様子を見ていた王子が口を開いた。雨が降り注ぐ中、王子と俺は眉まゆをひそめながら主あるじを見つめている。

　初めて見る主の弱りきった姿に、王子は無自覚なまま動どう揺ようしていた。クシャナは表情を変えず、黙だまっている。

　勝手に、主は完かん璧ぺきで誰だれよりも強い心の持ち主だと思っていた。

　俺より年上だが、まだたったの十六歳の女の子なのだ。

「俺はそんな馬鹿な主を尊敬してます」

「そうかよ。……帰りたきゃ、とっとと帰ればいいんだ」

「会話は聞こえないのに、なんとなく分かりますよね。話してること。……ホッとしました？」

　俺の言葉に王子は「あ？」と、さらに眉み間けんに皺しわを寄せる。

　王子も馬鹿な男だ。自分の気持ちの正体を分かっていない。これほど一人の女の子に執しゅう着ちゃくしているのに……。

　……何も教えないでおこう。王子が自分の気持ちに気付くまで黙っていた方がいい。

　ただ、いくら王子でも主を傷つけることがあれば、容よう赦しゃはしない。

「主がまだラヴァール国にいると知って安心しましたか？」

「なんだと？」

「俺は安心しましたよ。あのお方が去ってしまわなくて良かったと思っています」

　冷静な様子で答える俺に王子は何も言わなかった。

　激しい雨の中に主の泣き声が響ひびいていた。俺と王子はそれぞれの思いを抱かかえながら、黙って主の様子を見守る。

「何があったのかは知らないが、早くあの子を休ませた方が良いい。何せ神の花を摘つんだんだ、未いまだに彼女が立っていられることが不思議だ」

　クシャナの言葉に俺はふと疑問を抱いだいた。

「……主はどうして他人のためにここまで命を張れるんだろう」

「それが彼女の性さがなのだろう」

　静かにクシャナの声が響いた。

　やがて、主の慟どう哭こくが止やむと同時に、王子は二人の元に近づいていく。

「クシャナのところで休むぞ。早く来い」

　デュークさんは水すい滴てきが滴したたる青色の髪かみを搔かき上あげながら「ああ」と短く返事をして、主を抱だきかかえた。

　主は泣き疲つかれて眠ねむってしまったようだ。彼女の目の下は赤くなっており、顔は濃こい疲ひ労ろうに覆おおわれている。

　王子は、主を抱くデュークさんにモヤモヤとした感情を覚えているようだ。本来なら眠っている主を抱いているのは自分のはずなのに、とでも考えているのか……。

　俺はそんな王子を見つめながら、どこか彼を不ふ憫びんに思った。

　ガキなのは王子の方じゃないかと心の中で呟つぶやく。

　重苦しい空気で馬に乗って進む中、沈ちん黙もくを破ったのは王子だった。

「なぁ、こいつは国外追放された身なんだろ？　てことは、こいつを大切にしねえ奴やつがお前の国にはたくさんいるんだよな？」

　王子の鋭するどく静かな声に、彼は何も答えない。

　そんな様子に苛いら立だったのか、さらに王子は畳たたみかける。

「こいつの価値が分かんねえ奴ばかりがいるところより、この国にいた方がガキも幸せなんじゃねえか？」

「……アリシアをどうしたいんだ？」

[image: ]

　デュークさんは冷静に質問を返した。王子は馬を止め、射い貫ぬくように彼を見つめる。

　雨が王子の金きん髪ぱつの艶つややかさをより強調させる。王子の王族としての威い厳げんが立ち上っていくかのようだった。

　こんな真しん剣けんな表情をした王子を見るのは初めてだと俺はその姿に釘くぎ付づけになる。クシャナも二人の様子に気付き、進むのをやめて王子とデュークさんに目を向けた。




「俺が王になった時に、アリシアを隣となりに立たせたい」




　地面を打つ雨音が一いっ瞬しゅん聞こえず、ただ王子の低く重みのある声だけが耳に響いた。

　デュークさんの顔が険しくなる。

「どういう意味だ？」

　王の隣に立つのは妃きさき。俺やクシャナもその意味を分かっている。

　だが当の王子は自分の発言に自分で驚おどろいたようで、少しばつの悪そうな顔をしながら眠っている主へと視線を向けた。

「…………冗じょう談だんだよ」

　王子は全てをなかったことにするかのようにフッと鼻で笑いながら呟いたが、その表情はどこか切なさに覆われていた。だがデュークさんは王子から目を逸そらさず次の言葉を待っている。

「ちっ……このガキはただの捨て駒ごま……、じゃなくて、優ゆう秀しゅうな駒こまだ」

「捨てる気はないということか？」

「利用価値があるからな。一生こき使ってやろうと思ったけど、あいにく俺は隣りん国ごくと戦争する気はないんでね」

　王子は真剣な表情を崩くずしていつもの調子に戻もどる。

「気持ちを自覚したと同時に、その気持ちを押し殺すなんて王子も楽じゃないな」

　クシャナの独り言が俺の耳にだけ届き、俺は「そうだね」と頷うなずいた。

　デュークさんは腕うでの中で眠っているアリシアをギュッと力を込こめて抱きしめると、王子を挑ちょう発はつするようにニヤリと笑った。

「奪うばいに来た時は全力で相手してやる」

「負けても知らねえぞ」

「二人とも、話が終わったなら早く村へ向かうぞ。時間がないんだろ」

　クシャナは二人の間にあった雰ふん囲い気きを壊こわすようにして、動き出した。

　俺はこれから主がどうなるのかを不安に思っていた。あんなに取り乱すほど、大事な何かがデュルキス国で起こっているはずなのに、このままでいいのか、と。

　精神的に追おい詰つめられてこれ以上主が苦しまないことを祈いのりながら、俺も前を向いた。











現在十六歳　ウィリアムズ家長女　アリシア






　…………美味おいしそうな匂においがするわ。

　ゆっくりと目を開く。……知らない天てん井じょう。全部木材で造られた家。煌きらびやかな装そう飾しょく品ひんなど一いっ切さいなく、温かさが感じられる場所。

　私は体を起こしながら、自分の状じょう況きょうを確かく認にんする。それと同時に目の前でお盆ぼんを持って立っている女性と目が合った。

　スラッと背が高く、クシャナと似ていて整った顔。唯ゆい一いつクシャナと違ちがうのは、彼女の瞳ひとみが赤色ではなく橙だいだい色いろだということぐらい。

　簡素な白いワンピースドレスに赤い糸で刺し繡しゅうが入った服は、民族衣い装しょう的てきなものかしら？

　突とつ然ぜんの見ず知らずの女性の登場に戸と惑まどっている私に、彼女は微笑ほほえみながら「こんにちは、クシャナの姉のシーナです」と穏おだやかに答えてくれた。

　顔は瓜うり二ふたつだけど、雰ふん囲い気きが正反対。……双ふた子ごかしら？

「双子です」

　私の思考を読み取ったのか、彼女はお盆を私の隣となりに置きながら教えてくれた。シーナからお椀わんを渡わたされ、スープを飲む。

　コーンポタージュのような味。その温かさと美味しさに心が満たされていくようだ。スープを飲んで、物もの凄すごくお腹なかが減っていたことに改めて気付く。

　そういえばずっと動きっぱなしで、休む暇ひまもなかったものね。

　ウィルおじいさん…………。

　心配で仕方がないけれど、私は彼に何もしてあげることができない。……だから今は、自分にできる精せい一いっ杯ぱいのことをしよう。私は心の中で覚かく悟ごを決めた。

「あの、他のみんなはどこに？」

「そうですね。朝早くからこの部屋の周りをずっとうろうろしていらっしゃったので、クシャナが他の場所へと移動させました」

「移動？」

「ええ、近くの訓練場です。今いま頃ごろ、鍛たん錬れんしていると思いますよ」

　彼らの方が先に鍛きたえているなんて……出で遅おくれたわ。

　あ、その前にマディをリオのところへ持っていかないといけない。

　けど、この村では神の花なのよね……。ああ！　もう！　どうしたらいいの！

　私は自分の頭を思い切り抱かかえた。おたおたと百面相する私の様子をクスクスとシーナが見ている。

「表情がころころと変わって可愛かわいらしいお方ね」

　こんな柔やわらかな雰囲気の女性に鎌かまを振ふり回まわしている妹がいるとは思えない。

　いやいや、癒いやされている場合ではないわ！　まだまだやらなければならないことが残っているのに！

　私はスープを一気に飲み干すと、すぐさま立ち上がろうとした。その瞬しゅん間かん、シーナが私の前に立ちはだかる。おっとりと笑えみを浮うかべているのに、とてつもない圧を感じる。

「クシャナに会いたいのは分かりますが、先にお着き替がえを」

　彼女は寝ね床どこの隣に置いてあった衣装を取り出し、私に差し出した。

「郷ごうに入っては郷に従え、ですよ」

　有う無むを言わせぬ迫はく力りょくに、お借りしたこの村の服装に着替える。

　なんて動きやすいの!!

　その場でクルリと回りながらこのドレスの動きやすさに感動する。

　シーナは私の髪かみの毛けを整えてくれて、この村に合うようにと三つ編みにして赤い刺繡の入った白いリボンで巻いてくれた。

「よく似合っているわ」

　シーナは嬉うれしそうに私を見つめる。私は「ありがとう」と丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをした。

「……丁度いいタイミングね。クシャナがこちらに向かっているわ」

　なんで分かるの!?　やっぱり双子だから？

　そういえば、私は余よ所そ者ものだから民たみに嫌きらわれるってクシャナは言っていたけれど……。シーナは私のことをあっさり受け入れてくれたのね。

　やっぱり妹でもある女王が決定したことだからかしら。

　シーナに続いて部屋の外へと出る。そこで目の前に広がる光景に思わず息を吞のんだ。

　雲一つない空に太陽が輝かがやき、地面には青々とした芝しば生ふが広がっている。いくつもの木で出来た、おそらくこの民族の伝統的な家があり、子どもたちが裸足はだしで走り回っている。

　遊牧民族のような雰囲気だけど、この場所でずっと昔から生活している様子が分かる。

　まるで違う国に来た感覚になる。空気が澄すんでいて、心ここ地ちいい。

　なんて美しい場所なの。あの森にこんな場所があったなんて……。

「とても素す敵てきなところね」

　私の言葉にシーナは嬉しそうに頷うなずく。

　景色にうっとりしていると、前からクシャナが歩いてくる。民達は威い厳げんを持って歩く彼女に素す早ばやく道をあけていき、敬意を込こめて頭を下げる。

　……え、何、このイケメン。

　腰こしぐらいまである薄うす茶ちゃ色いろの髪を編み込みにして、オールバックにしている。

　前に戦っていた時は、お団子にして括くくっていたから分からなかったけれど、意外と髪が長かったのね。耳についている金の細長いピアスが揺ゆれる。

　ばっちり割れた腹筋が服の隙すき間まから見えている。女性特有のワンピースではなく、男性と同じズボンをはいている。女王だからか、衣装は他の人と違い随ずい分ぶんと豪ごう華かだ。服には赤い刺繡だけでなく、金の刺繡も入っている。

　クシャナのかっこよすぎる姿に惚ほれ惚ぼれしてしまう。

　彼女が私達の目の前に立つのと同時に、シーナは軽く頭を下げた。私も同じように急いで頭を下げる。

「調子はどうだ」

　クシャナのハスキーな声と共に私もシーナも顔を上げた。

「体力も魔ま力りょくも回復しました」

「そうか、それは良かった。神の花シャティについてだが……、お前が起きる前にカイに城に届けさせた」

「そうだ、マディ！　……というか、カイって誰だれ？」

「私の鷹たかだ。安心しろ、あいつならお前達がこの森から城に帰るよりも早く確実に届けてくれる」

　私が倒たおれている間に、大事なことが片付いていた……。あれ、でもマディの件は譲ゆずってもらっていいのかしら……。

「本当に良かったの？」と、私が聞く前にクシャナが口を開く。

「その代わり、お前たちにやってほしいことがある」

　交こう換かん条件ってこと？

　もうこっちの望みが叶かなっているってことは、その条件を断るわけにはいかないじゃない。悪女の私に対して、やるわね。だけど歴史に残る悪女たるもの、恩を仇あだで返すことはしない。

「分かったわ。条件は何？」

「アリシア、お前達の魔力を借りたい」

「へ？」

　…………それだけ？

　間ま抜ぬけな声が出た。

　あんなに大だい乱らん闘とうを繰くり広ひろげたはずのマディの対価が、魔ま法ほうでいいの？

　この国に魔法を使える人がいないのだから希少価値は高いと思うけれど、私にしてみれば魔力があるのは当たり前のこと。

「本当にそれでいいの？　魔法よりもマディ、じゃなくてシャティの方がよっぽど価値があるものだったんじゃ……」

「あれはただの花だ。他の植物よりも特とく殊しゅな栄養分を持っているだけだ」

　いや、そうだけど！

　あんなに必死に守っていた神の花なのに!?

　どちらかと言えば、この村の民達よりも私が一番戸惑っているんじゃないかしら。

　クシャナが感情に流されず論理的に物事を考える人物だってことは理解していたけれど、ここまであっさりしているなんて……。

「今必要なのは、お前達の魔力なんだ」

　クシャナの真しん剣けんな赤い瞳が私を捉とらえる。私はチラッとシーナの方に目を向ける。

「女王が決めたことだから良いいのよ」

　シーナは表情一つ崩くずさずに穏やかな口調でそう言った。シーナまでそう言うのなら、マディの件はこれで手打ちでいいのだろう。

「分かりました。私で良ければ喜んで力になります」

　私はクシャナに対してゆっくりと品のあるお辞儀をする。

　確かにここでの私の価値といえば魔法が使えることぐらい。その価値を利用されるのは別に嫌いやじゃない。けど、悪女としてただ利用されるだけっていうのは性しょうに合あわないわ。

　私は頭を下げたまま、言葉を付け足す。

「ただ、私からも条件があります」

「もう望みは叶っただろう」

　顔を上げると、クシャナは怪け訝げんな表情を浮かべながら私を見つめた。

「いえ、まだです。悪女は欲深いんですよ」

　クシャナの圧など気にも留めず、私は口角を軽く上げて微笑んだ。

「悪女、ね……。お前の願いはなんだ？」

　クシャナは私をまじまじと見る。

「その前に、どうして魔法の力が必要か教えてください。あと、どれくらいの期間必要としているのかも」

　十年契けい約やくとかだったら困るもの。内容を先に聞いておきたい。

　交こう渉しょうの際の重要な確認事じ項こうだわ。

「今はまだ言えない。ただ不可能なことは頼たのまないと誓ちかおう」

　私はそれ以上クシャナに聞いても無む駄だだと悟さとる。

　彼女がまだ言えないというなら、私がどれだけ追つい及きゅうしたところで話してはくれないでしょうし。

「では……改めて条件を追加するわ」

　私はこほんと息をついた後、きっぱりと宣言する。

「貴女あなたが身につけた武術を全て教えてほしい」

　堂々と宣言した途と端たん、民達の目つきが一気に鋭するどくなり、敵意と嫌けん悪おに満ちた空気に変わった。

　こんな風に見られるのはもう慣れている。デュルキス国で何年悪女をやってきたと思っているのよ。これぐらいの視線なんて痛いたくも痒かゆくもないわ。

　嫌われてもいい。非難されてもいい。この森の民達に泥どろ棒ぼう扱あつかいされて罵ば倒とうされてもいい。

　今の私は、目的のためなら手段を選ばない。どんな強敵が現れても、身近な者を守れるぐらいの強い力が欲しい。

　そのためになら、誰にどう思われようと使えると思ったものは全て使うわ。

　クシャナは「へぇ」と口の端はしをクッと上げ、感心の目を私に向ける。

「敵の陣じん地ちに乗り込んで、さらに我らを煽あおるか……。貴族のご令れい嬢じょうだったんだろう？　そんな度胸一体どこで手に入れた？」

「意志ある者は強いのよ。動機が不純でも良い、確固たる意志を持っていれば私はどこへでも行ける」

　国外追放されて、この国の王子と仲良く冒ぼう険けんしている私が言うんだもの。説得力はあるわ。

「お前は私に似ているな。…………相当難しいぞ？　私が習得した武術を全て身につけるのは」

　クシャナと戦った時の動きを見ていて、どれくらい難しいかは嫌というぐらい分かっている。

　だけど、ここで引き返すわけにはいかない。

「覚悟はとっくに出来ているわ」

　私がそう言うと、クシャナはシーナの方に視線を向ける。その視線だけで会話出来たのか、シーナはゆっくりと首を縦に振った。











現在二十歳　キャザー・リズ






「あら、リズ??　おかえりなさい!!」

　町へ戻もどり、実家の扉とびらを開けるなり、お母さんはパッと表情を明るくして私の元へと駆かけ寄よってきた。

　ふわっと私の大好きな甘いシナモンの香りが漂ただよう。

　お母さんの顔を見ると安心する。けど、もう全てをさらけ出すことなんて出来ないのよね。お母さんに心配をかけてはいけないもの。

　今、魔ま法ほう学園や王宮が大変な時期だってことは嫌いやというほど分かっている。私が吞のん気きに実家に帰っている場合じゃないってことも。それでも、今日一日だけ、心を落ち着かせる日が欲ほしかった。

　そうしないと、私はだめになってしまう。聖女は暗い部分を見せてはいけないのだもの。

　ここから一歩出れば私は聖女として生きていかなければいけない。そんなプレッシャーにたまに押しつぶされそうになる。

　ただのパン屋の娘むすめに戻れることはもうないけれど、今日だけは「聖女」としての役目から逃にげ出だしたかった。

　お母さんは私を力強く抱だきしめた後、少し首を傾かしげて私を心配そうに見つめる。

「何かあったの？」

「ううん、何もないわ！　久しぶりにお母さんの作るパンが食べたくなったの！」

　何も知らないお母さんに私は満面の笑えみで噓うそをつく。

　私はもうすぐ魔法学園を卒業する。聖女である私は国の未来のために生きることになる。

　その前に、お母さんの顔を見たかった。

　ここにいる間は普ふ通つうの女の子に戻れる。聖女という肩かた書がきに縛しばられずに済む。

「もうすぐパンが焼き上がるとこよ！」

　お母さんは嬉うれしそうに鼻歌交じりに、キッチンへと軽かろやかな足取りで向かう。

　私が帰ってきたことをこんなに喜んでくれるなんて……。

「お父さんももう少しで帰ってくるはずよ〜！　ラズベリーパイを作るために材料を買いに行ってくれてるの！　きっと、リズが帰ってきたのを知ったらとっても喜ぶと思うわ」

　キッチンの方からお母さんの大きな声が聞こえてきた。

　その言葉に笑みが零こぼれる。私は家族の愛に包まれてぬくぬくと育ってきたのだと自覚する。

　この温かい家でずっと過ごせれば良いって幼い頃ころは思っていたのにね……。

　いつの間にか全く違ちがう人生を歩んでいた。デュークや皆みなに出会えたことは私にとって最高に幸せでかけがえのない宝物。その思いはきっと死ぬまで変わらない。

　けれど、ふと思ってしまう。もし私がなんの能力もない女の子だったらって。

　こんなこと、皆の前では口が裂さけても言えないけれど「普通」でいられるのは、幸せなことなのよ。凡ぼん人じんは特別に憧あこがれて、天才は何も持たないことに憧れる。皮肉なものね……。

　って、だめよ、リズ!!

　落ち込んでなんかいられないわ！　ここに帰ってきたのは、自分を元気づけるためなんだから！

「私、自分の部屋にいるね〜！」

「あ、今リズの部屋は……！」

　お母さんが何を言ったのか聞こえなかった。私は駆け足で懐なつかしの自分の部屋へと向かう。

　ガチャッと扉を開けると、しかしそこは私の知らない部屋になっていた。

　花はな柄がらの布ふ団とんがあるベッドや薄うすピンク色の机はなく、青色や緑色でまとめられたまるで男の子の遊び部屋。

　視界に茶ちゃ髪ぱつの小さな可愛かわいらしい男の子の姿が入る。

　……この子はどこの子？　私に弟なんていないはず。

「リズ！　ごめんなさい！　説明し忘れていたわ！」

　お母さんが慌あわてて私の元へとやってきた。私は状じょう況きょうが理解出来ず、小さな男の子と目が合ったまま固まっていた。

　お母さんは部屋に入ってくるなり、男の子を抱き上げる。彼はギュッと小さなクマのぬいぐるみを抱きしめていた。

　私が小さかった頃は、ウサギのぬいぐるみが好きだったっけ。

「この子はマックス。お父さんと相談して、養子を迎むかえ入いれることにしたの。リズになんの相談もしないで悪かったわ。ただ、忙いそがしい貴女あなたに伝えるタイミングを逃のがしてしまったの」

　お母さんは申し訳なさそうに、どこか焦あせりながらそう説明する。

「そんな表情かおしないでよ。別に私は怒おこったりしないのに……。むしろ弟が出来るなんて喜ばしいことだわ」

「ありがとう。血は繫つながっていないけれど、マックスは私達の家族よ」

　……けど、お母さんにそんな幸せそうな表情をされると少し複雑な気持ちになってしまう。

　すっかり馴な染じんでいる彼を見ていると、知らない間に私の居場所がなくなってしまったように思えた。

「まだ赤ちゃんの頃に引き取って、今年で三歳になるの。ちゃんとこの子にリズの話もしてるのよ。五年前にリズが特別な女の子だとわかって、突とつ然ぜん魔法学園に入ることになって寮りょうまで用意されてしまってから、お母さんもお父さんもとても寂さびしくて……。リズが私達にとって大切な娘であることは変わらない。けど、このままもう一いっ緒しょに暮らせなくなるのかと思うと耐たえられなくて……」

　お母さんが言いたいことはちゃんと理解出来る。頭では分かっている。

　何も言葉が出ない私にお母さんはさらに付け加える。

「マックスを養子にしてから、少し安心したの。この店はリズのおかげもあって人気でしょ？　だから、この子がいてくれれば、これからも店を続けていけるわ」

　嬉しそうにマックスを見つめながら話すお母さんに私は少し苛いら立だった。

　こんな気持ちを抱いちゃいけないのに……。

　聖女である私は、新しい弟を拒こばむことなんて絶対に出来ない。そんな醜みにくい部分を両親に知られてはいけない。

　学園に入学して約五年、私は一度もここに戻ってこなかった。連れん絡らくもほとんどしていなかった。

　だからこそ、この状況を受け入れなければならない。喜びに満ちた笑え顔がおで、弟を受け入れなければならない。

「そうね！　確かに、この店を続けていくには跡あと取とり息むす子こが必要だもの！　それに私もこんなに可愛らしい弟が出来てとっても嬉しいわ！」

　私はわざとらしいくらいに明るい声を出す。そっとマックスに近づいて、自己紹しょう介かいをした。

「リズよ。貴方あなたのお姉さんなの。よろしくね、マックス」

　純じゅん粋すい無む垢くなその瞳ひとみに映る私は、うまく笑えているかしら……。

　私はマックスの小さな手を優やさしく握にぎりながら、この家に自分の居場所はなくなってしまったのだと痛感した。

　マックスが悪いわけじゃない。本当に可愛らしい天使のような弟だと思う。

　それなのに、このモヤッとした気持ちはなんなのかしら……。

　私は彼の遊び相手になりながら、自分の気持ちの正体を探さぐる。

　この気持ちは、アリシアちゃんにも感じたことがある……。恋れん愛あいとは別だけど、おそらく嫉しっ妬とだわ。

　こんな小さな男の子に嫉妬するなんて姉として失格ね。

　マックスの頭をゆっくり撫なでながら、ふと誘ゆう惑わくの魔法のことを思い出した。

　こんなことを思っていたら、また無自覚に魔法を使ってしまうのかしら？

　自分自身、そんな魔法を使っているなんて思いもしなかった。だけど、自分を守るために無意識に使っていたのだ。めちゃくちゃ最低じゃない、私。

　…………それでも、魔法を使ってでも私はデュークに愛されたかった。

　一番振ふり向むいてほしい相手が振り向いてくれない。それなら、こんな魔法が使えたってなんの意味もないのに。

　思わず苦く笑しょうしてしまう。

「マックス、ごめんね。お姉ちゃん、用事思い出しちゃった」

　力の抜ぬけた声でそう言って、部屋を出た。

　この家に自分の居場所はもうない。けど、それでいいのよね。

　聖女として生きる私が、この家で普通に暮らすことは、この先きっとないのだから。

　幼い頃いつもこっそり忍しのび込んでいた倉庫に向かい、ギギギッと音を立てて扉を開ける。

　暫しばらく誰だれも入った形けい跡せきがない。やっぱり、ここで遊んでいたのは私だけだったみたいね。

　倉庫へと足を踏ふみ入れる。

　埃ほこりまみれだけど、昔と少しも変わっていないわ。

　破れて読めなくなった本、使わなくなった食器、どこで買ったのか分からない安いアクセサリー、鳴らなくなったオルゴール。

　ガラクタばっかりがある場所。それでも、まだ幼かった私にとって、ここにあるもの全てが宝物だった。

「懐かしいわ」

　思わず声が漏もれる。

　……ここはいつまでもこのままでいてほしいわね。

　埃まみれの棚たなに、小さく光るものを見つけた。

　あ、このガラス……。

　光の魔法を初めて使った時、この部屋の窓が割れた。

　あまりに魔ま力りょくが強すぎたせいで、窓ガラスが耐えられなかったのよね……。

　幸い怪け我が人にんは誰もいなかった。

　ガラスの破は片へんにそっと触ふれながら、今までのことを思い出す。

　私はたくさんの人に迷めい惑わくをかけた。一番はアリシアちゃん。

　迷惑をかけたと分かっているけれど、また時が戻っても同じようなことをしてしまう気がする。

　あの時の私はあれが精せい一いっ杯ぱいだった。己おのれの正義を押し通さないと、彼女に負けてしまいそうで……。いいえ、最初からアリシアちゃんに勝てたことなんてないわね。

　強しいて言えば、魔力ぐらいかしら。

　フフッと自分の愚おろかさを嘲ちょう笑しょうする。

「暴力のない平和な世界をつくりたい。……って言うだけなら簡単よね」

　心から誰もが笑顔でいられるような世界をつくりたい、と本気で思っていたのだ。

　けれど、現実はあまりにも厳しかった。ロアナ村の存在を知っても、実際に見に行く勇気なんて、私にはなかった。

　いつかは村人達を助けたい──そう思っていたけれど、その「いつか」が来る前にアリシアちゃんは全て解決してしまった。

　……本当にどこまでも敵かなわない。

　でも今の私なら、やれると思っている。何も出来なくても、まずは現状を理解するということが始まりの一歩だったのだから。

　自分より五歳も年下の女の子に教えられるなんてね……。デュークが彼女を好きな理由がよく分かるわ。

　…………私も、アリシアちゃんみたいになりたかった。

　視界がだんだんと霞かすんでくる。自分が泣きかけているのだと気付くのに少し時間がかかった。

　どう足搔あがいても手に入れることの出来ない心。それをいつまでも追い続けるのは苦しかった。悔くやしくて、やるせない思いでいっぱいだった。

　込こみ上げてくる熱いものが、ゆっくりと頰ほおを伝う。

　デュークは私の気持ちに気付いていたし、彼に告白もした。

　見事に玉ぎょく砕さいしたけれど……。「友達のままでいたい」なんて、恋こいする乙女おとめにどれほど残ざん酷こくな言葉か分からないでしょ、デューク。

　──私はただ貴方に、女として見てもらいたかった。

　声を押し殺してひたすら泣き続ける。

　一度溢あふれ出した想おもいを止めることはもうできない。この倉庫の中でなら、私はただの女の子になれる。今日だけは素す直なおに自分の気持ちに向き合わせて。

　明日からまた、いつもの私に戻るから……。デュークには、いつもと変わらず明るい笑顔を向けるから。

「本当に……、ただ、私は……、ただデュークのことが、……大好きだったのよ」

　嗚お咽えつしながら、とめどなく涙なみだを流す。

　こんなに自分の気持ちを表に出したのは初めてだ。失しつ恋れんしたのだと改めて実感する。

　最初から、あの二人の間に入る隙すきなんてなかった。けど、好きになっちゃったのよ……。

　私だって、私のことを全く好きにならない人を想い続けるのはやめたかった。私を好きになってくれる人を好きになりたかった。

　けれど、人の心なんてそんなにうまくは動かない。

　理り屈くつじゃ感情は変えられない。

　このままこの気持ちを抱き続けていくのは苦しくてしょうがない。

「リズ〜？」

　遠くからお母さんの声が聞こえた。

　ウソ！　なんでこっちに来るの!?

　私は急いで涙を拭ぬぐう。目が赤くなっているのは隠かくせないけれど、埃が入ったって言えばなんとかなるはず……。

　私が返事をする前に、ガチャッと倉庫の扉が開いた。

　私の顔を見るなり、お母さんは目を見開く。私は誤ご魔ま化かすように笑みを浮うかべた。

「リズ、何かあった？」

　お母さんが眉まゆを八の字にして心配そうに私を見つめる。

「……目に埃が入っただけ。それよりどうかしたの？」

「……そう？　それならいいけど。……マックスと果物屋さんに行こうと思うのだけど。お留守番頼たのんでも良いかしら？」

「勿もち論ろんよ、行ってらっしゃい。気をつけてね」

　ちゃんといつも通りの私で返したはずなのに、お母さんはどこか戸と惑まどっている。

「……リズも一緒に行く？　疲つかれて帰ってきてるのなら、家でゆっくりしたいかなって思ったのだけど」

　あ、お母さんに気を遣つかわせてしまっている……。

「ううん。私は一人で大だい丈じょう夫ぶよ。気にしないで」

「本当？　本当に大丈夫？」

「ええ、楽しんできて！」

　お母さんのしつこさにイラッとしてしまう。今は一人にしてほしい。

「……でもせっかくだし、やっぱり私達と一緒に」

「だからいいって!!」

　無意識のうちに大声を出していた。空気が一いっ瞬しゅんにして変わるのが分かる。

　生まれて初めて家族に対して声を荒あららげてしまった。

　……どうしよう。私、お母さんになんてこと。

　自分でも衝しょう撃げきを受けながら、恐おそる恐おそるお母さんの顔を見つめる。

　お母さんの驚おどろいた表情が切なさに覆おおわれていった。

　お母さんにそんな顔をさせてしまった自分を憎にくく思う。

　頭を冷やさないと……。

　感情的になった状態でお母さんと接してはいけないわ。マックスがここにいなくて良かった。こんな姿、見せられないもの。

「ご、ごめんなさい。少し、一人になりたいの」

　私は逃げるようにしてお母さんの横を通り、倉庫を後にした。

　家の中で心を静められる場所なんてなく、私は裏口から家を飛び出す。

　人通りがない裏道。何も植えられていない花か壇だんに腰こしを下ろす。

　盛せい大だいにため息をつき、頭を抱かかえた。

　…………私、どんどんだめになっている気がする。

　口では良いいことばかり言ってきたのに、何も行動してこなかったつけが回ってきたのかしら。

「こんなんじゃ、聖女なんて名乗れないわね」

　私は自じ嘲ちょう気味に独り言を呟つぶやく。




「やめたいかい？　聖女」




　突然の声に身を強こわ張ばらせる。まさか誰かに聞かれているとは思わなかった。

　声がした方に顔を向けると、そこには見慣れた顔があった。

　どうして、彼がここに……？

「カーティス？」

　緑色の長い髪かみを珍めずらしくハーフアップで結んでいる。いつもと違う雰ふん囲い気きに一瞬誰だか分からなかった。

　いつも摑つかみどころのない彼だけど、今はその思し慮りょ深ぶかい瞳で私を見み据すえてくる。

　何な故ぜか全てを見み透すかされているような気持ちになり、気まずく目を逸そらした。

「リズちゃん、元気ないね〜」

　明るくて緊きん張ちょうが解ける声。普ふ段だん通りの彼だ。カーティスは笑顔で私の隣となりに座る。ふわっと落ち着く香りが漂う。

「そんな風に見えるかしら？」

　私がフッと口角を上げて言うと、カーティスは意外そうに私を見つめたが、すぐにいつもの口調に戻る。

「うん、なんか辛つらそうだったよ」

「少しだけ……落ち込んでいたの。けど、もう大丈夫よ」

「そう？　それならいいけど」

「……カーティスは誰にでも優しいわね」

　言おうと思っていなかった言葉がつい出てしまった。

「八方美人なのが俺だからね〜。それに俺はいつでも女の子の味方でいたいしね」

「女の子を口説く天才ね」

「褒ほめ言葉として受け取っておくよ」

　彼の言葉で心なしか元気になり、表情が和やわらぐ。カーティスの不思議な魅み力りょくだ。

　カーティスは確かに八方美人かもしれないけれど、誰も彼を嫌きらったり憎んだりしない。むしろそこを好きになってしまう。

　穏おだやかな風が吹ふき、私達の頰を優しく撫でる。カーティスの緑色の髪がサラッと靡なびいた。

　髪、サラサラね。男性の中では一番美意識が高いんじゃないかしら……。

「久しぶりにね、家に帰ってきたの。けど、私の居場所はもうなくなってたんだ」

　作り笑いを浮かべながらそう言った。

　何故か、私はカーティスに自分の話をし始めていた。黙だまって彼は聞いてくれた。

　誰でも良いわけではない。きっとカーティスだから話してしまったのだろう。

　弟が養子として迎え入れられたこと、デュークを本気で好きだったこと、そして、アリシアちゃんに嫉妬して、その反面憧れていたこと。……叶かなわない恋から抜け出せず、引きずってしまっていること。

　支し離り滅めつ裂れつになりながらも、全て話した。

「そっか」

　話し終えると、カーティスは静かにそう言った。

　スッキリした。たとえ、今の話を非難されたとしても、聞いてもらえただけで満足だ。

「話を聞いてくれてありがとう」

　私は素直な気持ちで礼を言った。

　カーティスにとっては、つまらない話だったかもしれない。聞きたくない話だったかもしれない。聖女としての自覚が全く足りないと思われたかもしれない。

　けど、私は心の底から彼に感謝した。

「天使みたいな笑顔の女の子」

「え？」

「リズに対しての最初の印象。誰から見ても君は『いい子ちゃん』だった。心の内では何を考えているのか分からなかった。それが時に俺からしてみれば不気味にさえ思えた。けど、本当の君はすごく人間臭くさくて──素す敵てきだね」

「……!!」

　カーティスは、女の子を口説くのが本当にうまい。

　…………でも、その言葉に救われた。

　スッと体が軽くなったような気がする。だから、彼は皆に愛されるのね。

「……どうしてここに来たの？」

　ふと気になったので質問をしてみた。沈ちん黙もくが続き、暫くしてカーティスは口を開いた。

「ジルが行けって」

「ジル君が？」

　想像していなかった人物の登場につい聞き返してしまった。

「ああ。本当のリズを見てから、彼も彼なりにリズのことを気にかけていたんだよ。一人になったら自己嫌けん悪おに陥おちいっちゃうんじゃないかって。ジルは今ウィル様のことで忙しいから、代わりに俺が来たんだよ」

「……そ、そうなの。でも、どうしてジル君が？」

　ジル君が私のことを嫌っているのは昔から知っている。それも憎ぞう悪おを込めた激しい嫌悪を。

　あの感情はそう簡単に覆くつがえすことが出来ない気持ちだ。

　それでも私のことを心配してくれたのは、彼が本当に優しい人だからだろう。

「彼の言動の軸じくになるのはアリちゃんだ。アリちゃんならこう言う、アリちゃんならこう動く。彼はそれに従ったまでなんだと思うよ」

　ジル君を羨うらやましいと思った。私にはそんな風に模も範はんに出来るような人がいない。

「それと」と、カーティスは付け加える。

「めそめそしてる暇ひまあるんだったら、その能力を活いかせば？　って、ジルが言ってたよ」

「……っふふ、あははは」

　思わず声を出して笑ってしまった。

　彼らしい。眉をひそめながらそう言っているジル君が容易に想像出来た。

「そうね、めそめそしてる暇なんてないわよね。この家で私が出来ることなんてもうないもの！　私はこの国のために働かないと！　それが私の運命なんだから」

　私はすっくと立ち上がり、満面の笑みをカーティスに向けた。

　さっきまでの息苦しい感覚は、もうない。

「そうだよ。それにさっさとアリちゃん達には戻ってきてもらわないとね。デュークと二人で隣りん国ごくにバカンス行ってるって思うと腹が立つでしょ？」

　カーティスのその言葉に、私はさらに笑みを零したのだった。











現在十六歳　ウィリアムズ家長女　アリシア






「何、ここ……」

　私は目の前に広がる景色にぽかんと口を開ける。

「滝たきです」と、冷静に返すシーナ。

　それぐらい見れば分かるわ、と思わず心の中で突つっ込こんでしまう。

　この滝はただの滝ではない。微かすかだが魔ま力りょくを感じる。……魔力でもないわね。何か「気」を発しているように思えた。

　ここだけが異空間だと思えるぐらい空気が清らかで、不思議な感覚になる。そういえば、キイと出会った場所もこんな感じだったわね。

　私がその光景に圧あっ倒とうされている間に、シーナはトントンッとリズムよく石の上を渡わたり、滝にそっと触ふれる。

　その瞬しゅん間かん、滝が綺き麗れいに真っ二つに割れた。彼女は私の方をチラッと見て「こっちです」と澄すんだ声で言い、滝の奥へと入っていく。

　一体何が起きているのよ……。

　普ふ通つうの人間が滝を真っ二つになんて割れるわけないわ。

　聞きたいことが多すぎるが、今は彼女についていくしかない。

　私も彼女に続いて石の上を軽かろやかに飛び、滝の奥へと入った。私が入ると、滝はカーテンのように閉まり、元に戻もどる。

　どういう仕組みになっているのか気になるわ。魔ま法ほうではなさそうだし……。いや、でもこんなこと魔力がなければ出来ないわよね？

　頭をぐるぐると回転させて、何がどうなっているのかを必死に考えるが、唯ゆい一いつ思いつくのは…………。

「そうそう、言い忘れていました」

　シーナがハッと思い出したように声を出した。

「実は、あの滝の前に広がっている水面に落ちれば死んでしまいます」

　……そういうのはもっと早くに言いましょ、シーナ。

「溶とけてしまうんです」

　彼女は自分の右みぎ腕うでの皮ひ膚ふを人差し指でさしながら、二回ほど軽く叩たたく。

　結構グロいやつじゃない!!

　死し致ち林りんの湖みたいに体に毒素が回るとかの方がまだいいわ。皮膚が溶けていくなんて普通に痛そう……。

「アリシア様が落ちなくて本当に良かったです」

　シーナはそう言って、柔やわらかく微笑ほほえむ。

　…………怖こわいわね、彼女。クシャナとは違ちがう種類の圧を感じる。

　おそらく、誤って私が落ちれば、そこまでの実力だと見限っていたのだろう。このくらいやってのけて当たり前だと思っている。

　やっぱりここは敵てき陣じんだということね。気を抜ぬいていられないわ。

「では進みましょう」

　とはいうものの、滝の奥がどうなっているのか暗くて全然見えない。一体どうやって進むの!?　と疑問に思ったところで、シーナはニコッと私に笑え顔がおを向け、壁かべをコンコンコンッと三回叩いた。すると、一気にその場が明るくなる。

　一面の壁の上に等とう間かん隔かくで取りつけられた外灯のようなものに順番に光が宿っていく。

　そして、私達の前に長い道が広がった。

　だからこれは一体どういう仕組みなのよ!!

　心の中で盛せい大だいに突っ込みつつ、私達は長く終わりが見えない道を歩き始めた。

　最初のうちは黙だまっていたものの、やっぱり気になって口を開く。

「ねぇ」と私の声が響ひびく。シーナは「なんでしょう」と私に視線を向けることなく応じた。

「魔法でもないのに、どうやってこの明かりをつけたの？　あと、さっきの滝を真っ二つに割ったり……」

　この質問を予想していたのか、「さぁ？」とシーナは含ふくみのある笑えみを浮うかべる。

　……その仕組みは自分で見つけろってこと？

　なんでもかんでも教えてくれるわけないわよね。ここはあくまで敵陣。

　手品でも仕し掛かけていない限り、この場所には特別な何かがあるはず……。

　私は死致林での出来事を思い出す。あの時、あの場所にはキイによる魔力があった。

　ということは、一番可能性が高いのは別の妖よう精せいがいるってこと？

　この森に村があること自体ヴィクターは知らなかった。王子である彼ですら知らないのなら、ラヴァール国の人達は誰だれもここの存在を把は握あくしていない。

　ならばここに妖精がいたとしても、その存在が明らかになることはない。

　じゃあ、やっぱりここに妖精がいるって考えるのが妥だ当とうかしら…………。

「たくさん悩なやんでいて可愛かわいらしいわね」

　シーナは悶もん々もんとしている私を見つめながら楽しそうな笑みを浮かべる。彼女の表情に少しムッとした。

　……真しん剣けんに考えているのに。

「神域」

「え？」

　シーナが驚おどろいたように私を見み遣やる。

「ここは、いわゆる妖精や神のような力が宿る場所……なのではないですか？　おそらくマディ──シャティもそういうものとして扱あつかわれている。だから村の人は大切に崇あがめている。……とか？」

　そうでも考えないと、説明がつかないもの。私の言げん及きゅうにシーナは満足そうな笑みを浮かべ、再び歩き出す。

「こっちよ」

　右と左で道が分かれているところをシーナは右に曲がる。

　明確な回答はなし──か。だけどシーナの表情から、私は自分の考えが当たっていると確信する。すっきりした気持ちで、少し遅おくれて彼女の後をついていった。

　もう結構歩いているような気がするけれど、まだ目的地に着かないのかしら……。

　景色が全く変わらないから、無限ループの世界に入ってしまったような気がする。

「あとどれくらいで着くの？」

「そうね……。もう少しよ」

　本当にシーナを信用していいのかだんだん不安になってくる。

　このまま私、ここで祀まつられている神様の生いけ贄にえにされたりしないわよね？

　…………アリだわ。

　神様と戦えるなんて悪女として最高の試練じゃない！

　そう考えると、自然と口元が緩ゆるんでしまう。

　神様を倒たおすことが出来れば、絶対にとんでもない悪女として名を残すことになる。実際、勝てるかどうかなんて分からないけれど、神に立ち向かったってことはちゃんと世の中に伝えておいてもらいたい。シーナに頼たのんでおこう。

「私が死んだら、絶対皆みなに伝えてね」

　突とつ然ぜんの私の宣言にシーナは目を瞬しばたたいたが、冷静な声で返答する。

「アリシア様に何かあったら私がクシャナに殺されます。だから、決して死なせはしません」

「え、私、生贄なんじゃないの？」

「逆にどういう発想で生贄にたどり着いたんですか」

　シーナは呆あきれた表情を浮かべる。私はとても残念に思った。

　なんだ……。神様と戦えないのか……。

　じゃあ、今から行く先には一体何があるの？

　どれぐらい歩いたのか分からない。

　ただ、ずっと同じだった景色が少しずつ変わってきているように思えた。

　地面には草が茂しげり、湿しっ気けはなくなり、気付けば新しん鮮せんな空気を吸っているような感覚。

　……既き視し感かん？　キイと出会った時のことを思い出すわ。

「ここです」

　シーナはその場に立ち止まる。目の前は行き止まりだった。茶色い岩の壁が私達と向かい合わせにあるだけだ。

　……この壁を壊こわしてくださいってこと??

　鍛きたえてはいるけれど、私にそこまでの馬鹿力はないわよ。相当劣れっ化かした岩なら崩くずすことは出来るかもしれないけれど。

　まぁいいわ。悪女たるものとりあえずやってみるしかない！

「分かったわ。破は壊かいすればいいのよね？」

　私はいそいそと壁に向かって飛び蹴げりの準備をする。

「違います」

　シーナに即そく答とうされる。

　え、と飛び蹴りの構えのままシーナの方へと視線を向ける。

　だって目の前は行き止まりでしょう？

　もしかして、道を間ま違ちがえたとかかしら。

「アリシア様は変わって……、独特ですね」

　せめて「面おも白しろいですね」って言ってほしいわ。

　私はシーナをジトッと睨にらむ。そんな私と視線を合わせながら、シーナはフッと目を細めて笑う。

「この壁を壊してもあるのは岩だけです。……なので、下に落ちましょう」

　すると彼女はコンコンッと靴くつの踵かかとを軽く地面に二回叩きつけた。その瞬間、地面がガガガッと音を立てて開く。

「ええええ!?」

　驚きの声もむなしく、私達はその場から落ちていく。最初の数秒間だけ凄すごいスピードで落下したが、少しすると緩やかになった。もはや言葉が出ない。

　今、自分がどういう状じょう況きょうなのかさっぱり分からないわ。流石さすが神域……理解の範はん疇ちゅうを超こえている。

　床ゆかが開く仕掛け、というよりかは、シーナが合図を出したように見えた。

　落ちていく景色は、青空の中にいるみたいだった。雲があり、目の前には美しい澄んだ空が広がっている。

　…………綺麗な場所。

　待って、景色にうっとりしている場合じゃない！　どうして床の下が空になっているのよ。

　私は穏おだやかな表情で一いっ緒しょに落ちているシーナの方を見る。

　なんて優ゆう雅がな表情で落下してるの……。紅茶の入ったティーカップを持っていても不思議ではないくらいよ。

「ねぇ、ここどこ!?」

「すぐに分かります」

「…………というか、どうやって地面に着地するの？」

「大だい丈じょう夫ぶです」

　シーナは私を安心させるような笑みを浮かべるが、私は少しも安心できない。

　どうしてなんの情報も与あたえてくれないのよ……。このまま落下死だけは嫌いやよ。それなら、神様と戦って死にたいわ。

　そんなことをぼんやりと考えていると、ようやく地面が見えてきた。

　……一面のお花畑。

　色とりどりのパステルカラーの小さな花達が生き生きと咲さいていた。遠く先まで全てが花に覆おおわれている。

「なんて素す敵てきなの」と思わず目の前の景色に釘くぎ付づけになる。

　女の子が喜びそうな場所ね。

　可愛いがギュッと詰つまっていて、乙女おとめ心ごころを刺し激げきする。こういうところで告白すれば八割ぐらいは成功するんじゃないかしら。

「さっきまでの場所とは大違いね」

「そうですか？　私はあの薄うす暗ぐらい通路も素敵に思います」

　シーナは私の言葉に静かにそう返した。

　彼女の表情から、ここがとても大切な場所なんだということが分かる。

　……この世界は本当に不思議なことばかりね。乙女ゲームという気がしないもの。

　ここの情報の一部が前世にいた世界の誰かの脳内に入って、乙女ゲームが作られたんじゃ!?　って考えたくなるぐらい、今私が生きている世界は複雑だ。

　ハッと気付けば、今にも地面すれすれのところまで来ていた。

　ぶつかるっ！　と思った瞬間、体が宙に浮いたまま止まった。着地する前にギリギリのところで止まるなんてお話の中ではよくあるけれど、自分がそれを体感するなんて思ってもみなかった。

　…………あっっっぶなかった。

　チラッとシーナの方を横目で見ると、彼女は涼すずしい表情でお花に囲まれながら立っている。

「……どうして」

　私が呟つぶやいた瞬間、そのままボトンッと地面に落ちた。

　別に痛くないけど、どうして私だけ着地がダサいのよ！

　私はすぐさまその場に立ち上がり、シーナを睨む。彼女はにこやかに笑みを浮かべた。

「アリシア様には、ここで鍛たん錬れんしてもらいます」

「……こんなメルヘンチックな場所で？」

　この場所は鍛錬するっていうよりも憩いこいの場に思えるのだけど……。

　澄んだ空気に、可愛らしい小さな花達。さらに、甘く眠ねむくなるような香りを放っている。

　私は落ちてきた空を見上げる。

　青く染まった雲一つない晴れた空。……本当にどういう仕組みになっているのかしら。

「相手は？」

「……それは私にも分かりません」

「どういうこと？」

「人によって戦う相手が違うので」

　…………何そのワクワクドキドキな展開！

　まさか本当に神様が相手とか？

　私の目が輝かがやくのを見たシーナはフッと含みのある笑みを浮かべた。

「私の場合はクシャナでした」

　私は「クシャナ？」とオウム返しをする。

「はい。……最も戦いたくて戦いたくない相手」

「それって、幻げん想そうと戦うってこと？」

「少し違いますが、雑に言うとそういうことです。限りなくリアルに近い幻まぼろしです。顔、体格、性格、能力さえも全て一緒です」

　それって要はバーチャル魔法？　と聞こうと思ったがやめておいた。

「じゃあ、クシャナは誰と戦ったの？」

「……それは私の口から言えません」

「そう。……もし、その対戦相手に勝てなかったらどうなるの？」

「死にます」

「え」と私は小さく声を漏もらす。

「厳密に言えば、魂たましいを吸い取られます」

　シーナは冷静な口調でそう言った。

　確かに戦いで負ければ死ぬのと同じ。けど、魂を取られるっていうのはよく分からない。

　だって、誰に取られるのよ……。閻えん魔ま様？

「よく分からないけれど、聞いても何も教えてくれないのよね？」

「はい。終われば全て分かります」

　暖かい風がふわっと柔らかく吹ふき、私達の髪かみの毛けが緩やかに靡なびいた。私は風が来る方向を目を細めながら見つめた。

　シーナは「時間です」と澄んだ声を発する。

　時間って？　と聞こうと彼女の方を振ふり向むいた瞬間、シーナはもうその場所にはいなかった。

「ご武運を」

　最後に、彼女のその言葉だけが耳に響いた。

　シーナが去ってから、私は風の先から何が来るのかを待った。

　これでもしジルが来たりしたら、私、戦えるかしら……。

　ジルを守るって約束したんだもの。戦えっこない。

　逆にデューク様だったら、是ぜ非ひ一戦を交えたいわ！　デューク様と本気で勝負なんて幻でもないと出来ない。でも、私の予想はリズさんね。私が認めたライバルだもの。彼女と戦えるなんて楽しみで仕方がない。

　薄うっすらと周囲の霧きりが現れ、私は全神経を集中させる。すると、何者かの気配が現れた。男性だということは分かる。

　私は反射的に身構えた。

　いつどこから攻こう撃げきされるか分からない。相手は私を殺すつもりでいる。油断大敵だわ。

「…………──噓うそでしょ」

　目の前に現れた人物に、私は大きく目を見開く。

　どうして…………。私は瞬まばたきも忘れて、彼をじっと見つめた。

「ウィルおじいさん」

[image: ]

　声が掠かすれる。

　久しぶりに見た懐なつかしいウィルおじいさんの姿に、私は駆かけ出だして抱だきつきたくなった。その衝しょう動どうをグッと堪こらえる。

　私の目に映っているウィルおじいさんは元気そうだ。とてもドッテン病にかかっているとは思えない。……幻だから当たり前かもしれないけれど。

　それでも元気なウィルおじいさんの姿を見ることが出来て嬉うれしかった。

　いつもと変わらない優やさしさと温かさが滲にじみ出でている。左目にある黄金の瞳ひとみに、呆ぼう然ぜんとしている私の姿が映っていた。

「アリシア」と柔らかな声が耳に響く。

　思わず涙なみだが出てきそうになった。私の背中をいつも押してくれた大切な人。

　ウィルおじいさんがいなければ、私はここにいなかった。色んなことをたくさん教えてくれた恩師であり、かけがえのない家族のような人だ。

　…………そんな彼と戦えって言うの？

「わ、私、ウィルおじいさんとは戦えませんわ」

　戸と惑まどいつつも私はそう言った。

　ウィルおじいさんはそれに複雑な表情を浮かべる。

「わしを倒さなければ、ここから出られないぞ。そして、成長もしない」

「で、ですが……」

　どうして運命はこうも皮肉なのだろう。

　私は強くなりたい。

　なりたい自分になるためには手段を選ばない。それが悪女だもの。

　……でも、ウィルおじいさん相手だと話は違う。

「わしを殺すつもりできなさい。それに、今のわしは魔法が使えるようじゃ。手加減は無用だ」

「……天才と言われた方の魔法を受けることが出来るなんて光栄ですわ」

　いつも通りの私でいようとなんとか強がってみせる。

　魔法が使えるウィルおじいさんだなんて…………。私の理想だった。ずっと無茶な願いだと思っていたのに、この場所ではそれが叶かなうのね。

　ずっと彼に憧あこがれていた。豊富な知識、あっと驚くような知ち恵え、物事をいつも俯ふ瞰かん的てきに捉とらえる視野の広さ、優すぐれた聴ちょう力りょく、何が起こっても冷静であり課題解決能力に長たけている。

　そして、悲ひ惨さんな過去があるのに、それを感じさせない余よ裕ゆう。

　…………きっとどこかで、この人みたいになりたいと思っていた。

　だから、私の対戦相手はウィルおじいさんなのかしら……。

　ウィルおじいさんが相手なら、確かに勝ちたい、勝たなければと思ってしまうのよね……。

「ウィルおじいさんこそ、手加減しないでくださいね」

　私は口角を上げて、彼を真っすぐ見つめた。

　まさかこんな日が来るなんて思いもしなかった。

　私は深く息を吸い、心を落ち着ける。花の甘くリラックスする香りを感じる。

　どんな状況でも決して揺ゆるがないのが理想の悪女。大きな壁を前にしても、余裕の笑みを浮かべるのよ。

「良いい顔つきになったのう」

　ウィルおじいさんは子どもの成長を喜ぶかのようにそう言った。

　最初に悪女になりたいって打ち明けた人物がウィルおじいさんだった。

　…………私は強くなったのよってウィルおじいさんに証明してみせる！

　だからこそ、私は絶対に彼を倒さないといけない。

　こんな風に魔法で誰かと勝負するのは初めてだわ。……ウィルおじいさん相手なら最初から全力でいかないと。

　大量の幾き何か学がく模も様ようの透すき通とおった黒い魔ま法ほう陣じんを浮かべる。私を守るように空高く連なった魔法陣が左右にもどんどん広がっていき、攻撃態勢をとった。

　ウィルおじいさん相手なら攻撃の先の先を読まないと勝てないと分かっているけれど、とりあえず最初から飛ばしていきたい。

　ウィルおじいさんは私が戦うことをもっと躊躇ためらうと思っていたのか、一いっ瞬しゅん意外そうな表情を浮かべる。

「これは……」

　そして広がっていく魔法陣を見て、ウィルおじいさんは目を丸くした。

　きっと、こんな風に魔法陣を大量に出せる貴族令れい嬢じょうなんて私ぐらいしかいないはず。それぐらい私は努力をしたと自負している。……そう思いたいけれど、リズさんなら出来ちゃいそうな気もするのよね。

　…………いえ、今はリズさんのことを考えるのはやめよう。

「アリシア、君は一体……」

「言ったでしょ？　私は最高の悪女になるって」

　私はウィルおじいさんを対戦相手とすべく、敬語をやめる。

　悪女らしい笑みを浮かべる私を、ウィルおじいさんはじっと見つめた。

　今までの私の成果をどうか見てください、と目で彼に伝える。それが通じたのか、ウィルおじいさんも覚かく悟ごを決めた顔になる。

「久しぶりの魔法だ……。わしも最初から飛ばそうか」

　ウィルおじいさんはフッと目を細めて笑顔を浮かべた。その瞬間、その場に私と同じだけの数の魔法陣が宙ちゅうに連なった。

　淡あわい色の綺麗な魔法陣。彼の魔力を目まの当あたりにして、今度は私が驚く。

　…………噓でしょ。これを出すのにどれだけ魔力がいると思っているのよ。

　本当に天才少年だったのね……。ウィルおじいさんが魔力を失わなければ、どんな世界になっていたのかしら。

　たらればの話なんて考えるだけ無む駄だだと分かっているけれど、それでも考えずにはいられなかった。

「怖おじ気けづいたか？」

「まさか。むしろ、これだけ強い相手と戦えるなんて最高の気分ですわ」

「わしもアリシアと戦うことが出来て幸せだ」

　現実ではウィルおじいさんがドッテン病で瀕ひん死しの状態にあることは変わらない。

　これが幻だということは頭のどこかで分かっているはずなのに、そんなことはもはやどうでもいい。それぐらい目の前にいるウィルおじいさんは現実だった。

　どちらからともなく攻撃が始まった。互たがいの魔法陣が次々と消えていく。

　今のところ、互ご角かく……と思いたいわね。だけどまだ手加減しているようにも見える。ウィルおじいさんが全力を出せば私は負けるかもしれない。

　私は魔法陣が消える度たびに新しい魔法陣を作り出すが、劣れっ勢せいになる一方だ。

　……全く同じ魔力の魔法陣を出してくるなんて、ウィルおじいさんもなかなかいい性格しているじゃない。

　魔法の正しい使い方を私に叩き込んでくれたのはウィルおじいさんなのだもの。そりゃ、私がどんな魔法を使えるかなんてお見通しよね。

　魔力を使いすぎたせいか、少し息が切れてきた。それなのに、目の前に立っている相手は余裕の表情を浮かべている。

　…………王家の人達って皆化け物なの？

「アリシア、戦いで勝ち抜くには頭を使うんだ。そうすれば、力がなくとも勝てる」

　頭を使う……って言われてもウィルおじいさん相手に!?

　というか、これでも使っているつもりなんだけど……。

　魔法の知識なら充じゅう分ぶんある。それをどう効果的に使うか知恵を働かせないと勝てない。

　たとえば敵の弱点……、ウィルおじいさんの弱点なんて聞いたことないわよ!!

　私がもたもたしているうちにウィルおじいさんは、私の比にならないぐらいの強力な魔法陣を生み出していた。

　美しい模様が描えがかれた青い魔法陣を次々生み出すウィルおじいさんは、私に恐きょう怖ふではなく興奮を与えた。身の毛がよだつ、とはこういう時に使うのだろう。

　……なんてもの出してくるのよ。こんな魔法陣見たことないわ。

　こんなの食らったらひとたまりもないじゃない！

「聞いてないわよ……。ここまで桁けた外はずれの魔法陣を出してくるなんて……」

「今の君にこれを受け止めることは不可能だろう」

　私は何も言い返せない。そしてウィルおじいさんは「アリシア」と私の名前を呼んだ。

「君はここで死ぬかもしれない」

　まさかウィルおじいさんにそんなことを言われるとは想像もしなかった。いつも私を守ってくれていたウィルおじいさんが、本気で私を殺そうとしている。

　…………最高じゃない!!

　あのウィルおじいさんが容よう赦しゃなく私と戦ってくれているだなんて！

　弱音を吐はいている場合じゃない。手を抜くなんて絶対にできない。私のプライドのためにも、彼は私と全ぜん身しん全ぜん霊れいで向き合ってくれている。そう思うと、とてつもなく嬉しかった。

「この上なく光栄ですわ」

　私は口角を少し上げて、悪女らしい笑みを浮かべた。これが幻想じゃなくて現実のウィルおじいさんだったとしても、私は全力で倒しに行っただろう。

「アリシア、愚ぐ直ちょくより狡こう猾かつであれ」

「……はい！」

　私は背筋をスッと伸のばし、ウィルおじいさんと向き合う。そして、もう一度大量の魔法陣を宙に連ねた。

　頭を使うのよ、アリシア。

　ウィルおじいさんは私のその様子を見て、フッと柔らかな笑みを浮かべる。

「大事な娘むすめの潜せん在ざい能力を引き出すのがわしの最後の仕事じゃ」

　彼がぼそりと何か言ったような気がしたが、私のところまでは聞こえなかった。

　ウィルおじいさんの後ろに浮かぶ巨きょ大だいな魔法陣が輝きを放ち始めた。なんとしてもこの攻撃だけは避よけなければ、と全ぜん細さい胞ぼうが私に訴うったえている。

　私は反射的に連ねた魔法陣に魔力を込め、いつでも防ぼう御ぎょ出来るよう身構えた。

　…………ウィルおじいさんが望めば、デュルキス国を乗っ取るなんて容易たやすかったんじゃないかしら。

「そうならないのは、彼が人格者だから……」

　私は絶体絶命の状況でそんなことを考えていた。

　その一瞬の隙すきをついてか、今まで感じたことのない攻撃に襲おそわれた。あっという間に大量の魔法陣が破壊され、残っているのはたったの五つだけ。

　ただ、先ほどまでの魔法陣とは違い、残っている魔法陣は相手の魔力を吸収できる仕様に変化しておいた。

　魔力を吸い取れるなんて無敵じゃない！　って思うなかれ。この技わざはそんな単純な話じゃない。

　これほどの魔力を吸収するのにはとてつもない体力を消しょう耗もうすることになる。さらに、並外れた集中力が必要。

　ウィルおじいさんの次の攻撃が来る。私の魔法陣にひびが入り、壊れていく。あまりの魔力に手が震ふるえてしまう。

　私は必死に歯を食いしばりながら、意識を集中させる。

　……これぐらい耐たえられなければ、私は成長したなんて口が裂さけても言えないわ。

　ウィルおじいさん、成長した私の姿をその目に焼きつけてください。そうじゃないと、死んでも死にきれないでしょ。

　パリンッと魔法陣が割れる音が耳に響く。残ったのは魔法陣一つだけ。

　一気に体に負ふ荷かをかけたせいか、鼻から血が流れてきたのが分かった。体中から力が抜けていくが、今倒れるわけにはいかない。最後の魔法陣に己おのれの全力を注ぐ。

「なんて強い精神力だ」と目を見開いて、私を見つめているウィルおじいさんが視界に入る。

　意識が朦もう朧ろうとしてくるが、それでも私は必死に耐えていた。




　気付けば、私は地面に倒れていた。目がうまく開かない。

　……花畑で倒れている悪女なんて、なかなか絵になるんじゃない？

　甘い花の匂においが私を包み込む。ぼやけた視界の中で、私はウィルおじいさんへ視線を向けた。

　もはや、立つ体力はない。それでも、私は戦い続ける。体力はなくとも、私の体には膨ぼう大だいな魔力がみなぎってる。

「わしの魔力を吸収し、己のものにしよったか……」

　私の方へとゆっくり近づきながら、ウィルおじいさんが口を開いた。

　奪うばった魔力で相そう殺さいしても良かったが、それだと悔くやしいからウィルおじいさんの魔力を自分のものにしてやった。

　余計なことをしたせいで、その反動が今に響いているのだけれど……。まさかあそこまでの威い力りょくがあるとは思わなかったんだもの。

「魔力があるとて、もう戦う体力は残っていないだろう」

「それはどうでしょう」

　私はこの状況でも余裕のある笑みを浮かべた。傍はたから見れば私は完全な敗北者だろう。

　……この私がウィルおじいさんに言われたことを活いかさないわけないじゃない。狡猾になれたかは分からないけれど、少なくとも頭を使って戦いに挑いどんだ。

　──そう、実はもう一つだけ策を仕掛けておいたのだ。

「どういうことだ？」とウィルおじいさんは眉まゆをひそめる。

「足元を、見てください」

　力を失いすぎたせいかうまく声を発することが出来ない。ウィルおじいさんはゆっくりと視線を下へと向ける。

　彼の足元には、紫むらさきと黄金が混じった神秘的な魔法陣があった。

「なんだこれは？」

　ウィルおじいさんは眉み間けんに皺しわを寄せながら、じっと魔法陣を見つめる。

　この魔法陣は、私が小屋に二年間閉じこもっている間に考えついたものだ。まさか使う日が来るとは思ってもみなかったけれど。

　その名も!!

　…………考えていなかったわ。『アリシアの必殺魔法陣』とか？

　だめだわ、ダサすぎる。名前なんてなくてもいいのよ！　大事なのは魔法陣の効果よ！

「初めて見る魔法陣だ」

「綺麗な魔法陣でしょ？」

　倒れたまま私はにこやかに笑みを浮かべる。

　これは、一番幸せな記き憶おくと、一番辛つらい記憶を相手に見せることが出来るという、悪女だからこそ考えついたスペシャル魔法陣だ。そうすることで敵の弱点を見み抜ぬく。一つ面めん倒どうくさい点は、この魔法陣を仕掛けることはどこでも出来るが、実際に能力を発動させるのは私の至近距きょ離りではないとならないこと。

　人の心を覗のぞくみたいで使うのは少し気が引けたけれど、狡猾になるためには自分の心も犠ぎ牲せいにしなければならない。狡猾であるってきっとそういうことだと思う。

　自分も傷つきながら、這はい上あがっていくしかないのだ。

「アリシアにはいつも驚かされるな」

　ウィルおじいさんがそう言った瞬間、私の魔法陣が輝き始めた。放たれたその光に目を細める。

　初めてこの魔法を使うから、私自身もどうなるのか分からない。私って、意外とギャンブラーだったのね。

　だって、この魔法がうまく発動しなければ、ウィリアムズ・アリシアはここで死んでいたのだもの。……運も実力のうちよね。

　そうして、私は気付けば、ウィルおじいさんの記憶の中に入っていた。
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　……ここは王宮？

　見慣れたようでどこか違う王宮の中をぐるりと見み渡わたした。

　ウィルおじいさんの昔の記憶……ってことは、目をくり抜かれる前ってこと？　……まさかその瞬間を!?　と思ったけれど、それがこの魔法の特とく徴ちょうだものね。その場面に遭そう遇ぐうしたならば、しっかりと見届けるつもりよ。

「父様！」と、廊ろう下かの奥の方から明るい少年の声が聞こえた。目を輝かせながら、一人の男の子が走ってくる。

　淡い水色の髪と透き通ったビー玉のような空色の瞳に釘付けになる。身長は私より随ずい分ぶんと低く、とても幼く見えた。五歳ぐらい……？

　それにしても、なんて可愛らしいのかしら！　この子がもしかしたらウィルおじいさん？

　あまりにも可愛すぎるわ……。

　というか、この顔は、将来有望すぎる。流石王家。眩まぶしさが一いっ般ぱん人じんとは違うわ。

　少年が走っていく方へと視線を向ける。そこには威い厳げんある端たん正せいな顔立ちの男性が立っていた。

　その男性は、ウィルおじいさんを見るなり、「ウィルか」と、フッと柔らかな笑みを浮かべた。さっきまでの威厳が消え、優しい表情に変わる。

　一瞬で彼がウィルおじいさんの父親──前国王様であることを理解した。

「ウィル様、陛へい下かを困らせないでください」

　ウィルおじいさんの後ろから、落ち着いた様子で誰かが歩いてきた。若々しい美青年に私は目を瞠みはった。

　……あれって、おじい様よね？

　黒くろ髪かみといい、紫むらさき色いろの瞳といい……、イケメン！　流石私のおじい様だわ。

　確か、幼い頃ころはおじい様達がウィルおじいさんの面倒を見ていたのよね。……けど、おじい様みたいな厳しい方達が家庭教師って、普通の子どもなら逃にげ出しているわよね。

　ウィルおじいさんも、もしかして逃げ出してきたのかしら？

「陛下」と、おじい様は頭を下げた。

　その綺麗なお辞じ儀ぎと表情で、おじい様は前国王様のことを尊敬しているのだと分かった。

　前国王様は駆け寄よってきたウィルおじいさんを軽々と抱き上げていた。彼の表情は「父親」そのものだった。

　……これが、ウィルおじいさんの幸せな記憶？

「勉学にちゃんと励はげんでいるか？」

　前国王様はウィルおじいさんを優しく見つめながらそう言った。

　良き国王であり、良き父であったことがこの数秒間で分かる。ウィルおじいさんは黙ったまま返答に困っている。

　……こんなにも温かい親子関係だったのね。ウィルおじいさんが魔法を使えなくなる日までは……。

　前国王様の上質な服の端はしをギュッと小さな手で握にぎりしめている。

　……やっぱり勉強が嫌で逃げ出してきたみたいね。

　ウィルおじいさんのやんちゃ時代を知り、顔がほころんでしまう。

　けど、おじい様も前国王様もそんなウィルおじいさんを責める様子は一いっ切さいない。

　傍から見れば甘いのかもしれないけれど、きっとウィルおじいさんはとても優ゆう秀しゅうだったのだろう。勉強が嫌で抜け出していても、こうして皆に温かく諭さとされるだけで済んでいる。

　そう考えると、私はごく普通の女の子だ。多少魔力が使えて、運動神経が少し良いくらいの。

　そこに日々の鍛錬を積み重ねただけだ。人並み程度だから、天才に近づくには誰よりも努力をしなければならない。

　……というか、それって努力っていうのかしら。

　なりたい自分になりたいだけだもの。当たり前のこと。その過程がなければ、私は自分の理想に近づけない。

　そんなことを幼きウィルおじいさんを見つめながら思った。

「多少は息いき抜ぬきも必要ですから」

　おじい様がそう言うと、ウィルおじいさんは安あん堵どの表情を浮かべる。

「心に余裕がないと、柔じゅう軟なんな考えも出来なくなるものだ」

　前国王様もそう言って、ウィルおじいさんに笑みを浮かべた。

「陛下のおっしゃる通りです」

「……ごめんなさい。僕、やっぱり勉強に戻ります」

　ウィルおじいさんが小さく謝る。

「急にどうしたんだ？」と前国王様は聞いた。

　おじい様はにっこりと笑ってウィルおじいさんを見つめている。優しそうに笑っているけれど、おじい様絶対心の中でしめしめって思ってる顔よね、これ。

「だって僕、賢かしこくなって母様や皆を守りたいんだ」

　一点の曇くもりもない空色の美しい瞳に釘付けになった。

　こんなに強くて優しい意志を持った子どもなんていないわよ。流石ウィルおじいさん、と言わざるを得ない。

　何よりもこの小さな男の子が、これから絶望に陥おちいることになるのだと思うと胸が痛い。

　この先に待つ未来を分かっていても、ウィルおじいさんを見つめながら私は必死に祈いのった。

　どうか、どうかこの小さな男の子を守ってください。彼を守ってくれる人が、彼に寄り添そってくれる人がいますように、と。

　魔法が使えなくなって、両目を奪われ王宮から追放されたとしても、それでも生きてくれていたウィルおじいさんに、私は心から感謝した。

　ウィルおじいさんが生きることを諦あきらめなかったおかげで、私はあの日、ウィルおじいさんとロアナ村で出会えたのだから。

　……ウィルおじいさんには一生かけても返しきれない恩がある。ここまで私を育ててくれた大切な家族だもの。

　そのウィルおじいさんと今本気で戦っているのが不思議だわ。……けど、戦わなければこうしてウィルおじいさんの記憶を覗くこともなかった。

　他人の記憶を見ているって変な気分だわ。私もいつか誰かに見られる日が来たりするのかしら。

「ウィルならきっと素す晴ばらしい国王になれるだろう」

　そう言って、前国王様はとても嬉しそうな笑みを浮かべた。

　おじい様が「これからが本当に楽しみです」と言葉を発したのと同時に、場面が緩やかに変わっていく。

　──悲痛な叫さけび声ごえが強く響いた。

　一生耳に残りそうな声だった。おそらくウィルおじいさんのものだと思う。きっと、目をくり抜かれた時のものだろう。

　私は必死にウィルおじいさんの記憶を焼きつけようと目を凝こらした。

　薄暗い牢ろうの隅すみの方で、一人の青年が蹲うずくまっていた。

　絶望に覆われたその空気に、私はただ立たち尽つくすことしか出来なかった。

　実際、この場にいたとしても私はウィルおじいさんに声をかけることなんて出来なかっただろう。

　私の場合、いつまでたっても自分の無力さを実感し続ける気がするわ。ロアナ村に初めて行った時もそうだった。ジルを助けられない自分の無力さを恥はじた。

　人は簡単に「助ける」なんて言うけれど、それがどれだけ難しいか分かっていない人が多い。

　その言葉にどれだけの責任を負えるのか、もっと自覚した方が良いわ。……そうすれば簡単に「助ける」なんて言えなくなる。

　勿もち論ろん時に人は、その言葉に救われることもあるのだけれど。

　私は蹲っているウィルおじいさんの元へと静かに近寄った。

　過去だと分かっていても、記憶の中だと分かっていても、側そばにいたかった。

　これがウィルおじいさんの最も辛い記憶なら、私はそれに寄り添っていたい。

　ただのエゴだけれど、大切な人にしてあげられる精せい一いっ杯ぱいだと思ったから……。

「ウィル様」

　隣となりの牢からおじい様の声が聞こえた。

　おじい様達が国外追放される前だったのだろう。ケイト様とマーク様もいるようだ。

　おじい様の声が聞こえているに違いないのに、ウィルおじいさんは何も答えない。

　放心状態のウィルおじいさんの様子に胸が痛んだ。

「ウィル様、ご無事ですか」

　おじい様の心配する声が牢に響く。きっと、おじい様達も相当な仕打ちを受けているはず。

「どうか、……どうか死なないでください」

　私はこの状況にとてつもなく大きな怒いかりを覚えた。どうして彼らがこんな目に遭あわなくちゃならないのよ。牢は悪人が入る場所でしょ？

　怒りを必死に抑おさえながら、私はウィルおじいさんを見つめた。

「…………この状況で私にそんなことを言うなんて残ざん酷こくな人だな」

　ウィルおじいさんの口から弱々しく小さな声が発せられた。

　やってもいない罪を着せられ、挙げ句の果てに両目をくり抜かれ、牢に入れられているのだもの。

　今の彼に「死なないでください」なんて言葉は、あまりにも酷ひどすぎるわ。

　すると「生きてください」と、おじい様の力強い声が牢に響いた。

「……なんの、ために？」

「いつかのこの国の未来のためです」

　おじい様は即答した。

　……おじい様、いくらなんでもそれは無む謀ぼうじゃないかしら。

　どこまでウィルおじいさんに重荷を背負わせるの？　……もう解放してあげてもいいじゃない。

　それともそんな考えを持っている私が甘いの？

「私を裏切った国のために、まだ働けというのか」

　ごもっともだわ。

　どうして自分の人生を無茶苦茶にした国のことを考えないといけないのよ。

　私はウィルおじいさんに同情した。彼から感じたデュルキス国への怒りを正面から受け取った。

「いつか分かる日が来るでしょう。それがこの国に対しての一番の復ふく讐しゅうだということに」

「……何を言ってるのやら……私には分からない」

「それでいいです。時が経たてばきっと私の言葉を理解する日が来るはずです」

　おじい様はいつどんな状況でも冷静に物事を分ぶん析せきする力があるのかもしれない。

　彼らの置かれている状況だって相当理り不ふ尽じんなものだ。激しい怒りに苛さいなまれていてもおかしくないのに。

　私が彼らと同じような状況になった場合、こんな風にいられるか分からない。

「アルベール、どれだけ月日が流れたとしても、私がこの国のために動くことは決してない」

「……」

　おじい様はウィルおじいさんの言葉に何も返さなかった。

　暫しばらく沈ちん黙もくが続いた後、「だがもし」とウィルおじいさんはゆっくり話を続けた。

「……もし、もう一度目が見えるようになったとしたら、その時は……、いや、起こるはずのない奇き跡せきだ。そんなことを考えるのはやめておこう」

「ウィル様！　では……そんな奇跡が起きる日が来たら……いや、貴方あなたに奇跡を起こす者が現れたら、どうしますか？」

「その時は、私はその者に人生を捧ささげよう。その者の意志に添い、全身全霊を尽くすと約束しよう」

　ウィルおじいさんは顔を上げて、確かな声でそう言った。

　私はその場に固まったままウィルおじいさんを見つめた。




　……噓でしょ。




　じゃあ、あの日、私がウィルおじいさんに片方の目を渡した日に、ウィルおじいさんは私に自分の人生を捧げたというのですか？

　貴方は、私のためにその人生を懸かけたというのですか？

「その者がデュルキス国の者であることを願いたいですね」

　おじい様がそう言ったのと同時に記憶がプツンと途と切ぎれた。
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　元の景色……。戻って来たのね。

　私は花畑に倒れ込んだまま、ウィルおじいさんを見上げた。彼はどこか達観したような表情を浮かべている。

　私がウィルおじいさんなら、こんな世界憎にくくて憎くてたまらない。なのに私のせいで、ウィルおじいさんはもう一度デュルキス国のために働くことになってしまった。私が目なんて渡したから……。

「アリシアのせいじゃない。アリシアのおかげだ」

　私の心を読み取ったのか、ウィルおじいさんは私の隣に屈かがみ込み、そう言った。

　私にそんな器うつわはない。今までの人生を振り返ってみても、自分のエゴを押しつけただけだった。

「どうして、……どうしてそんなに優しいことをおっしゃるのですか？」

　体に力が入らず、私はその場に倒れた状態のままウィルおじいさんに質問した。それと同時に自分の瞳から涙がとめどなく流れていることに気付いた。

「優しいわけではない。ただ、自分の使命を全うしただけだ。わしの知っている優しさで溢あふれている人はアリシア、君だ」

「わ、たし……？」

　私は悪女なのに、と言おうと思ったのに、ウィルおじいさんが先に話を続ける。

「わしは間違いなく君に生かされた。もう一度自分の人生を歩むことが出来たのは、アリシアのおかげだ。この国のために働くことなど絶対にしたくないと思っていたが、君やジルのいるデュルキス国で働くのは悪くないと思えた。大切な存在を作ることは怖い。いつか失うかもしれないからね。……でも、大切な人がいるおかげで強くなれる」

「……」

　大切な人達を守りたいと思う気持ちが、私達を成長させてくれる。

　だから私は私なりの信念をもって、これまで強くなってきた。だけど、大切な人を守る方法は分かるのに、大切な人を失った後の対処方法は分からない。

「…………なら、私達が大切なら、もう少しこの世にいてください」

　ウィルおじいさんが最も困る言葉だと分かっていても、発さずにはいられなかった。

　止まらない涙をウィルおじいさんはそっと拭ぬぐってくれた。そして、私の体を支えて起こしてくれた。

　私はぺたんと花畑にお尻しりをつけたまま、ウィルおじいさんと目を合わせた。

「アリシア、ジルを頼んだ」

　ウィルおじいさんのその真っすぐな瞳に、私は少しだけジルを羨うらやましく思った。

　ねぇ、ジル。貴方はこんなにもウィルおじいさんに愛されていたのね。

「任せてください」と、私は確かな声で言う。

「君の理想の悪女像をこれからも貫つらぬきなさい。……ただ、裏切りには注意するんだ。君はあまりにも裏切られることに慣れていない」

　裏切られた方が悪女らしさが出るからいいかもしれないわ。……なんて馬鹿なことは今は考えないでおこう。

「大きな力を持てば持つほど、常に人を疑わなければならなくなる。時にそれがアリシアを苦しめることになるだろう。汚きたない大人の世界に入っても、自分を失わず、いつまでもウィリアムズ・アリシアでいておくれ」

　どんな環かん境きょうであろうと私は自分を見失わない自信がある。だって、確固たる目標があるのだもの。

「心配ご無用です」

　私は悲しい思いをグッと堪えて、笑みを浮かべた。

　それでもどこかウィルおじいさんは心配そうに私を見つめていた。

「……この世に絶対なことなどない。もしかしたら、ジルが裏切ることもあるかもしれない」

　ウィルおじいさんの言いたいことは分かる。

　たとえ全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置いている相手でも、寝ね返がえることなんてざらにある。

　優秀な人材から信用を得るには、自分の価値を上げ続けなければならないということだ。

「…………それでも私は信じています。裏切られても信じるのです」

　私はウィルおじいさんを見み据すえた。「それに」と付け足す。

「ジルに裏切られる程度のウィリアムズ・アリシアには価値がないもの」

　私がそう言うと、ウィルおじいさんは目を丸くした後に、声を上げて笑った。ウィルおじいさんがこんな風に笑うのは珍めずらしい。

　……私、そんなおかしなことを言ったつもりはないのだけれど。

「ああ、本当に愛いとおしい娘じゃ」

　そのウィルおじいさんの表情と声で、これで最後なのだと実感した。

　私はその現実を受け入れられないまま、ウィルおじいさんのことをただ見つめることしか出来ない。

「アリシア、わしはいつまでも君の幸せを願っている」

　ウィルおじいさんがその台詞せりふを言った瞬間、強い風が吹き、私は咄とっ嗟さに目を閉じてしまった。

「ウィルおじいさんっ！」

　私が急いで目を開いた時には、もうそこに彼はいなかった。

　さっきまで目の前にいたのが噓のように消えてしまった。そうしてようやく、彼が幻げん覚かくだったということを思い出す。

　そうだわ……。ここはあくまでもクシャナの訓練場なのだ。

　私は、ウィルおじいさんに勝てたのかしら。

「いいえ。あれは勝てたとは言えないわよね」

　そう呟きながら苦く笑しょうした。

　きっと、私はウィルおじいさんには敵かなわない。あの器の大きさには誰も敵わない。

　ウィルおじいさん相手になら喜んで負けを認めるわ。

　そう思った時だった。ないはずの左目が疼うずいた。

　……なんだか中二病みたいな状況だけど、本当に左目に違い和わ感かんを抱く。

「何これ」

　私は暫くその痛みに耐えながら、眼帯を外し、片方の手で左目を押さえた。

　…………ウィルおじいさんの身に何か？　まさか、あれが本当に最さい期ごだったというの？

　私はそっと左目から手を離はなした。左側の景色がハッキリと見える。久しぶりに視界が広がった。

　……あぁ。そういうことか。

「ウィルおじいさん、逝いってしまったのね……」

　そう悟さとった瞬間、私は花畑に蹲った。嗚お咽えつを堪えきれず、ただ私の慟どう哭こくだけがその場に響き渡った。溢れ出る涙を止めることが出来なかった。

　ウィルおじいさん、ウィルおじいさん、ウィルおじいさん……。

　何度も心の中で大好きだった人の名を呟く。

　彼がこの世からいなくなるなんて考えたこともなかった。ずっと、一緒にいられると思っていた。

　心がズタズタに引き裂かれたようだった。生まれて初めて、大切な人を失った。
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　私はどこかで自分を過信していた。きっと、私なら誰でも救えるのだと……。

　ウィルおじいさんの優しさにもう二度と触れることはない。あのごつごつした大きな手で頭を撫なでてもらうことも、あの優しい声で名前を呼んでもらうことも。何かあっても相談に駆け寄れる場所がなくなってしまった。

　私にとってウィルおじいさんは、かけがえのない居場所だった。

　常に悪女として生きている私が、唯一何も考えずに助けを求めることの出来る場所だった。

　片方の手で胸むな元もとを押さえる。

　この胸の痛みはどうしたら取り除くことができるの？

　今、私がウィルおじいさんの側にいられないことが悔しくてたまらない。最後に抱きしめてあげたかった。感謝してもしきれないくらいに、今までウィルおじいさんにはお世話になった。

　感謝の一つも伝えることが出来ずに逝ってしまうなんてずるいわ……。まだまだ貴方に言いたいことがあったのに。

　ふと、左目に微かなウィルおじいさんの魔力を感じた。こんなにも優しくて温かい魔力を感じたことがない。

　元のゲームでは出てこなかったウィルおじいさんが、この世界にとってこの上なく重要な人物だったなんて思いもしなかった。

　私は生しょう涯がいシーカー・ウィルを忘れない。

「あ、なたに……、出会えて、良かった」

　顔を上げて、震える声を発した。とめどなく流れる涙を拭いながら、空を見つめる。

　私にたくさんの愛を与えてくれて、ありがとうございました。











現在十二歳　ジル






　容態が急変したじっちゃんの元へと全員が駆かけつけた。国王までもが仕事を放り出して来た。

　平民が王宮に入るのは本来なら許されないことだが、今回は特別にネイトとレベッカだけに許可が与あたえられた。

　僕、国王、ヘンリ、メル、ネイト、レベッカが部屋の中にいる。

　部屋にはじっちゃんの乱れた息いき遣づかいだけが響ひびいていた。

　小さくなったじっちゃんの手を僕はギュッと握にぎりしめる。

　苦しそうなじっちゃんを見ていると早く楽にさせてあげたいという気持ちが込こみ上げる。……でも、じっちゃんがこの世からいなくなるのは何よりも辛つらいことだ。

　もう何も言葉を発せないじっちゃんを見るのは苦しかった。それでも最さい期ごまで側そばにいたいと思った。

　……心のどこかで、僕はアリシアが帰ってくるんじゃないかと考えていた。

　じっちゃんの最期を見届けに、まるで物語の主人公のような彼女なら、「待たせたわね！」とかなんとか言って、この場に颯さっ爽そうと現れる。──そう思ったが、やっぱり彼女は来ない。

　最期にアリシアと会わせてあげたかったな……。

　予感だけど、アリシアはじっちゃんが重じゅう篤とくだということに気付いているはずだ。それでも、ラヴァール国でしなければならないことがあるのだろう。

「アリシアは、ラヴァール国でも元気だと思うよ」

　僕の声など今のじっちゃんの耳には届いていないと思う。届いていないと分かっていても、僕は話を続けた。

　ヒュゥヒュゥと息を吸うのも辛そうにしているじっちゃんを見つめていると、これ以上苦しまないでほしかった。

　もしかして、僕がまだ彼にこの世にとどまっていてほしいと願ってるから、必死に生きようとしてくれているのかな。だとしたら、ごめん。苦しませてごめん。

「大切な人を守るために強くなるアリシアを見ていると、僕も頑がん張ばろうって思えるんだ。だから、ドッテン病の治ち療りょう薬やくを作れた。じっちゃん、アリシアを僕の元へ連れてきてくれてありがとう。この国に苦しめられたのに、今まで生きてくれてありがとう。僕と出会ってくれてありがとう。…………だからもう、楽になっていいんだよ」

　僕は少し声を震ふるわせながらそう言った。

　じっちゃんは僕の手をギュッとなけなしの力で握り返してくれた。じっちゃんは息を整えながら、口を開く。

「……アリ……シア、に、会って、きた」

　アリシアに会ってきた……？

　じっちゃんは何か夢を見ているのかもしれない。幸せな夢だったらいいな……。

「くだらない人生だと思っていたが…………、とても、面白かった」

　じっちゃんは確かな声でそう言った。

　面白かった、に彼の人生の全てが詰つまっているような気がした。

「──……」

　その言葉を最後に、じっちゃんは静かに息を引き取った。

「……じっちゃん？」

　僕は朗ほがらかな表情を浮うかべているじっちゃんをじっと見つめた。

　今にも目が覚めそうなのに、もう二度と起き上がることのないじっちゃん。僕はじっちゃんがこの世を去ったことを理解出来ずにいた。

　僕が呆ぼう然ぜんと固まっていると、後ろから声が聞こえた。

「お疲つかれさまでした」

　その声に振ふり返かえると、国王が深く頭を下げてじっちゃんに最大の敬意を払はらっていた。それに倣ならうかのように、その場にいた全員がじっちゃんに向かって頭を下げた。

　不思議な光景だった。国王と貴族と平民が、一堂に会して頭を下げているのだから……。

　誰だれもがじっちゃんに対して一目置いていた。じっちゃんならこの国を救ってくれると、期待の眼まな差ざしを向けていた。

　じっちゃんの近くにいれば、誰もが彼を尊敬しただろう。馬が合う合わないはあるかもしれないけれど、じっちゃんはデュルキス国にとって必要不可欠な存在だったのだから。

　泣きたい気持ちを堪こらえようと思ったけど、もう無理だった。

　勝手に涙なみだが溢あふれてくる。僕はじっちゃんのぬくもりを追い求めるように体にしがみついた。どれだけ抱だきしめても、じっちゃんの手はもう僕の頭を撫なでることはない。

　本来ならロアナ村出身の僕が、王家の人にこんな無礼な行こう為いをするなんて許されないだろう。

　だけど、この部屋にいる誰も僕を止めることはなかった。何も言わず泣なき崩くずれながら、じっちゃんにしがみつく僕を見守ってくれていた。

　あの死と隣となり合あわせの村で唯ゆい一いつの味方だった。じっちゃんがいたから僕の心臓はまだ動いているんだ。

　じっちゃんは歴史に名を残すだろう。

　そして、じっちゃんのことが歴史に刻まれたと同時に、じっちゃんはこの国に復ふく讐しゅうしたことになる。

　じっちゃんを冤えん罪ざいと知らず切り捨てたデュルキス国の判断は、汚お点てんとして残る。その事実こそが、じっちゃんにとっての復讐だ。

　この国は、シーカー・ウィルを罪人にし、その後、彼に助けてもらっているのだ。

　じっちゃん、貴方あなたは後世に素す晴ばらしい人格者だと伝わっていくよ。
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「兄上」

　誰もいなくなった部屋でシーカー・ルークはベッドの上で安らかに眠ねむっている遺体に向かって呼びかけた。

　先ほどまで居たジルは泣き疲れたのか、ウィルに抱きついたまま寝ねてしまった。ヘンリがジルを抱かかえて運んで行く。

　その場にいた誰もがウィルの死を悼いたんだ。

　ルークは椅い子すに腰こしを下ろし、ウィルを見つめながら口を開いた。

「心の準備はしていたはずなのですが、……いざ直面するとかなりキツいですね」

　王である限り涙は流してはならないと、ルークは必死に自分に言い聞かせていた。

　それなのに、どうしても溢れ出す悲しみを、隠かくし通すことができない。

「……今この瞬しゅん間かん、……この部屋にいる時だけは、ただの兄弟になってもいいでしょうか」

　そう言葉を放った瞬間、ルークの頰ほおに静かに涙が伝った。

「貴方の弟で幸せでした」

　それだけ伝えると、ルークはそっと立ち去ろうとした。その瞬間だった。ウィルの首元に何か光るものが見えた。

　ウィルが亡なくなったことの衝しょう撃げきが大きすぎて、今まで気付かなかった。

　不思議に思い、確かめるように彼の元へと近づいた。

　そっと、ウィルの首元に手を伸のばし、その光るものを手にする。

「…………鍵かぎ？」

　光の正体はペンダント。そこに、見たことのない古びた鍵がついていた。











現在十六歳　ウィリアムズ家長女　アリシア






　目が覚めれば、滝たきの近くにいた。

　どうやら私はあの花畑で気絶してしまったようだ。そして、クシャナがこの場所まで運んでくれたのだろう。

　私ははっきりと見える彼女を見つめながら、自分の左目が戻もどってきたことを再さい認にん識しきした。

　……夢じゃない。

　ぼんやりとしたままクシャナを見つめていると、彼女が口を開く。

「おかえり」

　私の瞳ひとみが戻っていること、私の目の周りが赤いこと。それで大体のことを察したのだろう。

　クシャナが発した言葉はその一言だけだった。その声はとても優やさしく、私を安心させた。

「ただいま」と、私はフッと笑えみを浮うかべた。

　体は疲ひ弊へいしきっていた。精神的にも体力的にも限界を迎むかえたのだろう。

　気け怠だるく、立ち上がる力もない。

「もう少し眠ねむるといい」

　クシャナがそう言って、私の瞼まぶたにそっと手を置いた。彼女の言葉に甘えて、そのまま瞳を閉じる。

　いつもならこのまま眠ることなんてしない。

　自分を鼓こ舞ぶして、眠ねむ気けなんて吹ふっ飛とばすのに……。

　だけど今は、心の休養が必要な時だったのかもしれない。言われるがまま、私はもう一度深い眠りについた。
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　次に目が覚めた時、私はベッドの上にいた。

　睡すい眠みんは凄すごい。体力と魔ま力りょくを回復させてくれる。完全に復活している。でも自分の感情を偽いつわれるぐらいの余よ裕ゆうは……まだない。

　私は自分の心に蓋ふたをする。気持ちが溢あふれてこないようにしっかりと鍵かぎをかけて、誰だれにも悟さとらせないようにしなければ。

　起き上がり、ベッドの端はしに置かれていた服に着き替がえる。

　シーナが置いてくれたのかしら……。

「失礼します。入ってもよろしいでしょうか？」

　丁度シーナのことを考えたのと同時に彼女が現れた。

　監かん視しされていたの？　って思ってしまうぐらいにタイミング良すぎない？

「ええ」

　着替え終わり、服をたたみながら答えた。彼女はゆっくりと部屋に入ってきた。

「お体の方は大だい丈じょう夫ぶでしょうか？」

　彼女の言葉に私はなんとも言い難がたく詰つまってしまった。

　瞳が戻って違い和わ感かんを抱いだいたのはほんの少しだけだった。今ではもうこのクリアで広い視界に慣れてしまっている。

　それがどこか、寂さびしかった。

「平気よ。ありがとう。私、どのくらい寝ねていたのかしら？」

　私は表情を作りながら彼女に微笑ほほえんだ。

「丸一日ですかね」

「どうりで……」

　目の周りの熱はもうひいている。一日中寝ていたのだから、すっかり目も落ち着いたのだろう。それに、体も軽いし。

　………………お腹なかが減った。

　どれだけ辛つらくて悲しいことがあっても、お腹は空すくのね。

　その感覚に自分は人間であり、動物なのだと思い知らされる。生きていることを実感しながら、私はシーナの方を見つめた。

「みんなは？」

「外にいます。……アリシア様のことが心配で、皆みな様さま中に入ろうとしていたのですが、クシャナが止めました」

　シーナの言葉に、クシャナが私に配はい慮りょしてくれたのだと気付いた。

　クシャナは私が弱みを誰にも見せたくない女だということを理解している。どんな時であれ強くありたい。

　それを知っているからこそ、私の弱った姿を誰にも見せないようにしてくれたのだろう。

　起きてからも私が自分の気持ちを作れるようにと、中に入るのはシーナだけにしてくれた。

　クシャナの優しさに私は頭が上がらない。

「外へ出ますか？」

　シーナは私を気き遣づかいながら尋たずねてくる。

　──どうしよう。今ここで皆の前に出て行って、いつも通りの「ウィリアムズ・アリシア」でいられるかしら。

　デューク様の前では、自分の弱さをさらけ出してしまいそうになる。

　それに、ヴィクターの前でも素が出る可能性がある。正直、今あの二人の前には出たくなかった。

「アリシア様？」

　シーナは何も答えない私を軽く覗のぞき込んだ。

　まるで小さな女の子を心配するような表情で私を見つめている。……こんな顔を向けられたいわけじゃない。

　──「ウィリアムズ・アリシア」でいられる自信がないなんて言っている場合じゃない。私はどんな時でも「ウィリアムズ・アリシア」でいなければならないのよ。それが悪女ってものじゃない！

　私は気を引ひき締しめて、表情を作った。大切な人を失った心のしこりは周りに決して悟らせない。

「ええ、もちろん」

　私の確かな声にシーナは一いっ瞬しゅん面食らった後、呆あきれた様子で笑った。

「クシャナ以外にもこんな瞳を持つ人がいたのね……。頭が上がらない相手は一人で充じゅう分ぶんなのに」

　彼女はボソッとそう呟つぶやいた後、真しん剣けんな瞳を私に向けた。

「その強い意志はこれからもアリシア様を成長させるでしょう。……ただ、その意志は諸もろ刃はの剣つるぎです」

「？」

　シーナの言いたいことを理解出来たようで理解出来ない私がいた。

　私のこの意志が、時に私の夢を阻はばむ存在になり得るということかしら？

　先のことはまだ分からない。でも今、私が成長出来る要因となるのならば、この意志を利用させてもらう。

「肝きもに銘めいじておくわ」

　私は背筋を伸のばし、部屋の外に出た。

　その瞬しゅん間かん、いきなり大きな体にギュッと抱だきしめられた。「え」と声が漏もれる。

　…………一体何が起こっているの!?

　視線の先には、心配そうに私を見つめるヴィクターとレオンがいた。その横にクシャナも立っている。

　デューク様に力強く抱きしめられているのだと、理解するまで少し時間がかかった。

　まさかデューク様がこんな大だい胆たんな行動に出るなんて思ってもみなかった。クール王子キャラのはずなのに……。

　お兄様達に話したら、「夢じゃないのか？」って言われそうな状じょう況きょうだわ。

「生きてて良かった」

　デューク様の絞しぼり出すような声に、私は本当に彼に心の底から想おもわれているのだと実感した。

　きっと、あの訓練場で私が命を落とす可能性があることを聞いていたのだろう。もし、あのままウィルおじいさんに負けていたのなら、私は花畑の上で死んでいた。

　こんな風に王子様に愛されるのも、悪くない、と思ってしまう。

「心配してくださりありがとうございます」

　するとレオンが「主あるじ？」と私をじっと見つめた。

「目が……」

　レオンのその言葉で、私はデューク様の大きな腕うでの中から解放された。

　デューク様の澄すんだ青い瞳に、私が映っていた。

　じっと見つめられると、思わず目を逸そらしたくなる。その真っすぐな瞳にうまく応えられない。

　いきなり両目でこの美形を直視するのはしんどいわ……。

　目を無理やりにでも悪くさせて、ずっと視界をぼやけさせておこうかしら。むしろ、その方が目に良いいかもしれない。

　そんな馬鹿なことを考えているはずなのに、心にぽっかりと空いた穴を消し去ることは出来なかった。

　私の中で何かが欠けてしまったような感覚がずっとある。

「まさか伯お父じ上うえが……」

　ウィルおじいさんに目を移したあの魔ま法ほうは、移した相手が死去した際に、持ち主の元に戻る。デューク様はその特性だけで察したのだろう。

「……ええ。…………ご冥めい福ふくをお祈いのりいたします」

　私はデューク様から少し離はなれて、頭をゆっくりと下げた。

　ウィルおじいさんと私には、なんの血けつ縁えん関係もない。彼は王族であり、この国を担になうために生まれてきた重要人物だ。私なんかと格が違ちがう。

　ウィルおじいさんと親族であるデューク様に、私は頭を下げることしか出来なかった。

　私は彼に泣きつくことさえ許されない立場だと思っている。きっとそれを言ったら、デューク様は否定するだろうけれど。

　それでも、私は自分のエゴでウィルおじいさんにもう一度生きる希望を与あたえてしまった。そして、彼は私のために人生を捧ささげてくださったのだ。

　デューク様の伯父上を私の夢のために利用してしまったのは事実だもの。

　デューク様が今どんな表情をしているのかは分からない。

　ただ怒おこっていないことは分かる。それでも申し訳なさで顔を上げることが出来ない。

「ごめんなさい」

　私は心の底から彼に謝罪した。

　一呼吸置いた後、デューク様の声が聞こえた。

「何故なぜアリシアが謝るんだ？」

「……私は自分の夢を叶かなえたいがために、ウィルおじいさんを利用しました。自分の幸せのためにウィルおじいさんの死を早めてしまったのかもしれない。……そこに因果関係があるのかは分からないけれど、それでも自分の気持ちに区切りをつけることが出来なくて」

　自分の言っていることが支し離り滅めつ裂れつだとは分かっている。

　勝手に罪悪感を抱いている者の謝罪なんて、鬱うっ陶とうしいだけなのに。

「伯父上にもう一度幸せを与えたのは他でもない、アリシアだ」

　悲しみがぶり返しそうになった私の脳に、甘くて優しい言葉が響ひびいた。私は頭を上げて、デューク様を見つめる。

　彼はどこか、切なそうな表情を浮かべていた。

「君はどこまでも、俺を頼たよろうとしないんだな」

　違う。こんな表情をさせたいわけじゃない。ただ私は…………。

「それが私なので」

　私は新しい仮面を被かぶり、無表情と共に冷たい声を発した。

　と同時に、その場の空気が変わるのが分かった。

　ヴィクターやレオンも驚おどろいて私を見ている。

「どこまでプライドが高いんだ……気色悪い女だ。少しぐらい弱み見せてもいいだろ」

「…………出来ないんですよ」

「あ？　どういうことだ？」

「……弱みを見せたら自分が保てなくなるのを自覚しているんだと思います。だから、主はきっとこれから先も、弱みを見せることなんて出来ないんでしょうね……」

「自ら生きにくい世界に飛び込んでいってどうするんだよ」

「優しさを与えられると、だめになってしまう……。僅わずかな優しさにすがりたくなるような状況だからこそ、撥はね除のけるんじゃないですか。…………だから、今の主は相当苦しいはず」

「はっ、馬鹿馬鹿しい。小こ娘むすめはもっと周りに甘えておけばいいんだよ」

「貴方あなたも王子という立場なら分かるのでは？」

「…………てか、なんで俺よりもガキと関わって日の浅いお前の方が詳くわしいんだよ」

「そこは……暗殺者として生きてきた俺と似ているので。気持ちを寄せた相手を裏切る時もある。弱みを見せないプライドは、自分を守るために存在するんです」

「お前も面めん倒どうくさい奴やつだな」

　彼らが何やら会話をしている。だけど私は、デューク様が見せた失望とも喪そう失しつともつかぬその表情に、ひたすら釘くぎ付づけになっていた。




「ああ、死にたくなるくらい知ってるよ」




　デューク様は少し間を置いた後、ふっと寂しげな笑みを浮かべて私の頭を優しくポンポンと叩たたいてそう言った。

「……っ」

　……涙なみだが出そうだった。私はなんて大きな愛で守られているのかしら。

　デューク様を頼りたくないわけじゃない。むしろ頼りたいと思う瞬間は何度もあった。

　なんなら、今も頼っている。だって、デュルキス国の第一王子が私のためにラヴァール国まで来たのよ？

　崖がけから落ちた時もデューク様がいなければ私は死んでいた。彼のおかげで今私はここにいる。

　だけど、その気持ちをどう伝えていいかが分からない。

「戻れ」

　突とつ然ぜん言い放たれたヴィクターの言葉に、彼の方へと視線を移す。

　ヴィクターは私を睨にらむように見返していた。

「お前は元の場所へ戻れ」

「どういうことですか？　私、まだここでやることが……」

「そもそもこの国の人間じゃねえだろ。帰れ」

　少し前まで私をこの国に留まらせようとしていたのに……。

　急にどういう心境の変化なのよ。情じょう緒ちょ不安定なんじゃない？　……って、今の私も情緒不安定か。

「……いいから戻れ。今お前がここにいても迷めい惑わくなだけだ」

　声を荒あららげることなく、ヴィクターは顔をしかめながら言う。

　……迷惑ですって？

　私がヴィクターのために命を懸かけてキイを手に入れたことを忘れたの？

「不器用な奴ばっかりだな」

　私達の様子を見ていたクシャナがどこか呆れたように苦く笑しょうした。

　私はレオンへと視線を向ける。

　彼のこともほっておけない。そう思うのに、レオンが私を見る目はどこか優しかった。

「行ってください、主。リオのことは俺がちゃんとみておきます」

　彼はフッと笑みを浮かべてそう言った。レオンの立場から私に「行くな」とは言えない。

　自分の役目を放ほう棄きして、ウィルおじいさんに会いに行ってもいいの？

　私は己おのれの迷いを問うようにデューク様を見る。彼は、ゆっくりと頷うなずいてくれた。

「アリシア、一いっ緒しょに帰ろう」

　あぁ……。デューク様には敵かなわない。私の勝手に巻き込んだにもかかわらず、意地っ張りで、素す直なおになれない私を、こうして広い心で包んでくれる。

　デューク様の言葉に、私は素直に「はい」と返事をしていた。

　……最後にもう一度だけ、ウィルおじいさんに会いたい。もう何も応えてくれなくとも、彼の姿を見て、別れを告げたい。

「必ず、戻ってくるから」

　私はレオンの瞳を真っすぐ見つめて言った。

「待ってます」

「とっとと行けよ、ガキ」

　ヴィクターも私並みに素直じゃないと思うんだけどな。

「……あ、でもその前に、クシャナの願いを叶えてから」

「私のことはいい。先に自分の国でやるべきことを果たせ」

　私の言葉に被せるようにクシャナはそう言ってくれる。

　どうして皆、こんなにも良くしてくれるのだろう。

　私は自分勝手に夢を追いかけているだけで、森の女王や一国の王子達に優しくされるようなことをした覚えがないのに。

「……私の何が良いの」

　小さな声で思わずそう呟いていた。

　私にはラヴァール国でまだまだやることがある。必ずその答えは、次にラヴァール国に来た時に見つけるとしよう。

　おじい様たちとお別れの挨あい拶さつをしなくても大丈夫よね？　……また、すぐ戻って来るのだから。

　出立の気配を悟ったのか、ライが近づいてきて、足元で頭をこすりつけてくる。

　なんて可愛かわいらしいのかしら。威い厳げんのあるライオンがこんなに懐なついてくれるなんて幸せなことね。ライを撫なでながら、皆に伝える。

「…………ライはここに置いていきます。私の代わりに彼がここで王子達を守ってくれるでしょう」

　ライは私の言っていることを理解したのか、反はん抗こうすることなく私の元をゆっくりと離れ、ヴィクターの方へと足を進めた。

　私がまたライの元へと戻ってくることを確信しているからだろう。私とライは良き友だもの。信しん頼らいし合っているからこそ、任せられる。

「いいのですか？」

　驚いた表情を浮かべるレオンに私は「もちろん」と答えた。

「馬の用意が出来ました。こちらを使ってください」

　シーナが立派な馬を連れてきてくれる。

　なんて凛り々りしい馬なの！　きっと、この森で最も優ゆう秀しゅうな馬なんじゃない？

「行くぞ」

　私が感動している間に、デューク様はいつの間にか私を持ち上げて馬に乗せていた。

　また相乗り……。慣れてくるかと思ったけれど、この密着度はやっぱり慣れない。

「アリシア、強い女というのは、時に素直になることも大切だぞ」

　クシャナが私にそう忠告するや否いなや、馬が走り出した。皆の「え？」「は？」という戸と惑まどいの声があっという間に遠ざかる。

　……ちょ、デューク様、私まだちゃんとみんなにお別れの挨拶とかしてないんですけど!?　というかこの馬速すぎない!?　人間が二人も乗っているのよ!?

　クシャナが用意してくれた馬の速度に驚きを隠かくせない。

　デュルキス国に一刻も早く帰りたいとはいえ、この速度がずっと保てるか不安になってしまった。

「みんなありがとう!!　必ずまた戻って来るわ──」

　私はもう聞こえないと分かっていても、心からのお礼を叫んだ。

　デューク様はさっきから無言のまま。だけど、彼の想いは全身から伝わってくる。

「デューク様、もしかして、嫉しっ妬としてました？」

「当たり前だろ。一刻も早く連れ帰りたかった」

　その言葉にドキリと胸が高鳴る。

　悪女として強くあるために、なかなかデューク様に頼ることが出来ずにいた。

　でも、デューク様を傷つけたかったわけじゃない。

　しかもまたもやあんな顔をさせてしまうなんて……私がデューク様を守ると宣言したはずなのに。それにクシャナにまで釘くぎを刺さされてしまった。

　だからせめて、今だけは私にできる精せい一いっ杯ぱいの素直な気持ちを言葉にしよう。

「デューク様、ありがとうございます。迎えに来てくれて。…………きっと、私一人じゃ耐たえきれなかった。私が今こうしていられるのは、デューク様のおかげです」

「ようやく俺の手に取り戻せた」

　馬に乗っているにもかかわらず、デューク様が私を抱きしめる力が強くなる。肩かたに息がかかってなんかすごく……恥はずかしい！　このままじゃ、心臓が止まってしまいそうな気がする。
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　私は必死に冷静を保ちながら、どんどん遠ざかるラヴァール国を振ふり向むいた。

　今思えば、不思議な時間だった。

　結構な時間をラヴァール国で過ごしたはずなのに、一瞬の出来事だったような気がする。

　これって、長期留学みたいなものかしら？

　国外追放されてから、ここでの生活は全く想像出来なかった。

　男装をして、目め隠かくしをした状態で、よくここまで生きてこられたと少しだけ自分を褒ほめてあげたい。

　だって、本来ならラヴァール国で野垂れ死んでいてもおかしくなかったのだもの。むしろ、今こうやって生きているのが奇き妙みょうなことだわ。

　とても充じゅう実じつした楽しい時間だった。まさか私のおじい様に会えるとは思っていなかったし。

　ヴィクター、ヴィアン、レオン、リオ、ライ、そしてクシャナとシーナ。あ、あと、隊長達も！

　素す晴ばらしい出会いがたくさんあり、それに心の底から感謝する。

　彼らに出会わなければ、私は成長出来なかった。……今も成長出来たかどうかは分からないけれど。

「面おも白しろい国ね」

　自然と口元が緩ゆるんだ。

　刺し激げきしかなかった。デュルキス国も刺激が強かったけれど、ラヴァール国は新しん鮮せんだった。

　自分が五大貴族の令れい嬢じょうであることを忘れることが出来た。ただの一いっ般ぱん人じんとして思いきり過ごすことが出来た。この先、こんなことはもうないかもしれない。

「また戻ってくるんだろう？」

「ええ」

　デューク様の言葉に頷いた。

　今度ここに来る時は前回とは違う形で来ることになるだろう。

　だって、二回も国外追放っていう手は使えないものね。もう一度闘とう技ぎ場じょうに放り出されるのはごめんだわ。

　地位を忘れ、自由奔ほん放ぽうに生きたあの時間を私は生しょう涯がい忘れない。まぁ、勿もち論ろんこの先も自由には生きたいけれど！

　でもそれは「リア」としてではなく「ウィリアムズ・アリシア」として。











現在二十歳　ケンウッド家長男　カーティス






　これは、デュークがアリちゃんを迎むかえにラヴァール国に行く少し前の話。

　ウィリアムズ・アリシア──アリちゃんがいなくなってからの学園は、殺さつ伐ばつとした雰ふん囲い気きが常にあった。

　たかが学園生活だが、されど学園生活だ。出来れば平へい穏おんに過ごしたい。

「悲ひ惨さんな鼠ねずみ事件の犯人は誰だれだったんだ？」

　俺が今いる旧図書室には、デューク、ヘンリ、フィン、そして俺の四人だけだ。

「エマは犯人が誰かまだ口を割らないようだね」

　フィンがまるで他人ひと事ごとのような軽い口調で俺の言葉に応えた。

　あんなに惨むごいことをされたのに、どうして犯人の名前を言わないんだ？

　俺はそんな疑問を抱いだきながら、デュークの方へと視線を向ける。

　相変わらず、何を考えているか読めない。

　エマの事件を解決しようとしているのか、それとも、もう既すでにデュークの中で答えが出ているのか。

　それぐらいデュークは俺達の予想を遥はるかに凌りょう駕がしている。

「エマは学校に来ているのか？」

　ヘンリはそういやそんな事件があったな、ぐらいのテンションで会話に入り込んでくる。

　ヘンリの頭の中は、学園のいざこざよりもアリちゃんがラヴァール国でどう過ごしているかの方が重要なのだろう。

　正直、俺も彼女があの大国ラヴァールでどう過ごしているのか気になってしょうがない。

　きっと、彼女のことだから、向こうの王子も夢中にさせている気がする。

　彼女には不思議な魅み力りょくがある。リズも敵かなわないほど、とても惹ひかれる何かを持っているのだ。

　その何かを言語化するのは難しい。……それが悔くやしい。彼女の魅力は理り屈くつでは語れないのだろう。

「学校には来て……いるのかな？」

　フィンはそう言って、軽く首を傾かしげる。

　フィンもフィンだ。あんなに残ざん酷こくで印象深い事件に対してどれだけ興味がないんだ、と心の中で呆あきれてしまう。

「来ている」

　デュークが口を開いた。

　俺達は一いっ斉せいにデュークの方を見る。

　流石さすが王子、と言うべきだろうか。一人の女子生徒の出欠さえも把は握あくしているなんて……、怖こわくないか？

　何が怖いかって、それまで全くエマのことを気にしている素そ振ぶりがなかったことだ。

　なんなら、この中で一番興味なさそうにしていた。あんな事件の後だから気にしていて当たり前なのかもしれないけれど、生徒会長ってそこまでするものなのか？

　本当に末すえ恐おそろしい王子だ。

「来ている、というか、来させている」

　デュークの言葉にヘンリが「来させている？」とオウム返しをする。

「デュークの権力を用いたら、なんでも出来るもんね〜」

　フィンが可愛かわいい顔して恐おそろしいことを言う。

　そりゃ、誰もデュークの命令には逆らわないだろう。デュークは、この学園で最も権力を持つ人間と言っても過言ではない。

　けど、デュークはそんな風に力を使わない。だからと言って、エマと直接会話して登校させているとも思えない。

　……この王子様は、一体裏で何をしているのやら。

　エマの事件解決というより、デュークがどう動いているかの方が気になってしまった。

「それで、エマから犯人を聞き出せたの？」

　フィンはデュークに尋たずねた。

「勘かん違ちがいしているようだが、エマは犯人を知らない」

「「「え」」」

　俺とフィンとヘンリの声が見事に被かぶる。

　てっきり、エマは犯人と直接対面しているとばかり思っていた。

　どうりで、なかなか事件が解決しないわけだ。

「眠ねむらされて、とある倉庫に拉ら致ちされたそうだ」

「……そんな彼女をよく学園に来させてるね」

「何があっても守ってやると約束したからな」

　おお〜〜、いいね、デューク。女の子の扱あつかいを分かってきたんじゃないか。

「流石デュークだな」と俺は内心茶化しながらも感心した。フィンは興きょう味み津しん々しんでデュークの話を聞いている。

　本当に罪な男だ。最強美形王子にそんなことを言われて勘違いしない女はいないだろう。

　この男の寵ちょう愛あいを受けているアリちゃんは凄すごいな……。

　それなのに、デュークの記き憶おくを失なくした自作自演に乗っかって、ちゃっかりラヴァール国に行っちゃって。

　とんでもない男にはとんでもない女がお似合いってことか……？

「そこまでして、どうしてエマを学園に来させたんだ？」

　ヘンリの質問に、俺も「確かに」と頷うなずいた。

　エマは犯人を覚えていない。学園に来させたところで、事件解決に繫つながるわけじゃないと思うんだが……。

「犯人の気持ちになってみろ。エマに恐きょう怖ふを抱くだろう」

　デュークの言葉に、俺はゾッとした。その通りだ。

　犯人は、二度と立ち直れないほどの深い傷を負わせたつもりに違ちがいない。それなのに、いつも通りエマが学園に来るとは想像していなかったはずだ。心理的に犯人を追おい詰つめようとしているのか。

　まさか、犯人捜さがしのためにそこまでするとは……。

「やばいな、デューク」

「ああ」

　ヘンリと俺の言葉にフィンは「なんで？」という表情を向けた。

　そういえば、この天使みたいな顔の男は結構したたか、……というより腹黒だ。……フィンなら、デュークの犯人捜しの方法をごく当たり前だと思っているに違いない。

　俺達の目的は犯人を見つけることだ。エマのメンタルサポートではない。……というか、エマ自身はデュークに「守ってやる」と言われているのだから、もはやそれだけで充じゅう分ぶん気持ちは落ち着いているだろう。

「けどさ、デューク」

　フィンがデュークの方を振ふり向むく。

「あんな状態になっても、普ふ通つうに登校してくるなんて、犯人以外も驚おどろいてるんじゃない？　どうやって犯人を見つけるの？」

「大半の生徒達の驚きは最初のうちだけだ」

「それはそうだけど……、犯人がとんでもない異常人格者だったら？」

「そういう奴やつなら、あの事件は自分がしたものだって言い始めるんじゃないか？」

　俺は自分の考えを口にした。

　犯人が臆おく病びょう者ものだったら、いつまでも怯おびえた表情をしているはずだ。逆に、そういう類たぐいの人間は、自分が起こした大きな事件が無視されていく方が我が慢まん出来ないはず……。

　しかも一番の被ひ害がい者しゃ──エマが普ふ段だん通りに過ごしているなんてもっと許せないはずだ。

「……なるほど。それで、デュークは大体誰か分かってるのか？」

　ヘンリが話に入ってくる。

　デュークのことだ。もう犯人のめどはついていそうだ。あんな残ざん虐ぎゃくな行こう為いを出来るなんて、正気の沙さ汰たとは思えない。

　……この学園の者だと思いたくないが、実際リズ派とアリシア派で過激な運動が起きてしまっている以上、生徒がやったと推測するのが妥だ当とうだろう。

　鼠の殺し方は目も当てられないほどに酷ひどかった。誰が犯人だろうと構わない。きっちりと罰ばつは受けてもらおう。

「デューク？」

　俺はどこかはっきりしないデュークの態度に思わず呼びかけた。

　いつもなら、もっと余よ裕ゆうのある笑えみで「犯人の目星はついている」っていう流れだ。今回の相手は意外と手て強ごわいのか？

　皆みなの視線がデュークに注がれる。デュークは眉まゆをひそめながら、口を開いた。

「あまりにも不自然だと思わないか？」

「あの事件が？」

「いや、エマが」

　ヘンリの問いにデュークが返す。

　エマが不自然？　確かに本来なら、いくら王子に「守る」なんて言われたところで、学園には来たくないものだよな……。

　大きなトラウマを抱かかえていても不思議ではない。

　それ以前に、彼女は今回の事件の一番の被害者だ。彼女を疑うのは違う。…………けど、デュークの反応からすると、デュークはエマを疑っている？

「自作自演ってこと？」

　俺が言いたかったことをフィンが代弁する。

「エマ一人であんなことを起こしたとは考えにくいが、その可能性もあるということだ」

「けど、あんな自じ虐ぎゃく行こう為いするか？　そもそもなんのために？」

　ヘンリが顔をしかめながら、もっともなことを発した。

「荒あらしたかったんじゃない？」

「どこを？」

「学園を。それに、元リズ信者のエマなら、どれだけ酷い傷を負っても、リズが治ち癒ゆ魔ま法ほうでどうにかしてくれるって分かっていたのかも……」

「なんて厄やっ介かいな生徒なんだよ」

　フィンとヘンリの会話を聞きながら、俺はエマのことを思い出していた。

　あまり印象にないが、アリちゃんとの間で色々と問題を起こした女子生徒として認にん識しきしている。

　栗くり色いろの髪かみ、そばかす、リズのことを異常に愛していた、そんな印象。

「リズ派とアリシア派をより争わせたかったってことか？」

　俺の言葉に、デュークは大きなため息をついた。

「彼女の目的がどこにあるのかはわからないが、その線が濃のう厚こうだと俺は考えている。……アリシアがいなくなってから、一気に均きん衡こうが崩くずれてしまったからな」

　アリちゃんが国外追放されてから、アリシア派が増えていることにも違い和わ感かんを抱く。本来なら、学園に平和が訪おとずれるはずなのに……。

「均衡がどちらかに傾かたむくと、過激派を生むことになる……」

「バランスは大切なんだな」

「反対側の意見は常にあった方がいいってことか」

　ヘンリとデュークの後に、俺はそう付け足した。

　なんだってこんな状じょう況きょうに……と頭を抱えたくなる。

　学園ってもっと、気楽に女の子とおしゃべりして、皆と楽しく遊んで適当に授業受けて……そんなものだっただろ？

　本当に、彼らといると退たい屈くつしない。……いや、結局アリちゃんのおかげでつまらない日常から脱だっ却きゃく出来たのかもしれない。

　ふっと思わず俺の頰ほおが緩ゆるんでしまう。

「何笑ってるんだよ、カーティス」

　ヘンリが怪け訝げんそうに俺を見る。

「相変わらずここは面おも白しろい場所だな〜って思ってね」

「いつの間にか異常な学園になったけどな」

「まぁ、平へい凡ぼんな日常よりかはいいんじゃない？」

「分からなくもないが、面めん倒どうくさいことはなるべく避さけたいだろ」

「ヘンリは分かってないな〜〜」

　俺の言葉にヘンリは少し眉み間けんに皺しわを寄せた。

「面倒くさいことが人生を面白くさせるのさ」

「カーティスらしい言葉だな」

「お褒ほめいただきありがとう。キスの一つでもしておくか？」

「絶対にやめろ」

　俺のウインクにヘンリは露ろ骨こつに嫌いやな表情をした。

「カオスな学園だけど、一つの思想に縛しばられていないだけ、まともだよ」

　俺達の会話に割り込むようにフィンがそう言った。

　確かにその通りだ。完全に洗脳されて一つの思想を信じている学園の方がまずい。

「とりあえず、俺達は何をすればいい？」

　デュークだけにこの事件を解決させるわけにはいかない。俺達も手伝えることは手伝おう。

　微び力りょくだが、いないよりかはましだろう。俺達だって、それなりに使える人間だ。

「そうだな……、とりあえず今分かっていることを一度整理しよう」

　デュークはそう言って、淡たん々たんと話し始めた。

　鼠の首が切られて、床ゆかに並べられていた。教きょう卓たくの上には頭から血を流し、足の骨が折れた女子生徒──エマ。エマは元々リズ信者だったが、リズ信者たちの卑ひ怯きょうな虐いじめに遭あってから、アリシア派になった。

　そして現在、トラウマを抱えるような経験をした彼女だが、デュークに「守るから」と言われて犯人捜しのために学園へとちゃんと通っている。しかし、犯人らしき人物が一いっ切さい浮うかび上あがってこない。

　エマの自作自演の線も考えられるが、あの凄せい惨さんな事件を一人で起こすのは難しい。

「複数人で事件を起こしたと考えられるってことか」

　デュークが全て話し終えた後、ヘンリが難しい表情をしたままそう言った。デュークは「ああ」と頷く。

「とりあえず、エマを連行するのが一番早いんじゃない？」

「すぐに力ずくで解決しようとする」

　フィンの笑え顔がおにヘンリが呆れた笑みを浮かべた。

「だって、遠回しに調査しても面倒くさいでしょ、どうせ相手は生徒なんだし。それに、彼女、そこまで気が強いタイプじゃないと思うからすぐになんでも答えてくれると思うな」

　エンジェルスマイルで結構えげつないこと言ってるぞ。

　俺はフィンを見ながら、この学園で一番怖いのはこいつかもしれない、と思った。

「僕が呼んでくるよ」

「任せた」

　デュークはなんの躊躇ためらいもなくフィンにそう言った。

　おいおい、ここは俺の役目じゃないか？　そう思ったけれど、フィンならヘマをせずにエマを呼んでくることが出来るという信しん頼らいがあるのだろう。

　デュークにそう思われているフィンを、少しだけ羨うらやましく思った。
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「あの……」

　顔のそばかすを隠かくしながら、彼女はもじもじして立っている。

　フィンが旧図書室から出て、数分も経たたないうちに彼女を連れて帰ってきた。

　……一いっ瞬しゅんだったな。

　ヘンリもあまりの早さに驚いたのか「早くないか？」と呟つぶやいている。

　そりゃ、フィンのこの可愛らしい笑みを向けられたらついていきたくなる気持ちも分からなくはない。それに、彼も五大貴族だ。それなりの圧があったのだろう。

　……まぁ、俺も女の子大好きだし、フィンよりも早く連れてくる自信はあるが。

「あの、私はどうしてここに……」

　本当にこのか弱い女性生徒が自らあんな事件を起こしたのか？

　もしそうだったら、俺は今後女の子を信じられなくなりそうだ。

「しんどいと思うが、あの事件のことをいくつかもう一度質問して良いか？」

　デュークは出来るだけ優やさしい声でそう言った。

　……普段からそんな風に女子生徒に接してたら、どれだけの女の子が失神していたんだろうな。

　今もまさに、エマが顔を真っ赤にしている。デュークの眩まぶしさに声が出ないのだろう。

　本当に物語の中から出てきた王子様みたいだ。……デュークもついに猫ねこを被ることを覚えたのか。

　恋れん愛あいによって人は変わるというが、デュークの変わり方はとても良いものだ。彼女のおかげでデュークに絡からみやすくなったのは間ま違ちがいない。

　ありがとう、アリちゃん。この気難しいクール王子を変えてくれて。

　俺は心の中でそんなことを思いながら、エマの方へと視線を向けた。

　彼女は林りん檎ごのように真っ赤な顔のまま「はい」と首を縦に振った。

「眠らされて、犯人が分からない、のは本当なんだな？」

　デュークの質問にエマは少しだけ動どう揺ようしていた。その動揺は、もう一度同じ質問をされたことに対してなのか、それとも、自分が疑われているのかもしれないということに対してなのか。彼女はデュークから目を逸そらした。

「はい」

　その自信のなさそうな小さな返事は、まるで疑ってくださいと言っているかのように感じてしまう。先入観というのは恐ろしい。

「カーティス、お前が質問してくれ」

「え!?　俺？」

　突とつ然ぜんのデュークの無茶ぶりに俺は目を見開く。

　……思わず、大きな声が出てしまった。

　だってそうだろう？　こんな大事な尋じん問もんを、デュークが俺に任せるなんて思ってもみなかった。

　俺はそんなキャラじゃない。誰とでも楽しく仲良くするのが俺だってことをデュークも分かっているはずだ。それなのに、まさか俺に振るとは……。

　デュークは絶対面倒くさいからこの役割を託たくしたに違いない。

　信用されているのは嬉うれしいが、俺は強く女の子にあたるなんて出来ない。「女の子には優しく」がモットーなんだぞ？

「えっと、そうだな、何から質問しようか」

　俺は苦笑いを浮かべながらエマを見た。

　任された以上、放ほう棄きするわけにはいかない。エマは俺を訝いぶかしげに見る。

　デュークを見る目と全く違う。……本来なら、いつもは俺がその視線をもらっているのに。

　今回ばかりは女の子に敵意を向けられる役になろう。

　俺は少し慌あわてながらも質問を考えた。

　まずは警けい戒かい心しんを解いてもらうように、いつもの女の子を口説く優しい口調を作る。

「誰かに眠らされたって話だけど、骨を折られた時に、目は覚めなかった？」

　エマは俺の口調と表情に安心したのか、顔から少し緊きん張ちょう感かんが消えた。

「……えっと、痛さで目は覚めたのですが」

　それだけ発して、エマは口を閉ざした。……これはゆっくり質問をしていった方が良さそうだ。

「その時に犯人を少しでも見たりは？」

「……いえ。痛みに耐たえることに必死で」

　エマはどこか考えながら話しているようだった。彼女の視線が定まらないのを見て噓うそだな、ということはすぐに見み抜ぬけた。

　しかし、ここで彼女を責めたらもう何も話してくれなくなる。俺は彼女の話を信じているふりをして質問を重ねる。

「男性か女性かすらも分からなかった？」

「た、ぶん、男性だったと思います」

「多分、ね」

　俺はそう言って、エマに微笑ほほえんだ。

　ビジネススマイルは誰よりも得意だ。

「どうして自分が襲おそわれたかを考えはしなかった？」

「え」

　俺の言葉にエマは固まった。

　フィンやデュークは何も言わず、俺とエマの会話を楽しんでいるようだ。

「……どういう意味ですか？」

　エマの声は震ふるえていた。これが自作自演ではなくて、本当に襲われただけなら彼女はただの被害者。

　だからこそ、早く事件は解決すべき。

　エマの傷口に塩を塗ぬるような質問だが、ここは答えてもらうしかない。

「エマちゃんがアリちゃん派に寝ね返がえったから、過激なリズ派が怒おこってこんな仕打ちをしたとかって考えなかった？　それとも争いをより激しくさせるために仕組まれた計画だったとか思わなかった？」

　俺は賭かけに出た。やわらかい笑顔をエマに向ける。

　エマは口を開けたまま、何も言わない。何も「言えない」のかもしれない。

「もしかして、心当たりあった？」

「な、何が言いたいの？　私は被害者よ！」

「知ってるよ。だからこそ、エマちゃんのためにも犯人を見つけようと俺らも必死に動いているんだよ」

　エマが焦あせれば焦るほど、彼女を怪あやしく思う。

　人の表情や動作に敏びん感かんな俺だからこそ、噓はすぐに見破ることが出来る。

「じゃあ、もう単刀直入に聞くね。犯人は君なんじゃない？」

「な、……な。何を……、どうして私が、……そ、そんな証しょう拠こないじゃない！」

　エマの大きな声が部屋に響ひびく。

　動揺しすぎ……。女の子を追い詰めるのは俺の趣しゅ味みじゃないんだけどね。

　エマはもう少し自分の感情を隠す練習をした方が良い。貴族社会で生きていくならなおさらだ。

　俺が噓のつき方の見本を見せてあげるよ。

「切きり離はなされた鼠の頭あったでしょ。あの鼠が死ぬ瞬しゅん間かんをデュークが魔ま法ほうで視みたのさ」

　俺は表情一つ変えず、噓をつく。

　デュークは「そんな魔法あるわけないだろ」と呆れたように俺を見る。

　俺はそんな彼の視線を無視して、エマにこの噓を信じ込ませる。

「そんなこといくらなんでも出来るわけないわ……」

「それが、デュークなら出来るんだよ」

　戸と惑まどう彼女に俺は確かな声で返す。

「聞いたことないです」

「だって、デュークだし」

　満面の笑みをエマに向ける。エマは困こん惑わくした様子でデュークを見る。

　デュークは俺の噓にちゃっかり乗っかり、動揺することなく「ああ」と頷いた。

「い、いくらデューク様だからって」

「天下のデューク様だから、出来るのさ」

　理由を「デューク」だけで押し切ろうとしている。

　フィンは笑いを堪こらえるのに必死だ。魔法レベル１００は確かに並外れているが、だからといってそんな魔法を使えるわけはない。

「でも……」

「うちの王子をなめちゃだめだ」

　一番なめてるのはお前だよ、という視線をヘンリから感じる。

　だがついに、そんな俺の言葉を信じたのか、エマはゆっくりと俯うつむいた。そして何かが爆ばく発はつしたかのように嗚お咽えつと共に涙なみだを流す。

「だ、だって……、そうすれば、アリシア様が……、戻もどって来るって」

　エマの言葉に俺達は思わず反応してしまう。

　アリちゃんが帰ってくる？

「誰がそんなこと」

　ヘンリの言葉にエマは首を横に振る。「分からない、分からないの」とだけ泣きながら呟いていた。

　彼女が犯人だというより、彼女を犯人だと断定出来ない。裏で誰かにそそのかされてこんなことを仕出かした、ということか？

「けど、あの事件を起こしたのは、……わ、私一人なの。……アリシア、様に、戻って来てほしくて」

「……祖母か」

　デュークが何か呟いたが、聞き取れなかった。

　ただ、今回の事件は本当にエマの自作自演だったということだけは判明した。

　こんな臆おく病びょうな女の子の心を操あやつる人間がこの世にいるということか……。

　だからといって、自分の足を自ら折るなんて凄い勇気だ。俺は泣いているエマを慰なぐさめながら、休きゅう憩けい室しつへと連れて行った。

　あのような事件は余計にリズ派とアリシア派の対立を悪化させるだけだ。……一体何が目的なんだ？

「あの、カーティス様、ありがとうございます。ようやく胸のつかえが取れました」

　休憩室の前でエマは俺に軽くお辞じ儀ぎをする。

　俺は「黙だまっているのは辛つらかったよね。このことは生徒会メンバーだけの秘密にしておくから、もう君は苦しまなくていいんだよ」と微笑みかける。

「カーティス様は、いつも誰にでも優しいですね」

　エマはそう言って、休憩室の中へと入っていった。


[image: ]



　俺は今回の事件のことをぼんやりと考えながら、旧図書室へと戻った。

　扉とびらを開けようとすると、中からフィンの声が聞こえてきた。

「僕も久しぶりにアリシアに会いたいな〜〜」

「足を折れば会えるらしいな」

　ヘンリの返答にフィンが楽しそうに笑う。

　いやいや、冗談だとしても笑えないやつだろそれ、と俺は内心ツッコむ。

「今回の件は、カーティスのおかげだ」

　デュークのその言葉に俺は胸が熱くなった。デュークに感謝されていると思うと、とても嬉しくなる。

「ちょっとデューク、僕は!?　ちゃんとエマ連れてきたでしょ〜」

　フィンが頰を膨ふくらましながらそう言っている様子が簡単に想像出来た。

「まぁ、でも今回はカーティスのお手て柄がらだろ」

　ヘンリがそう言うのが聞こえる。

「デュークは随ずい分ぶんとカーティスを信用しているんだな」

「あいつには結構頼たよってるからな」

　俺はその場から動くことが出来なかった。そのままデュークの次の言葉を待つ。

「カーティスは誰よりも多くの人と関わっているからこそ、人を見抜く力がある。だから、今回はカーティスに任せた」

　……ああ、本当にデュークには敵わない。

　目め頭がしらが熱くなるのを必死に抑おさえて、俺はいつもの明るい声で「ただいま〜〜」と言いながら扉を開けたのだった。





終













あとがき






　こんにちは。大おお木き戸どいずみです。

　最後まで読んで頂き本当にありがとうございます！

　ついに五巻です〜〜！




　クシャナという女王が登場しました！

　やっぱり大木戸は、強い女性が好きみたいです。クシャナの物語も絶対にかっこいい！　って、思いながら書いていました。

　いつか、書けたらいいなと思います。




　アリシアのように自由に生きたいな〜〜っと思い、大木戸はこの度たび、タイに行って、象使いの終しゅう了りょう証しょうをゲットしてきました。

　いざって時に、象に乗って皆みなを助けることが出来る〜って思ったのですが、日本の象の扱あつかい方が分からないので、意味ないやん！　って、取ってから気付きました。

　けど、象の日常に関われるのはとても素す敵てきな瞬しゅん間かんでした〜〜。

　アリシアもいつか象に乗せたいですね〜。




　そして、ついにアリシアはデュークと再会いたしました！

　デューク〜〜！　ついにアリシアに会えて良かったね〜〜！

　ここまで一いち途ずに深く愛してくれるイケメンに出会いたいものですね（笑）

　イケメンが空から降ってきた時の為ために、しっかりと腕うでを鍛きたえておきたいと思います。

　なので、最近は腕うで立たて伏ふせをしています。

　という、大木戸の近きん況きょうです。




　いつも素す晴ばらしいアドバイスを下さる担当様、最高のイラストを描かいて下さる早はや瀬せジュン様、本当にありがとうございます！




　そ、し、て！

　ついに「歴史に残る悪女になるぞ」アニメになります！

　嬉しさマックスです。お楽しみに！




　では、アディオス〜〜！


大木戸いずみ
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　きっと、彼女は主の愛情の深さを知ることはないのかもしれない。

　中庭で主と一緒にお茶を飲むアリアリを見ながら、私はそんなことを思った。

　おそらくジルは主の愛情深さに気付いている。

「……気付いていないのは本人だけなのかも」

　……案外そういうものなのかな。

「デュークもそれを望んでるでしょ」

　突然後ろから聞こえたその声に私は驚きと共に振り向いた。

　…………全く気配を感じなかった。

　天使みたいな笑顔を私に向けている。スミス家のフィン。

　物陰から主たちを観察していただけなのに、どうして彼が私の後ろにいるのよ。

　この男の腹の内が分からない。

　自分の意志はあるけれど、いつも中立にいる。ただ、何か問題が起これば、アリアリを助けるような発言をすることもある。

　味方と断定することは出来ないけれど、今のところ害がないから、特に気にも留めていなかった。

「どうしてここに？」

「たまたま通ったんだ」

　たまたま通った……？

　私は存在を消して、彼らを観察していたのよ？

　そんな簡単に見つけられるような隠れ方はしていない。私は猫を被ることなく、フィンを鋭い目で見つめた。

　そんな私の威圧に臆する様子は一切なく、彼はニコニコと楽しそうに私を見ていた。

　……何よ、この男。

「デュークはさ、アリシアに自分の愛を知られることを望んでないでしょ」

　フィンは話を続けた。私は警戒しながらも「それはそうだけど」と呟く。

　主がアリアリを想う気持ちはきっと私達が想像出来ないほど大きい。しかし、主はそれをアリアリに知られることを望んでいない。

　むしろ、知らなければいいと思っているぐらいだ。

　私にはその理由が分からない。聞いても答えてくれないし……。

「アリアリに嫌われると思っているのかも」

「それはないよ」

　フィンが確かな声でそう答えた。

「なんで分かるのよ」

「ん～～～、ああ見えて、デューク、ものすごく余裕あると思うよ」

「……そう？」

　フィンより私の方が主を知っている、と思いながら彼の話を聞き流すようにした。

「君なら分かるんじゃない？　忠誠を誓っている主の気持ちぐらい」

　フィンは私を挑発するように言った。

　その言葉に苛立ち、不覚にも表情に出してしまう。……ただ、フィンの言っていることは分からなくもない。

　主はきっと、アリアリに負担をかけたくないのだろう。それに、恋愛は最もエゴが表れるものだ。

　それを押し付けたくないから、主はアリアリの前で自制しているのだと思う。

　……傍はたから見た私たちが主の愛を「やばい」って思うのだから、彼自身が抱えている愛情はとんでもないものなのだろう。

　私ってもしかして、とんでもない主を持っちゃった!?

「それはお互い様なんじゃない？」

　まただ、また見透かされている。

　この天使とは深く関わらない方が良いかもしれない。

「一体、何者なのよ」

「僕？　僕はただの五大貴族の息子の一人だよ」

「……摑めない男」

「え～～、そんなこと言わないでよ」

　フィンは目をウルッとさせる。この表情は俗に可愛いと言われるものなのだろう。人気がある理由は分かる。美形だし、裏の顔を見たことがない。

「まぁ、僕を摑める人なんてこの世にいないんじゃない？」

　一瞬だけ、ほんの一瞬だけ、見えた。それは紛れもなく大人の顔だった。

　この男、こんな顔も出来るんだ。……な～んだ、彼も「こっち側」じゃない。

「あ～～、私、分かっちゃった～～」

　私は、いつもの高い声で満面の笑みをフィンに向けた。彼はきょとんとした表情を浮かべる。

「カーティスと同類なのかなって思ってたけど、全然違うねっ」

「どういうこと？」

　私の口調に苛立ったのか、フィンは僅かに眉をひそめた。

「平等に愛するんじゃなくて、平等に蔑さげすんでるんでしょ」

　フィンは何も答えない。私はフィンに顔を近付けて、話を続けた。

「友達の恋愛ごっこを馬鹿にしてるんでしょ～～？　本当の愛などあるわけないって思っている人の目してたもん」

「違うよ」

　フィンは可愛らしく私に微笑んだ。

　私は心の中でチッと軽く舌打ちをした。表情を崩せると思ったのに……。この男はなかなかの強敵かもしれない。

　ただ、私の言っていることは間違いではなかったはず……。

「けど、完全に不正解ってわけでもない」

　フィンはそう付け足した。

　私は全く表情を変えずにそう言ったフィンに対して、少しだけ恐怖を覚えた。

「僕は楽しんでいるだけだよ。学園は退屈することのない場所だからね」

「なんなのよ、あんた」

「なんなんだろうね、僕は」

　私が言い返そうとした時、彼は「あ！」と声を上げた。

「きっと、アリシアが自分の手から離れて、他の王子とかに気に入られたら、デュークも余裕なくなるんじゃない？」

　フィンは楽しそうにそう話した。

　天使に見えて、思考回路は悪魔だ。……自分と同族かも、と少し思ってしまったのが悔しい。

「主はきっと全力で取り返しに行くと思うよ」

「だね～～。そうなっても、アリシアはきっとデュークの愛の大きさを知ることはないのかもね」

「それがアリアリだもん、仕方ないよ」

「僕らもいつかそんな人に出会いたいね」

　暫く時間を置いてから、私は「そうだね」と答えた。

　それは本心から出た言葉だった。



















歴れき史しに残のこる悪あく女じょになるぞ ５




悪あく役やく令れい嬢じょうになるほど王おう子じの溺でき愛あいは加か速そくするようです！【電でん子し特とく典てん付つき】
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